























































竜棲学園の不適格輝士ロストナイト




著者　ひびき遊

イラスト　メロントマリ











電子版　ファミ通文庫





本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。




本作品は本文縦組で制作されております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。















　　目次




序　さよなら、のはじまり

１　『彼女』

２　風纏う竜

３　学園閉鎖

４　五人と一人

５　戦闘回避

６　赤輝士中隊

７　壊滅

８　《結晶》

９　残酷な暗黒

終　守るべき相手

後記






[image: ]
















　なん、だ――？



　俺は、誰かと戦っていた。

　そうだ。体が覚えてる。


　――なぜ、俺は？



　とても激しい戦いだった。肉が、骨が悲鳴を上げ、血や呼こ気きが全身を駆け巡る。

　全力を出し尽くさねばならない相手だった。

　それは誰？　いや、人なのか？


　わからない――。



　ダメだ。まったく思い出せなかった。

　記憶がなぜか黒い「ノイズ」に覆おおわれて、はっきりしない。

　見えるのは、敵を追いかける視界の動きと、ノイズでぼやける輪りん郭かくだけだ。


　――いったい、なにが？



　わかるのは、めまぐるしく切り替わる光景から、とんでもない速さでの戦闘だということのみ。

　体が勝手に反応していた。俺は走り、跳び、腕を振るった。

　そのたびにぎりぎりのところで、何度も鮮あざやかな火花が散る。それは、激しい衝突によるものか。

　俺と敵。互いの振るう攻撃が、紙かみ一ひと重えのところで交こう錯さくしていた。だが。


　な、に――？



　なぜか唐突に、俺はくるりと反転した。無防備に、敵へと背中を晒さらすように。

　直後、俺は強烈な一撃を食らい、倒れ込む。


　――負けた、のか？



　ぱっ、と視界に散ったのは俺の血か？　同時に、全身から力と感覚が抜けていく。


　まず、い――。




　――動け、な、い。




　これ、が、『死』――？



　もう、起き上がることはできなかった。

　視界に貼り付くノイズは増し、いっそう世界を覆い隠す。

　それでも聞こえた一言があった。




「さよなら、クロガ」




　俺に向けられた別べつ離りの言葉だ。

　冷たく発したのはもちろん、さっきまで戦っていた敵だろうか？


　――誰、なん、だ？



　しかし俺にはもう、それを確認することすらできなかった。

　わずかにどうにか顔を上げると、なにかが迫ってきたのがわかった。

　がばりと大きく開いたのは、巨大な牙きばを持つ「顎あぎと」か？

　そいつが敵の正体なのか、それとも別のなにかなのか――俺にはもう判別できない。

　かわりに、一つだけ俺は悟った。


　これで、終わり、か――。



　次の瞬間、俺は顎に呑のみ込まれる。

　重い音とともに牙が閉ざされ、俺のすべてを「闇やみ」が覆った。
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　それが俺の最後の記憶。

　顎に呑まれ、闇の中を転がり落ち――体も意識も潰され、終わる。

　そのはずだった。――だが。

「……生き、て、いるかッ……!?」

　突然、そんな声が聞こえた。

　な、に？　俺は意識を揺さぶられ、どうにか瞼まぶたを開ける。

　闇が、切り開かれていた。ぬるい外気が入ってきて、俺はこふ、と白い息を吐き出す。

　それでようやく、呑み込まれた闇の中が、冷気に満たされていたのを知った。

　そこに俺は、どれくらいの間いたのだろう。凍いてつくよりも短くて――起き上がろうとした腕に、力が入るほど回復するくらいには長く、か？

　傷は深手じゃなかったらしい。乾かわいて凍こおったわずかな血が、ぱりぱりと落ちていく。

「う……」

　背中に手を回せば、感じたのは打ち身の跡くらいだった。大丈夫、どうにか動ける。

　いや、本来ならこの巨大な「なにか」に呑み込まれた時点で、無事では済まなかったはずだ。嚙かみ砕くだかれず、丸呑みされたのは幸運だったが、なんだ？　外から差し込む光に照らされ、俺はようやく、自分のいた生物の体内を見た。

　機械――？

　そう、ここは金属でできたパイプや、樹じゆ脂しのパネルがひしめき合う中だった。

　それでいて、しかもそれらがまるで生きているかのように蠢うごめいている。

　やはり生物なのだろうか？　だが、さっきからずっと取り巻いていたのは、「ぶぅぅぅぅうん」という低い唸うなりだ。

　それは機械が、この闇の中に冷気を吐き出す音なのか？

　まるで『冷蔵庫』のようだ。そんなイメージがふいにわいた。

　――けれども、俺の意識はそれ以上に、別のものに引き寄せられる。

　そうだ。闇を大きく裂いたそこに、一人の男の姿があった。

　黒い服の上から、ごつい鎧よろいをつけた銀ぎん髪ぱつの青年だ。

　鎧は白く発光している？　いや、なにより強く輝くのは、彼の握にぎった「大たい剣けん」だった。

「光、の、剣……？」

　そう表現するより他にない、白い光の刀身に、俺は思わず魅み入いられる。

　全体で二メートルほどもあるだろうか。白い光と装そう飾しよくの施ほどこされたパーツが混ざり合い、刃の形を形成していた。それがこの、機械の詰まったはらわたをたやすく引き裂いたのか？　だとしたら凄すさまじいまでの切れ味だった。

　だが、その輝きが、ふっといきなり掻かき消える。

　え？　同時に、青年の体がぐらりと傾かたむいた。

　闇の外へと、倒れ込んで――。

「っ！」

　だから、咄とつ嗟さに体が動いていた。闇と冷気を振り払い、俺は必死に手を伸ばす。












　その勢いのまま、裂かれた切り口から飛び出して、青年の腕を摑つかまえた。

「……ふはあっ！」

　ぬるい空気を肺いっぱいに吸い込んで、俺は青年の体を抱き留めながら、生物の外の大地を踏みしめた。

　いや、なに？　――「地面」じゃない？

　そこに土や草の感触はなかった。あるのは冷たく硬い、人工的な床だ。

　まるで薄くゴムの貼られた、コンクリートといったところか。

　そこに、ぽたぽたと真っ赤な血がしたたり落ちる。

　俺ははっ、と腕の中にいる青年を見た。

　そう、俺の血じゃない。大剣と同じく光を失った鎧から、流れ落ちたものだった。

　怪我をしてる？　どうして？

　――理由は周囲を取り巻く喧けん噪そうから、すぐにわかった。

「……地這ワーム級は倒れたぞッ！」

「同属性で、中央の震竜アナンタ級を囲め！　それ以外はザコの足止めをしろ!!」

　怒ど号ごうのように飛び交う声が、発光する高い天井に反響した。

　ここはどうやら建物の中らしい。それも、高さ二十メートルほどもある大空間だ。

　そこで、なんと銀髪の青年と似たような恰かつ好こうをした者たちが「戦って」いた。

　服の上から鎧を着けた少年少女が、光の刃を携えて向かうのは、蠢く機械の塊だ。

　なんだ!?　俺はその、異い形ぎようの生物にぎょっとする。

　そうだ――生き物、なんだ。

　だけど、なに？　入り組んだ通路が交わってできた、少し拓ひらけたこの空間に、数体の機械生物たちが群むれていた。

　そのどれもが違う形をしていて、しかし人に向かって牙を剝むく。

　人を襲おそう、機械？

「ぎゃああああああ!!」

　時折絶ぜつ叫きようが響き渡る。機械生物に襲われ、無む残ざんに食われた者の断だん末まつ魔まだ。

　ばらばらになった人の手足が、暴れる機械生物の口からこぼれ落ちる。

　そのときになって、俺はぬるい空気の中に、血肉の臭いが大量に混ざっているのに気が付いた。

　それだけの犠ぎ牲せい者しやが、すでに出ていた――。立っている者は三十名ほどだろうか。それと同じくらいの数の者が、物言わぬ骸むくろとなって倒れている。

　いや、機械生物の方も無傷というわけじゃない。いくつかの金きん属ぞく塊かいが、あたりには転がっていた。どうにか倒せた何体か、というところか。

　そうだ。同様に、俺の背後でもごしゃっ、といきなり崩れ落ちた、巨大な金属の塊があった。

「!?　あっ……！」

　振り返ったそこにいたのは、腹を大きく切り開かれた、俺を呑み込んでいたヤツだ。

　全長は十メートルもあるだろう、一際巨大な機械生物だった。形はまるで「芋いも虫むし」だ。いいや、ずんぐりとした「不格好な蛇へび」だろうか。

　全身を鱗うろこのように、冷蔵庫の扉が覆い尽くしていた。それらを開け閉めすることで、巨体を這はいずらせていたのだろう。

　が、その動きももう止まる。「ぶぅうん」という唸りすら途切れ、絶命したのだ。

　同時に、金属や樹脂のパーツが分解した。それらは側にいた俺のもとに降ってくる。

「う、わ!?」

　危ない！　俺は反射的に逃げようとした。が、できない。

　倒れた銀髪の青年を抱え込んでいたせいだ。鎧をつけた彼が重くて、一人では動くことがままならなかった。だから。

「なにをやってるんですか、アナタは！　もたつくの禁止です！」

　いきなり走り込んできた少女がいた。

　白い服の上から、赤く輝く鎧をつけた――長い金髪を後頭部で束たばねた女の子だ。

　その睫まつげも、品のある金色をしていた。一瞬、こちらが息を呑むくらいの、上品そうな美少女だ。

　が、その彼女は俺のもとに駆け寄ると、赤い刃の刀を力強く一閃させる。

「消し飛ばしなさいッ、《火の息吹イグニス・スピーリトウス》!!」

　瞬間、炎が横に走った。












　なに!?　突然の熱気が頭上を焼いて、俺は思わず首をすくめる。

　彼女が、火を操ったのか？　赤い刃が煌きらめいて、炎の残ざん滓しを纏まとわせていた。

　それはなんと一撃で、落ちてきた機械生物の破は片へんをあらかた焼き切ったらしい。焦こげた燃えかすだけがぱらぱらと降り注ぎ、俺は助かったことを知る。

　刀を振るった彼女自身も、はあっ、と安あん堵どの表情を浮かべた。

「や、やりました……いえ！　ほっとしている場合ではないです！　アナタ、動けますか？　……ええと、その恰好は!?」

「え？」

　駆け寄ってきた金髪の少女の言葉で、俺は初めて自分の姿に気が付いた。

　体にぴたりと貼り付くのは、服なのか？　いや、なにかの粘ねん液えきが赤黒く固まったもの？　ぼろぼろで、今にも破れそうな代物だ。

「俺は、その。こいつに食われてたらしくって、たぶん、それでっ」

「えっ？　食べられてた？　地這ワーム級『棄き竜りゆう』に!?」

「……棄、竜？」

　こいつの名前か？　俺は機械生物の骸を見る。

　一緒に、少女もその冷蔵庫の棄竜を見やった。

「一撃で切り裂かれてる？　これは、この黒服の先輩『輝き士し』の手によるものですか？　大剣の『武ぶ輝き』による一振りですね！」

　そして彼女は銀髪の青年と、彼が握り続けたままの大剣を一いち瞥べつし、まくし立てる。

　白い輝きを失った大剣だが、かわりに輪りん郭かくをつくっていた装飾パーツが一つにまとまり、無ぶ骨こつな刀身を形成していた。

　それが武輝？　――輝士だって？　俺はまったくわからない。

　いや、「覚えて」いない？

　俺は――！

「退避――――――――っ!!」

　そのとき、鋭い声が放たれた。

　拓けた空間の中央で、一体の棄竜を囲んでいた者たちから、突然上がった警告だ。彼らは一斉に、その棄竜に背中を向けて逃げ出した。

　なんだ？　中央にいた棄竜は、全長五メートルほどの個体である。形は球体に近く、鎖くさりのような細い手足を持つそいつは、その背中をぱっくりと大きく開いていた。

　瞬間、空気が振動する。

「なっ？」

「いけない！　震竜アナンタ級の自滅反応が、来ます！」

　金髪の少女が叫ぶ。すると彼女は俺と、銀髪の青年の腕をぐいと引いた。

「逃げないと……私たちも巻き込まれます！」

「え？」

　いったい、なにが？　俺は彼女とともに青年を引きずりながら、震竜アナンタ級とやらの棄竜に目をやる。

　すると開いた背中から現れたのは、透明な結けつ晶しよう体たいだった。

　もしかして「水すい晶しよう」か？　人の頭ほどもあるそれが激しく振動し、空気を震わせているらしい。

「……『水晶クオーツ時計』!?」

　俺はつい、そんな印象を持った。なぜなら剝むき出しの水晶の周囲には、無数の歯車らしきものもあったからだ。

　だが、それらが分解しながら、硬い床に水晶を落とした瞬間。

　――轟！

「う、うわあ!?」

「きゃああ―――――っ！」

　俺たちは激しく突き上げられるように、吹き飛ばされていた。

　地震？　いや、水晶の振動のせいなのか。凄まじい揺れが、ここにいるすべての者を襲っていた。

　それどころか崩壊していく水晶クオーツ時計の棄竜を中心に、床に大きく亀き裂れつが走った。

　立っていられない揺れの中、誰もそこから逃げられなかった。亀裂が広がり、ついには床の崩ほう落らくを招く。

　残った棄竜と三十名ほどの輝士たちを、あっという間に呑み込んで――。
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　割れた床の大穴に、人も棄き竜りゆうも吸い込まれていく。

　だが、幸い俺と金きん髪ぱつの少女、それに銀髪の青年だけは難なんを逃れた。

　――それはたまたま、俺たちが水晶クオーツ時計の棄竜から、最も離れた位置にいたためか。おかげで吹っ飛ばされた先がぎりぎり、崩ほう落らくした床の外となったのだ。

　そう。起き上がればすぐ背後に、穴の縁が存在していた。

「……そんな！」

　金髪の少女がへたり込む。

　穴は、かなり深かった。覗のぞき込んだ遙はるか底まで、二十メートルもあるだろうか。それはちょうど、こちらの天井と同じくらいだ。

　まさか、階層構造になっているのか？　俺は窓一つない、広い閉へい鎖さ空くう間かんの様子に驚く。

　どうやら同じような階層が、この下にもあるらしい。そこに落ちた人たちは、はたして無事なのだろうか？　俺は穴の底を見下ろしながら、ぞっとした。

　こちらからの天井の光がおぼろげに、落ちた瓦が礫れきの輪りん郭かくを浮かばせる。それ以外はよくわからない。

　いや――暗い中で、やがてちらちらと見えたのは、いくつかの赤い輝きか？

「鎧よろいや、『輝キ刃バ』の光？　よかった……赤あか輝き士しのみんなは無事、生きてます！」

　声を上げたのは金髪の少女だった。

「ええ、ええ、当然です。《結晶マテリア》化していれば『輝き力りよく』の活性化の余波で、鎧が身体能力の強化ブーストも行いますから……これくらいで焰ホムラ小隊長たちがやられるはずないですもの！」

「え？」

　輝刃？　輝力？　《結晶マテリア》化？　また、俺の知らない言葉ばかりだ。

　それに、鎧が強化ブーストだって？　――そういえば金髪の少女の鎧はいつしか、赤い輝きを失って、くすんだ鉄色になっていた。これが素すの状態なのか？

　いや、俺は、そんなのまったく――。

「……なんだ、記憶がっ」

　ない。まるで空っぽだった。

　思い出そうとするものの、黒いノイズばかりが覆おおう。ダメだ、まったく思い出せない！

　自分のことも、ここがどこなのか、なにが起きているのかすらわからなかった。

　人の「死」がすぐ側にある状況、というのは理解できたが。

「う。が、ふっ！」

　傍かたわらで銀髪の青年が、苦しげに咳せき込んだ。

「！　うわ、だ、大丈夫ですか!?」

　そうだ、手当しないと！　俺は彼の体をまさぐった。怪け我がの程度を知りたかったのだ。

　黒い服の脇わき腹ばら部分に、赤い氷が貼り付いていた。なんだ？　えぐれた肉と血が、凍って固められたものらしい。

「いけない、深手を負ってます！　これは……『氷』属性の力？」

　同じように銀髪の青年を心配し、金髪の少女が傷口を見る。

「まさか、白輝士？　自分で出血を止めたということ？　……なんて無茶な、でも」

　彼女はそれ以上の言葉を濁にごした。

　俺も、嫌でも理解する。触れた青年の肌は、どうしようもなく冷たかった。その顔から、とうに生気は失われている。

　彼の命がもう尽きようとしていた。

　傍らに転がっていたのは、青年がずっと握りしめていた大たい剣けんだ。

「この、ぼく、が。こん、な、ところで……終わ、る……なんて。は、ははッ」

　青年は青ざめた唇くちびるで、かすかに笑った。彼自身、すでに最さい期ごを悟っているのだ。

「……。あの、なにか私たちに、言い残すことはありませんか？」

　その彼の頭に顔を寄せて、金髪の少女が静かに訊きいた。

　そうだ。それくらいしか、俺たちにできることはないのだから。

　すると、青年の手が震えながらも持ち上がる。

　なに？　その指先が示すのは、俺？

「ぼ、くの、かわりに……！　君が、守、れっ……『彼女』、を！」

「えっ？　彼女？　俺が？」

　守るって、誰を!?

「絶対に、渡す、なっ。……『彼女』は、最後の……ぜ、う……」

　最後の――なんだって？　最後は掠かすれて聞き取れなかった。

　いや、この青年は、俺のことを知ってる？　『彼女』だけで伝わると思ったのか？

　だから、棄竜に食われた俺を救った――？

　その答えはわからない。わかる前に、彼の手が力を失い、床に落ちた。

　おい!?　思わず俺は青年にすがりつくが、ダメだ。

　名も知らぬ彼は、もう事切れていた。

　金髪の少女が脈を取るも、やがて束ねた金色の髪を左右に振る。

　なんなんだ、これ。

　ここはどこで、いったいなにが起きている？




　――そして俺は、何者なんだ!?
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「この第二階層に残されたのは、これで、私とアナタの二人だけですね……」

　銀髪の青年を看取ってから、おもむろに金髪の少女が言った。

　彼女が確認するのは大穴の空いた周囲と、それから穴の中だった。

　そこに見えていた赤い光は、いつしか遠くに消えていく。残った棄竜と戦いながら、輝士たちが離れていくのだろう。

「ここから落ちて、みんなを追いかけるのも一つの手ですけど……あまり得とく策さくではないですね。その、私はともかく」

　ちらり、と金髪の少女は俺を見る。

「装備の整っていないアナタでは、この高さを無事に降りられないですし。まず、棄竜とも戦えないと思いますので」

「え？　あ、ああ」

　そういえば、俺は丸腰のままだった。武器もなければ鎧もなく、身につけているのは体に貼り付く、粘ねん液えきの乾いたような生き地じ一つだ。

　だから。

「とにかく今は、この方を弔とむらいましょう」

　金髪の少女は立ち上がり、逃げるときに腰につけた刀をがちゃり、と手に取った。

　赤い輝きを宿していたはずのそれは、いつしか装そう飾しよくパーツの刀身のみとなっている。

　いや、これが「鞘さやに収まっている」状態なのか？　そのまま彼女は、青年の遺い体たいに向かって刀をかざした。

　それはおそらく、儀ぎ礼れい的なものなのだろう。しばし目を閉じていた彼女は、再び刀を腰に戻した。

　そして――「どうぞ」と俺を促うながす。へ？

「なにを呆ほうけてるんです？　彼の鎧を外すのは、アナタの役目ですよ？　すぐ取りかかってくださいね」

「？　お、俺が？　なんで」

「反論は禁止です！　だって装備が必要なのは、アナタの方だし。私じゃないです」

　金髪の少女は、当然でしょ、といった顔をする。

　しかも、ちょっと頰ほおを染めた。

「あと……お、乙女の私に、やらせるつもりですか？　この、え、エッチ！」

「い、いやいや、そうじゃなくて！　そんな追いはぎみたいなこと、いいのかよ!?」

「……？　アナタがこの人の遺い志しを継つがずに、いったいどうするつもりなんですか！」

「え？」

　思いもしない反論に、俺は息を呑のまされる。

　いや――俺が、ここでの「常識」さえも、すっかり忘れているせいなのか？

「この方は確かに、不幸にも……ここで命を落としました」

　金髪の少女はふざけていない。真剣な表情で、穴の方を見下ろした。

「けれども、こうして無事に遺体を回収できただけ、まだ救われます。そうですよね？」

「！」

　俺は、彼女の言いたいことを理解する。

　穴の底では、さっきの戦闘の最中に、棄竜に食い殺された者たちが大勢いた。でも、きっとその遺体は回収されない。床と一緒に下まで落ちて、瓦が礫れきに潰されているだろう――。誰が誰だか、判別すらできないままに。

「だからこそ、弔いとして、アナタは受け継がなければいけないんです。それができる人は、とても限られてますから」

「……。わ、わかったよ」

　そうだ。これがきっと、ここでの「弔い」の仕方なんだ。

　そして、確かに俺は青年の遺志を継がなくちゃいけない。

「かわりに、『彼女』を守れ、か……」

　少なくともそう、俺は直接託たくされたのだから。

　でも、『彼女』ってのは誰のことだ？　ここにいる、金髪の少女？　それとも別の？

　やはり俺は、この銀髪の青年と面識があったのだろうか。

　いや、気になるのはその後に続いた言葉だ。




「絶対に、渡す、なっ。……『彼女』は、最後の……」




　最後の、なんだったんだろう？

　だが自分の記憶もない俺に、そんなことがわかるはずもなく――。

「ところで。胸当ての裏側は、私にも見せてくださいね」

　青年の鎧に手をかけたとき、ふいに金髪の少女が催促した。

「？　裏？」

　なに？　言われるままに、俺は外した胸当てを、彼女の前でひっくり返す。

　すると、そこにはなにやら文字が刻まれていた。これは？

「雪ユキ司ジ＝プロペータ。２９９５年１３月生まれで、属性色は白。……やはりこの方は『水』属性に分類される、氷属性の白輝士みたいですね」

「えっ。名前に、属性？」

　もしかしてこれ、『認識書きタグ』の一種か？

　なるほど、遺い体たいが激しく損そん傷しようしていても、胸当てさえ無事なら誰なのかがわかるんだ。

　くそ、そんなことさえ俺は覚えていないなんて。

「アナタの知らない人ですか？」

　金髪の少女が確認してくる。

「いや、俺は……」

「あ、そういえば、私たちの自己紹介もまだでしたね。私は『火』属性の赤輝士、紅那クレナです。紅那＝クルクス。２９９８年生まれの、十六歳ですよ」

　よろしく、とばかりに彼女――紅那は右手を差し出す。

「赤の１１３小隊の所属です。そっちは？」

「……それが、その。覚えてないんだ」

「えっ？」

「棄竜に食われて、死にかけたせいなんだろうか？　まるで記憶がないんだ。さっきから言ってる言葉自体も、わからない。輝士とか、属性とか……そんな言葉さえ」

「え、えええ？　まさか、記き憶おく喪そう失しつですか!?」

「たぶん」

　差し出された手を握り返すこともできず、俺は紅那に頷うなずいた。

　そう、俺はなにもかも忘れている。傍かたわらに転がる大剣の、装飾の施ほどこされた刀身に、俺の顔が映っていた。ぼさぼさの髪に、ぱっとしない顔立ちだ。わかるのは、おそらく紅那と同じくらいの年齢であることくらいか。

　だがそんな自分の顔すらも、今の俺には見覚えのないものだった。

　唯一、覚えていることといえば――。

『さよなら、クロガ』




「……そうだ。クロガ、だ。俺の名前は」

　間違いない。ノイズだらけの記憶の中で告げられた、あの一言だけは忘れられない。

　言った相手が男なのか女なのか、若いのか年老いていたのかまでは、今でも判別がつかないけれど。

「その名で呼ばれたのを、どうにか覚えてる。でも、それ以外はなにも。気が付けば棄竜に食われていて……そこを雪司さんに助けられたんだ」

「そんな……!?」

　紅那がさすがに絶句する。

　だろうな。俺だって、自分に起きたことが未だに信じられない。信じたくない。

　けれども、これが現実なんだ。

　何度頭を振ったところで、記憶は黒いノイズに掻かき消されていた。




　――それでも、いつまでも呆けてはいられない。

「んっ、と」

　俺は黒地に金のラインが入った服の上から、最後に胸当ての金具を止めた。

　もちろん服も鎧も、腰の後ろにつけたポーチさえも、亡くなった雪司さんから受け継いだものだ。

　肌着姿となった彼には、かわりに俺の着ていたぼろ布をそっとかけていた。

　ここまでする気はなかったんだけど、鎧の金具が服に直接ついていたのだから、他にどうしようもない。俺としてはただただ、雪司さんに頭を下げるばかりだ。

「もう終わりました？　クロガ」

　そこに、少し離れて背を向けていた紅那が声をかけてきた。

　着替えが終わるまでは、と気を遣ってくれたのだ。それでいて手には、武ぶ輝きとかいうあの刀が握られていた。

　たぶん、棄竜を警戒してのことだろう。どうやらここでは、あの機械生物といつ鉢はち合あわせしてもおかしくないらしい。

　だからこそ――俺は嫌でも、こうして装備を調ととのえる必要があったんだ。

「ああ。ちょっと鎧は、サイズが合わないみたいだけれど」

　やたらとごつい籠こ手てパーツが、俺には少し大きいようだ。ちょっと重くて邪魔くさい。

「贅ぜい沢たくは禁止ですよ！　そもそも、仕方がありません」

　振り返った紅那は、やれやれと肩をすくめた。

「ここの卒業生である指導輝士はみんな、軽けい鎧よろいをオーダーメイドしてますから。でも、もともと私たち学生輝士の鎧は国からの支給品で、サイズに体を合わせるのが流りゆう儀ぎですよ。慣れるのが当然です！」

「……指導輝士？　学生？　えっ」

「あ、そうだ。そんなことも覚えてないんですね、クロガは。ええと」

　そうですね、と紅那が少し思案する。

「どこから説明しましょうか？　やはり、まずはこの『十三階層学園』から？」

「？　十三階層？」

　そんなに!?　――いや、そもそも学園だって？　俺はその響きにびっくりする。

　あ、そうか。「学生」輝士に、「指導」輝士って――。

「ここは地下に埋もれた、輝士育成のための学校施し設せつなんです」

　ぐるりと周囲を見回して、紅那が告げた。

「地下の、学校……！」

　俺も思わず、広がる空間を見渡した。

　なるほど、確かにどこまで目を凝こらしても、ここに窓の類たぐいがないわけだ。

　しかし――まるで迷宮ダンジヨンといった有様のここが、学校だって？

「ここでは実戦を通して、輝士としての修練を積んでいきます。そう、徘はい徊かいする棄竜と戦い、生き抜くことで」

　その説明を紅那がした。

「そのために、世界中の輝士学校は『棄竜の巣』につくられるんです。ここもそう」

「え？」

「ただ、十三もの階層を持つ大規模なものはここだけですよ。特別なんです。なにしろ『聖国レグヌム』がつくった最初の棄竜、『始まりの女王』のいる巣を使った、世界で最も名誉ある学校ですから」

「え。ちょ、ちょっと待って！」

　情報が多すぎて、俺はいきなり困惑した。

　聖国に、始まりの女王だって？

　――ダメだ、まったくついていけない。

「この学園って、その聖なんとかにあるのか？　で、つくった？　棄竜の……女王を!?」

「聖国レグヌム。世界で初めて輝力に目覚めた、『王族』たちの国家ですよ」

「輝力に目覚めた？　王？」

　また新しい情報だ。頭がくらくらし始める。

　が、いっそう怪け訝げんな顔をするのは紅那だった。

「アナタって、本当になにもかも忘れて……？　輝力のことさえも？」

「へ？　あ、ああ。俺にはさっぱり、なんのことだか」

「……呆れた。輝力は、今の『醒せい歴れき』の世をつくった源ですよ？」

「い、いや。だから、その醒歴とやらも、俺にはわからないわけで……」

「まさか、歴史の授業からしなければならないなんて」

　はあ、と紅那が溜ため息いきを吐つく。

　ごめんなさい――。俺はもう、小さくなるばかりだ。

「こうなったら徹底的に、懇こん切せつ丁てい寧ねいに、私が教えてあげますよ！　感謝してくださいね」

「う、うん。ありがたいと思ってます。ほんとに」

「でも、逐ちく一いち聞き返すのは禁止です！　話が進まなくなりますから」

　いい？　と紅那が念を押した。

　俺はああ、と頷くしかない。訊きたいことは山ほどあるが、確かにいちいち口を挟はさんでいたら、きっとキリがないだろうし。――だが。

「では、醒歴に至る前のところから始めますね。かつて……今から何百年も昔のこと。人類は科学とやらの力を使い、繁栄の限りを尽くしていました。けれども科学は引き替えに、大地や海や空を汚すものでした。いつしか、人がどこにも住めなくなるほどに」

「……えっ」

「だけどあるとき、突然変異的に、輝力を手にした者が現れたんです。輝力は、自然を貪むさぼる科学とは違う、人が『自然から助力を乞こう』力……。最初は選ばれた者にしか使えないものでしたけど、長い年月をかけて、輝力は人に広がりました。『火』『風』『土』『水』『雷』の、大きく五つに体系化された『輝き法ほう』となり、科学に取って代わったんです。つまり人は科学を捨てて、ようやく復ふつ興こうの時代を迎えたわけですね！」

　科学を――捨てた？　復興？

　噓うそ、だろ。俺はさすがに聞き返したくなる。だって、記憶はなくとも、俺がなんとなく認識していたものとまるで違っていたからだ。

「ですから、人は『棄き塊かい』を使わなくなったんです。世界のいくつかの場所に、まとめて埋めてしまいました。それこそ、誰もが使い方を忘れるほどに」

「！　棄塊……忘れる？」

「一方で、科学の残した爪つめ痕あとは根深いものでした。資源は枯こ渇かつし、食料にできる生物も数が減るばかり。……そこで強い輝力を宿し、長く輝法を研けん鑽さんしてきた『始し祖その血族』……すなわち最初に輝力に目覚めた王族は、考えたようです。食料や資源となり得る、輝法による『人工生物』をつくることを。それが……」

「……棄竜？」

　すべてを言われるより先に、俺はその名を口にしていた。「ええ」と紅那が静かに頷く。

　でも、食料？　資源？

　あの機械生物って、食べられるとこあるのかよ？

　いいや、そんなことより――輝法によって、命を与えられた機械、だって!?

　俺は、そんなの――。

「この地で棄竜をつくりあげた王族は、世界中に女王ウロボロス級棄竜を供給し、やがては一つの国家をもつくりました。誰からも敬愛され、侵略されることのない、聖国。それがこの、レグヌムなんです」

　戸と惑まどう俺とは違い、よどみなく紅那は語り続ける。

　彼女にとっては、それが当たり前のものなのだから。

「でも、質のいい肉や資材を得るために改良を続けた結果、必然的に棄竜の性能も上がりました。それこそ、常人では太た刀ち打うちできないレベルにまで……。輝力同様、五つの属性まで付加したことが、決定的と言われてます。だから……そんな棄竜を狩るために、輝士も誕生したんです」

　紅那が手にした刀を掲かかげて見せた。

「棄竜から採れる、輝力を通しやすい『輝き金きん属ぞく』でつくった武輝を手に、輝士は己を高めて戦います。……アナタも先ほど、見たように」

「え。あ」

　輝刃とかいう、光の刃のことだろうか。それとこの鎧か。俺はどうにか理解する。

　ただ、彼女はそのままちらりと、横たわる雪司さんの遺体を見た。

「そうですね。これは……実際にやって見せた方が早いかも？　ちょうど、この方の処理も必要ですし」

「？」

　処理？　そう告げた紅那は刀を携え、真っ直ぐ遺体のもとへと近づいた。

　そして。

「ふ―――――――――――」

　長く、長く息を吐く。

　それは精神を深く集中させるためのものか。やがて彼女は、自らの武輝に呼びかけた。

「封ふう殻かく解放……輝刃、《結晶マテリア》！」

　瞬間――紅那の双そう眸ぼうが、赤く染まる。

　いや、赤い光に煌きらめいたのだ。

「なっ!?」

　横で見ていた俺は、その変化を目の当たりにする。

　それは、人の意志をのせた「眼光」か。鋭い力の輝きだ。

　ああ、だから「輝力」と呼ばれるのだろう――。

　が、その輝きはすぐに消える。

　かわりに、ばがん！　と強烈な音が響いた。

　う、わ!?　突然弾け飛んだのは、武輝の刀身だった。

　装飾パーツが飛び散って、新たな輪郭を形成し、赤い光の刃を作り上げる。

　いや、彼女の力の煌めきが、刀へと移ったのか？

「……これが輝刃。鞘である『封殻』にため込んだ純粋な輝力を爆発させ、実体化する刃をつくるんです」

　紅那が鮮やかに輝く、赤い刀を真っ直ぐ構えた。

　同時に、鎧も赤い光に染まっていた。刀と呼応するように。

　封殻？　鞘？

　ああ、確かに刀身と融合した装飾パーツは、どれもごつくて刃がついてない。

　逆に赤い光の部分は、ぞっとするほど薄く鋭く輝いていた。

「この色は、輝士の輝力の属性を映す鏡となってます。私は火属性だから、赤。……といっても同じ属性であれどみんな、微妙に色合いは違うんですけどね」

　さらに、彼女はそう続けた。

　あ、なるほど。俺はふと、側に転がしたままの、雪司さんの大剣に目を落とす。

　確かこの剣は白く輝いていたはずだ。あれが、あの人の氷属性を示すものか。

「そして……ここに、さらに意志をのせ、属性の力を引き出します」

「？　意志？」

「少し、静かにしてください。集中します！」

　すー、はー。紅那が軽く深呼吸する。

　俺は邪魔をしないよう、隣でおとなしく見守るばかりだ。

「そう、《結晶マテリア》化のやり方と変わりません。言葉によって意志を込め、己の武輝に反映するだけ。……いきますっ、燃えさかりなさい！　《火炎の輪フランマ・アーヌルス》!!」

　彼女はなんと、赤い刃で空中に、くるりと大きな輪を描いた。

　そこにいきなり、燃えさかる炎が出現する。

　なに!?　――武輝が、炎を生み出したのか？

　いや、それを俺は以前も見ている。そうだ、俺に落ちてきた棄竜の残ざん骸がいを消し飛ばしたのも、武輝による一撃だった。

　こんなの、まるで「魔法」じゃないか！

「す、すごい……！」

「やりました！　できました！」

「え。なに？」

「！　な、なんでもありません！　詮せん索さくは禁止です！　気にしなくてもいいですから！」

　なぜか紅那が突き放す。確かに、他に気にかけるべきことはあった。

　直径二メートルほどの巨大な炎の塊は――そのままゆっくりと落ちた。

　真下に横たわっている、雪司さんの遺体へと。

　え、ええええええ？

　炎は雪司さんに触れたとたん、ぼっ、と勢いを増して激しく燃えた。

　慌てて近づこうとしたこっちが、足を止めさせられるほどだ。

「って、紅那！　な、なにしてるんだよ！　雪司さんを焼くだなんて！」

「はい？　なにを言ってるんですか、クロガ。遺体の処理をしておかないと、伝染病が発生することもあるんですよ？」

　焦あせる俺に、紅那がきょとんとした顔で告げる。

「あ、そうでした。覚えていないようですけど……ここは卒業までの一年間、外には出られない閉鎖空間ですから。棄竜以外のリスクを避けるためにも、こうした処理が必須なんです」

「え……」

「もっとも、すべての遺体の処理ができるわけではないですけども」

　彼女は視線を、傍らに空いた大穴へと向けた。

　そうだ。その下には多くの輝士の遺体がある。むしろこうして焼くことができた雪司さんは、幸運なのか？

　――わからない。俺には、判断がつかない。

　いいや、すべてが違和感だらけだ。一番おかしいのは、科学が滅び、かわりに輝法とやらで世界が成り立っているということ。

　なぜだ？　じゃあどうして、俺は「冷蔵庫」や「水晶クオーツ時計」なんて知識を持ってる？　他は、すべて忘れてしまっているというのに――！

「……俺は……」

　いったいなんなんだ？　その言葉はしかし、紅那に向けることができなかった。

　彼女はきっと、答えを知らない。当たり前だ。

　それに――そのとき、「咆ほう吼こう」が遠くから聞こえてきた。

「!!」

　俺も紅那も、びくっと体を震わせる。

　それはたぶん、棄竜によるものだろう。大穴の空いた、下の階層からではない。

　まだ遠いが、たぶんこの、俺たちのいる同じ階層からのものだ。

「封殻の爆はぜる音が聞こえたのかも。これ以上、ここでぐずぐずしてはいられませんね」

　紅那が刀と鎧から、赤い光を消失させた。ばらけていた封殻とやらを鞘の形に合体させる。すぐにそれを自分の腰に提げ、それからひょいと屈み込んだ。

　両手で重そうに持ち上げたのは、雪司さんの大剣だ。

　それを「はい」と、俺に差し出す。

「持って行きなさい、クロガ。もちろん拒否は禁止です！　『輝士は武輝とともにあり』……それは学園で、最初に学ぶ言葉となります。アナタは忘れているようですけど」

「あ、ああ」

「今度はもう、忘れないようにしてくださいね」

「……わかったよ」

　ああ、そうだ。ここでは身を守るために、絶対に武輝が必要なんだ。俺は素直に大剣を受け取った。

　が――うわ、お、重い!?

　これが、武輝？　ずしりとした重量感に、俺は戸惑いを隠せない。

　紅那が両手を使うはずだ。ゴムの床に、がつんと切っ先を落としてしまう。

　もちろんそれは、他人の武輝ということもあるだろう。それでも、なんだ？　まるで俺の手に馴な染じまなかった。初めて触ったかのようだ。

　俺ははたして、本当に輝士だったのか？

　いや。この学園とやらにいるのだから、間違いなくそうなんだろうけど――。

　それに。




『さよなら、クロガ』




　あのノイズだらけの記憶の中、俺は確かに、誰かと戦っていた。

　ならやはり、俺も輝士だったんだろう。

　そのとき使っていた武輝の形すら、今は思い出せないけれど。

「じゃあ。行きましょう、クロガ！」

「……ああ」

　俺は紅那とともに歩き出す。大剣は、背中についていた金具で固定した。一メートル半もの刀身だが、どうにか擦こすらずに歩けそうだ。

　ありがたく使わせてもらいます、雪司さん。

　最後に一度振り返り、俺は心の中で感謝を呟つぶやく。

　炎に包まれていた雪司さんの遺体は、もうすっかり焼き尽くされ、炭化していた。

　消えていく火から、細い煙がゆらゆらと高い天井へと昇る。

　それはまるで去りゆく者を見送っているかのように、俺には思えた。

　そうだ。俺は雪司さんのぶんまで――生き延びなければならないんだ。
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「クロガ。状況は、切迫してるんです」

　二十メートルもの高い壁に仕切られた中を歩きながら、紅那クレナがしゃべる。

　その手に握られているのは、腰の後ろにつけたポーチから出した、一枚の紙切れだ。

　どうやらそれは、この学園内の地図らしい。俺も雪司さんから受け継いだポーチをあさると、同じものが出てきた。

　何枚か重なっていたが、見るのはもちろん彼女と同じ「０２」と書かれた地図だった。

　そして同様に「０２」と刻まれた、壁のあちこちにある「数字」を見る。

　――『０２―Ｎ１０２Ｅ０５８』などとあるのは、たぶん現在位置を表すものだろう。ＮとＥって、北Northと東Eastの記号だよな？

「ここは十三階層学園の第二階層、北東側。……棄竜の群れと遭そう遇ぐうして、ここまで追い込まれたんですけど」

「それって、さっきの？」

　俺が助けられた、棄竜との戦闘のことか。「そうです」と紅那が頷うなずいた。

「そして結果的に、私たち二人だけが、他の輝士から孤立した形です。本来はこういうことが起きないよう、最低でも一個小隊を編成するのに」

「一個小隊？」

「あ。ここでは一人の指導輝士が、五人ほどの学生輝士を率いて小隊をつくるんです」

　紅那は俺の黒服と、自分の白服を指し示す。

「それも、同属性で。同じ属性どうしが集まることで、輝力を束ねて、より強い輝法も使えますから」

「え、そうなの？」

「はい。そうでもしないと、人は棄竜には勝てませんもの。輝士は基本、単独行動は禁じられてます。だって、まず棄竜と一対一だなんて、そんな」

「あ……」

　確かに、そうか。俺はさっきの戦闘を思い出す。

　たくさんの輝士がいたにもかかわらず、多くが犠牲になっていた。それだけ棄竜は、一体一体が強大なんだ。

　だから――もしたった二人しかいない俺たちが、棄竜と出くわしたりしたら？

　負ける。必ず殺されてしまうだろう。俺はつい、背中の大剣の重みを反はん芻すうした。

　それにたぶん、俺ときたら――。

「本来は比較的、安全に狩れましたのに」

　しかし、ふいに紅那が言った。え？

「安全、って？」

「……。こういった状況は、突然だったんです。属性すら異なる棄竜たちが、あんなふうに群れるだなんて」

「？」

「本来、棄竜は単体でしか活動しません。それも、互いに縄張りを持ってますから……そこに踏み入らないようにすれば、戦闘を回避することは難しくなかったんです」

「あっ」

　もしかして。俺は手にしていた、「０２」の地図に目を戻した。

　そこにはいくつか、色の塗られている箇所がある。

　そして、よく見ればその脇になにやら文字が？

「毒霧ナーガラージヤ級に、一眼ドラコス級……？」

「それはもう役に立たないですよ、クロガ。棄竜の『暴走』が始まってから、彼らに縄張りの概念はなくなりました。それどころか階層さえも無関係に、這い上がってくる始末。……本来、震竜アナンタ級などは第二階層にいるはずのない個体なのに」

　あ、これが縄張りを示すものか。俺は紅那の説明に納得する。

　そうだ。本来こうして、無理せず棄竜と戦えるようになっているのが、この「学校」のはずなんだ。

　確かに、ある程度の危険はあるだろう。けれどそれは、「本番」のための「練習」に過ぎない。ここはあくまで学生輝士を、正式な輝士に鍛きたえるための訓練施設なんだから。

　だけど、それが狂ってしまった？

　――暴走だって？

「棄竜たちが突然その秩ちつ序じよを乱したのは、今からほんの三日前」

　おもむろに歩みを止めて、紅那が深い溜息を吐いた。

　その目が改めて見回すのは、このどこまでも続く、複雑な通路の果てだ。

「あまりにも唐突で……多くの輝士が散り散りになり、棄竜の犠牲になりました。私たちはただ、自分が生き残るだけで精一杯で」

「紅那……」

「それでもどうにか立て直して、はぐれた者たち同士で集まり、ここまで来たんです。上を目指して」

「？　上？」

「ええ。『校庭グラウンド』のある第一階層から、学園の外に出るために」

　とん！　と彼女は広げた地図に、指を置いた。

　そこは、なんだ？　第二階層の端っこに、「△」の記号があった。

　これ、もしかして。

「そう、目指すのは地上です、クロガ。大穴のせいで遠回りしますけど、仕方ないです。一番近い第一階層へのハシゴはここなので」

「ハシゴ？　上に、出られるの？」

「もちろん！　普通なら私たちは、入学して一年間は、大怪我でもしない限り外に出ることは許されません。……というのも、卒業と同時にしか、輝士の資格は取れませんから。でも、今は悠長に、卒業を待ってるような状況ではありません。まだ私たち２４８期生がここに来てから、ほんの二ヶ月しか経ってないけれど」

「！　学園の外へ、脱出するってことか！」

「はい。もともと私たち赤輝士の集団も、そのために行動してたんです。残念ながら……多くが、第三階層に落ちましたけども」

　紅那の指が、すっと地図の上を横断した。

　止まったのは別のポイント。今度は「▼」のマーク？

「……。私たちも第三階層まで降りて、まずはみんなと合流するという手もあります」

「あ。そこから下へ降りられるってこと？」

「ええ。距離は、上へ向かうのとあまり変わらないと思いますし。ただ、みんなと合流できるかどうかはわかりません。また、それ以上に他の棄竜と出くわす可能性もありますから」

「あ、そうか。さっきの棄竜も、一緒に落ちて行ったから」

「はい。正直なところ、リスクが高いです。だとしたら、私たちは……」

　そこまで言って、ふいに紅那の言葉が途切れた。

　ん？　なに？　俺は地図から視線を上げ、側にある彼女の横顔を見つめた。

　金髪の少女は――わずかに唇くちびるを嚙かんでいた。

　まるでなにかをためらうように。いや、それは――。

「たとえ他の輝士たちを見捨てるような形になっても、私たちは輝士として、最も生還率の高い案をとるべきです！　そう、選択肢は最初から決まってます！」

「紅那？」

「大丈夫。他の者たちはきっと、後から追いついてくるはず。少なくとも、私はそう信じます……輝士として！」

　迷いを吹っ切り、彼女は俺に笑みを向けた。

　強い、な。ぽつりと俺は、紅那のことをそう思う。

　そうだ。記憶のない俺は、つい自分のことだけで精一杯になってたけれど、彼女はそんな俺を突き放さない。足手まといでしかないのに、こうして一緒にいてくれる。説明だって、丁寧にしてくれた。

　ちょっと偉そうなところがあるけれど、一本芯が通っているんだ。

　たぶんそれが、「輝士」ってことなのかもしれない。

　俺はなんとなく、紅那を通して棄竜と戦う者たちのことを理解した。

　――それは今のところ、紅那しか側にいないからかもしれないけれど。

「ええと、こっちで間違いありません！」

　紅那は地図と、近くの壁の番号を照らし合わせ、びしっと俺たちの進路を決めた。

「行きましょう、クロガ。ほら、ぐずぐずするの禁止です！」

「ああ、了解」

「問題は地上に辿り着くまでに、棄竜と遭遇するかどうかです……。先ほどの崩落に巻き込まれたのが、近くにいたほとんどだとは思うんですけど」

　歩き出しながら、紅那は周囲を警戒する。入り組んだ通路の奥から、棄竜が飛び出してくるかもしれないからだ。

　それでも彼女は不安げな表情をすぐ消した。

　たぶん、俺のことを気にしたんだ。

「こればかりは、なるようにしかならないですね」

　またもや紅那は白い歯を見せた。

「できれば棄竜とは出くわさないよう、祈っててください。クロガ」

「うん。わかった」

　きっと空元気なんだろう、と俺は思う。けれどもそんな精一杯の気遣いを、拒こばむ理由は俺にはない。

　俺は前を歩く紅那の背中に、お互い無事でありますように、と静かに願った。

　まだ俺は、記憶の一つも取り戻していないのだから――。
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　そう――やはり俺は自分の名前以外のことは、さっぱり思い出せないらしい。

「学校、か……」

　紅那クレナと一緒に、地図を頼りに第二階層を歩き続ける。代わり映えのしない、迷宮ダンジヨンのように入り組む巨大な通路が、どこまでも伸びるばかりだ。

　その風景のどこにも俺は、見覚えがなかった。

　いや、でも俺が間違いなく輝き士しならば、ここでみんなと過ごしていたはずなんだけど。

　そうだ。俺が、自分のことを覚えていなくとも――。

「……きっと、俺を知ってる相手が、ここにはいるんだよな」

「？　なに、クロガ？」

「あ、いや。俺の友人とか、同級生とかと出くわせば、わかることもあるかなって」

「それは、そうですね。輝士は必ず、同属性で小隊を組んでますし」

　前を行く紅那が、振り返って俺を見る。後ろ歩きの形になりながら、彼女は「んんん？」と腕組みをした。

「ただ、アナタは火属性ではないと思いますよ？　赤輝士の合同授業のとき、私は見かけたことがないですもの」

「え。そうなの？」

「間違いないです」

　今更、とばかりに金きん髪ぱつの少女は苦笑する。

　そうか。俺に見覚えがあれば、紅那だってとっくに「知ってます」って言うよな？

「でも赤輝士だけでも四百人はいて……合同授業は小隊を十単位、つまり一中隊単位での入れ替え制で行いますから。見逃している、という可能性もゼロではないですけどね」

「！　四百人？　そ、そんなに!?」

「だって十三階層学園には、五属性の学生輝士がいますから、総数はその五倍の二千人ですよ？　さらに指導輝士も含めれば、毎年二千数百人が地下に潜ってるんです」

「二千、数百……！　ひええ」

「ただ今はその数も、どれだけ減ったことか」

　ぽつりと紅那が付け足した。――あ。俺もその意味を嚙かみ締しめる。

　棄き竜りゆうの暴走により、散り散りになった二千数百名。彼ら彼女らは当然、俺や紅那のように地上へと向かっているはずだ。異常事態に陥った学園の外に出るためには、それしか方法がないのだから。

　ところが――それだけの数が押し寄せてくる気配など、第二階層をうろついても見つけられない。さっきの戦闘でさえ、せいぜい五、六十名といったところだろう。

　輝士の多くはまだ、第二階層より下にいるのか？

　あるいは、もうとっくに犠牲となってしまったのか。

　その中に、俺が属していた小隊の仲間もいるかもしれない――。

「……。俺が棄竜に食われてたんだ。だったら、俺の小隊だって」

「クロガ……」

「わ、わかってる。無事に、学園の外で再会できるのを信じないとな」

　俺は気を取り直して、通路の前方に向き直った。

　そうだ、振り向いたり立ち止まったりしている状況じゃない。俺たちは進み続けるしかないんだから。

　後ろ歩きをしていた紅那も、やがて元通り前を向いた。

　ただ、ふいに彼女はもう一度振り返る。

「そうそう、クロガのことについては、地上に出れればわかるかもしれないですね」

「えっ？　……ど、どうして？」

「だって、地上にはこの学園を管理する、『王城』がありますし」

　真上を指さし、紅那が示す。

　王、城？　それって、この国の城のこと？　いや、俺には意味がわからない。

　だって。

「なんで学校を、お城が運営してるんだよ!?」

「だって、ここはもともと王族が、最初に棄竜を生み出した地ですから」

　当然ですよ？　と紅那はむしろ、不思議そうに俺を見る。

「いえ、棄竜の巣をつくり、栄えたからこそ王族はここに城を構え……やがて周囲に町ができ、国家となり、最後に巣が学園へと転用されたんです」

「あ……」

「だからこそ王城では、今も王族のもとで、多くの輝き法ほう使いたちが召し抱えられてます。生み出される棄竜の解析や、その対処法などを研究するために」

「き、輝法使い？　研究？」

「はい。輝士のように戦いに特化するのではなく、輝法を奉仕的に使う者たちをそう呼ぶんです。……城に仕える輝法使いは、この学園へと輝力を注ぎ、維持管理をも行ってます。たとえば水属性の者ならば、この地下まで常に浄水を送る、というふうに」

　ほら、と紅那が言うように――あ、なるほど。今気付いたが、壁の端のあちこちに、頑丈そうなパイプが無数に這はっていた。

　これが、ライフラインってことか？　それに壁かべ際ぎわには排水溝もあるようだ。

　さらによく見れば、時折柱のようにでっぱった、箱形の設備がある。

「あ。これって、もしかして」

「！　トイレのことすらも、忘れて？」

「ごめん……。でも、そうか。こうやって、ここでの生活が回ってるんだ」

「一応忠告しておきますけど、トイレを使用するときは棄竜の気配に注意してくださいね！　用を足しているときが、一番無防備なんですから」

「う、うん」

「あと、汚した場合はきちんと掃そう除じすること。同じく、壊した場合の処置も。地下に降りた私たちで、できる範囲のことは行う取り決めになってるんです。でも、さすがに先ほどの床の大穴は……土属性の輝士が集まっても、修復には手間取ると思いますけど」

「……床を、修理？」

　そんなことまでやれるのか？　土属性なら？　俺はむしろそっちに驚く。

　いや。この世界はそうやって、魔法みたいな輝法の力で、うまく成り立っているんだ。

「でも、それ以外のことは王城側が、すべて取り仕切ります。事前の入学試験や、私たちの鎧よろいや武ぶ輝きの手配のように」

「ああ、なるほど」

「ですから当然、名簿も王城側で管理してるんです。ここに入学した、全員ぶんの」

「！　そ、そうか！　それを見たら、一発で！」

「きっとアナタのことがわかりますよ。クロガ」

　紅那が軽く微笑ほほえんだ。

　そうだ！　そうだよ！　じゃあ俺は、地上にさえ出ることができれば――。

「けど、もっと単純に、属性だけなら判別できる方法がありますけどね」

「え？」

「武輝を使ってみればいいんです、クロガ」

　続けて紅那がそう示した。

　武輝？　――あ。俺は彼女の意図を理解した。

　そうだ。火属性の彼女が、刀に赤い輝きを宿したように、俺も属性に合った色の刃やいばをつくれるはずだ！

「でも、それは……」

「？　なにをためらってるんですか？　試してみれば、すぐにわかりますよ」

　そう、紅那が促うながしたときだった。

「っ!?」

　びくん！　と金髪の少女は反応する。

　はっ、と俺も立ち止まり、身を強こわばらせた。

　なぜなら「音」が聞こえたからだ。

　明らかに、輝士の履はく靴くつの足音ではないもの。ゴムの貼られた床に響く、異音だ。

　しかもそれは耳を澄ませて確認すると、明らかに俺たちの進行方向から届いてくる。

　ああ、くそ！　俺と紅那は嫌でも顔を見合わせた。

　棄竜と出くわしませんように。そんな俺たちの祈りは、どうやら無意味に終わったらしい――。
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　第一階層へのハシゴへと繋がる、唯一の経路の先に――一体の棄竜の気配があった。

　地図上では、他のルートを取るのは無理そうだ。大回りするくらいなら、別のハシゴへ向かう方がまだ楽だろう。

　だから俺たちはとりあえず、入り組んだ壁を盾にして、様子を窺うかがうことにする。うまくやり過ごすことができるかもしれないからだ。

　腰の刀ががちゃがちゃ音を立てないように、手で押さえて紅那クレナが走る。もちろん小走りで、足音を殺してだ。

　俺もその後に続き、音のする方へと近づいた。

　やがて通路の曲がり角で、彼女は止まる。すると、なに？　俺に向かって、指でいくつかの仕草をした。

　は？　それはあまりに複雑で、俺はきょとんとしてしまう。

　いや、きっと意味があるのだろう。

「ええと……なんだって？」

　とりあえず俺は、彼女の側まで近づいた。

　その間いっそう紅那の手が、いろいろ素す早ばやく動いたが、最後は彼女の目を覆おおう。

「？　どうしたんだよ、紅那」

「……。忘れてました。アナタはなにも憶えてなくて……つまり、基本的なハンドサインすらも」

「え」

「一箇所に固まるのはよくないですから、こちらに来ないよう制止のサインを送ったんです！　棄竜に襲おそわれたら、まとめてやられてしまいますから。もう！」

「そ、そうなのか。ごめん」

　悪かった、と俺はすぐさま紅那から離れようとする。

　が、その直後。

「静かにっ！」

　いきなり彼女の腕が俺を摑つかみ、引き寄せた。

　うわ!?　俺と紅那が壁を背に、一つになって密着する。互いの息がかかるほどの距離だ。側で紅那もはっとして、頰ほおを少し赤く染めた。

　だが、そんな場合じゃないことは俺にだって理解できる。

　――空気を震わす重い衝突音が、すぐ近くから聞こえたのだ。

　棄竜がすぐそこにいる！　俺たちに気付いたのか？

　いいや、どうやら違うらしい。続いて届いたのは、なにかのこすれるような音だ。

　それは棄竜の移動音か？　幸い、こっちに向かってくるような様子はないが――。

「にはああっ？　タイム！　マジでちょっとタイム―――！」

　かわりに、少女の叫び声が聞こえた。

　えっ。まさか、他に人がいるのか？

　俺たちは一瞬呼吸を止めた。ってことは、輝士が棄竜と戦ってる!?

　ハンドサインは必要ない。紅那と同時に頷うなずき合うと、俺たちはわずかに壁から頭を出した。

　そして見たのは、少し拓ひらけた空間だった。

　この迷宮のように入り組む通路には、時折ホールのように、壁のない地点がつくられている。大穴が空いた、最初に輝士たちが戦っていた場所と同じか。

　だけど今回のホールは、それほど広いものではない。真っ直ぐに空間が伸びていて、奥は行き止まりとなっていた。

　いや、左右に他の通路が繋がり、そのどれかが第一階層へのハシゴへの道だろう。

　が――そんなことより今は、奥の壁に向かい突進を繰り返す敵の存在に、俺たちは釘付けになった。

　衝突音の正体は、あれか？　硬い壁などお構いなしに、そいつは金属の体を叩きつけていた。

　さらに、壁へと突撃するために距離を取るたび、派手なスキール音が鳴り響く。

　おいおいおい。ゴムの床とこすれるそいつの足は、まさか「車輪」？

　それも、タイヤにしてはやたらとでかいぞ！

　いいや。そいつは棄竜としては、小型なタイプなのだろう。俺を丸まる呑のみした冷蔵庫の棄竜や、水晶クオーツ時計の棄竜とは比較にならないくらいのサイズだ。全長は大人一人ぶん、つまり二メートル弱というところか。

　しかし特徴的なのは、そのほとんどが一輪のタイヤでできている、ということだ。

　あれは、「バイク」？　それも単輪車モノサイクルの棄竜なのか!?

　乗っかるカウルはまるで、巨大な「鮫さめの頭」である。鋭い牙きばを持つ顎あご型がたのフレームが、がちがちと大きく開いて獲え物ものを狙う。

　何度も前後に動きながら、そいつが執しつ拗ように追い詰めていたのは、ぶつかる壁の上の方に張り付いた一人の少女輝士だった。

「だから、超タイムだってー！　にゃわうあぁあああああ」

　黒い髪をした、紅那と同い年くらいの、白服の女の子だ。

　遠目ではっきりは見えないが、壁に突き立つのはたぶん、「槍やり」の形をした武輝か？

　その長い柄にぶら下がっていたものの、光の刃が鋭するどすぎるのだろう。ゆっくりと、ずるずる下がっていくところだった。

　もちろん真下に迫るのは、あのバイク型の棄竜だ。

　うわ。これ、やばいぞ！












「どうしてあんなところに、輝士が!?」

　思わず紅那が声を上げた。が、それは少し大きかったかもしれない。

　後退と突進を続けていたバイク型棄竜の動きが、急に止まった。くるり、とその場で反転する。

　もちろん見つけたのは、わずかに身を隠すのが間に合わなかった俺たちだ。瞬間、咆吼のごとくタイヤが床に唸うなりを刻んだ。

　来る!?　同時に俺たちにまで届いたのは、暴風だった。

「！　高速竜ワイバーン級!?」

　叩きつける風を薙なぎ払うように、紅那が腰から刀を外す。

「いけない、クロガ！　あれは足の速い個体です！　逃げ切れません!!」

「へっ？」

「た、戦うしかないです……！　輝キ刃バ、《結晶マテリア》―――ッ!!」

　ばがん！　彼女の手の中で、武輝の封ふう殻かくが弾はじけ飛んだ。

　赤い刃ができあがり、鎧を赤く輝かせ、紅那は動く。いきなり真横に身を翻した。

「挟撃の形を取ります、クロガ！　つかず離れず、常に適度な距離を保って二人で叩くこと……これが対棄竜戦の基本です！　絶対に、一対一の形にならないよう注意を！」

　そして俺にそう指示を出す。

「クロガはその位置で迎え撃って！　私の方に棄竜が来たら、すぐに死角へ回り込むこと！　逆なら、私が回り込むまでは保たせて！　わかりました!?」

「え、えっ。……でも！」

「反論は禁止です!!」

　紅那は有う無むを言わせない。俺にできたのは、慌あわてて背中の金具から大たい剣けんを外すことくらいだ。

　なによりバイク型棄竜の足が、速かった。百メートルは離れていたのに、ほんの数秒で駆け抜けてくる！

　それも俺へと、真っ直ぐに突っ込んできた！

　轢ひかれる!?　咄とつ嗟さに俺の体が動いた。転がるように横へと飛ぶ。

「う、わぁあっ!?」

　直撃は余裕でかわせた。が、棄竜のつれた暴れる風が俺を襲った。

　俺の体が吹っ飛ばされる――！　いや、鎧と大剣の重みが、どうにかその場に踏みとどまらせた。

　勢いのまま通路の曲がり角にぶつかるのは、通り過ぎた棄竜の方だった。

　重い衝突音が響き渡り、金属片がまき散らされる。

　やった、自じ滅めつした？　違う。そんな簡単なわけがない。

　砕けたのは棄竜を受け止めた、壁の方だ。バイク型棄竜は衝突で抉えぐった壁の穴から、バックで出ようとタイヤの足を逆回転させる。すぐに這い出てくる気なのだ。

　が、それでもわずかな勝機でさえ、紅那が見逃すまいとする。

「なにをしてるんですか、クロガ！」

　そっち！　と彼女は棄竜へと駆け出しながら、俺に仕し草ぐさで意図を伝える。

　あのややこしいハンドサインとやらじゃない。自分とは反対側から突っ込むように、人差し指で示すのみだ。

　ああ、わかってる。攻めなきゃ、勝てない！

　――だけど。

「そんなこと言われたって、お、俺は！」

　ええい！　とにかく俺も体勢を立て直し、大剣を強く握った。

　確か、こうするんだったよな？

「ま、《結晶マテリア》――――――！」

　見よう見まねで俺は叫んだ。

　しかし、両手の中にある大剣は、まったくなんの変化も見せない。

　うわ、やっぱりか!?

「ま……《結晶マテリア》！　《結晶マテリア》、《結晶マテリア》、《結晶マテリア》あ!!　……だ、ダメだあぁあ!?」

　できない！　何度呼びかけたところで、大剣の装そう飾しよくパーツは微び動どうだにしなかった。

　どうやったら弾け飛んで、光の刃になるんだよ、これ！

　いいや、知らない。覚えてないんだ。俺はこの、武輝とやらの使い方を――！

「まさか、アナタっ!?」

　もたつく俺に、紅那も事態を把は握あくする。まずいよな、これ？　俺は沈黙する大剣を手に、彼女に目で訴えた。

　すると紅那がとった行動は、いきなりの「全力疾走」だった。

「！　紅那!?」

　なにを？　彼女が目指すのはもちろん、あの棄竜の方である。

　だがさっきまで維持していた、二人で挟み込む位置取りはまるで無視だ。真っ直ぐに、バイク型棄竜への最短コースを駆け抜ける！

　まさか俺が役に立たないから、一人で迎え撃つ気かよ？　そんなの無む謀ぼうすぎるだろ！

　なぜなら一足早く、棄竜は壁から抜け出していたからだ。しかもバックで抜けた勢いのまま、後ろ向きで紅那へ向かって突進する。

　やばい！　いや、紅那の足は止まらなかった。むしろ正面から斬り付けようと、走りながら赤い刃を振りかぶる。

　そうか。相手の速さも利用して、一気にぶった切るつもりなのか？

　それはきっとバイク型棄竜が、直線的にしか動けないのを見越しての作戦だろう。だからこそ彼女は防御や回避を捨て去って、全力での攻撃に打って出たのだ。

　でも、ちょっと待て。嫌な予感が俺にわいた。

　ヤツは――「バイク」型なんだぞ？

　タイヤの足は、直線的な動きをするだけのものじゃない！

　そう思った瞬間、紅那と接触する寸前に、かくんと棄竜が傾かたむいた。タイヤを抱え込む体が、大きく斜めになったのだ。――まさか!!

「よ、避けろッ！　紅那ああああ!!」

　俺の警告と、ゴムの床の上を棄竜が弾けるように横よこ滑すべりしたのは、同時だった。

　ちくしょう！　そうだ、たとえ一輪であっても、バイクは重心を崩くずして曲がれるんだ！

「あっ……!?」

　紅那が気付いたときには、もう遅かった。赤い刃は空振りする。彼女の全力攻撃は、あっさりとかわされたのだ。

　いいや、それだけでは終わらない。バイク型棄竜はそのまま、紅那の背はい後ごへと回り込む動きを取る。

　それは金髪の輝士少女が、振り向くことすらできないほどの速さだった。もちろん、赤い刃に輝法の力を追加する、意志ある言葉すら紡つむぐ暇もない。

　やられる。紅那が、死ぬ？

　あの、雪ユキ司ジさんみたいに？

　金髪の少女が、無残に轢き殺される光景が、俺の頭を生々しくよぎった。

　ダメだ！　そんなのッ！　俺のせいで、また人が死ぬだなんて――！

「さ、せ、る、かあああああああああああああああああ!!」

　喉のどから声がほとばしった。同時に、俺の体が弾けるように前に飛び出す。

　ぎしり、と全身の筋肉が軋きしみを上げた。どこにこれだけの力があったのだろう？　軽々と重い大剣すら片手で掲げ、俺は走る。

　ああ、武輝が輝刃をつくっていなくとも、関係ない！　俺は全力で疾しつ駆くした。

　それでも紅那までは距離があった。間に合わない！　俺が駆けつけるより早く、棄竜の牙が届くだろう。

　だから次の瞬間、俺は全身をバネにして、掲げた大剣を投げていた。

　それは矢のごとく、信じられない速度で真っ直ぐ飛んだ。今まさに、紅那を襲おうとしていた棄竜に届く！

　予想もしていなかったのだろう。ちょうど真横から鼻先に大剣が当たり、棄竜のタイヤが空回りする。勢いがわずかに削そがれた。

　が、もちろん輝刃を持たない大剣では、ダメージを与えることはできなかった。くそ、金属でできた棄竜は固く、封殻のままでは斬れないんだ！

　それでも、紅那が振り返るだけの猶ゆう予よは稼かせげた。

　いや。今の攻撃で、バイク型棄竜の頭がこっちに向く。

「!?　クロガっ!!」

　赤い刃を閃ひらめかせて、紅那が焦あせる。その一撃は、再び空を切った。

　目の前に迫っていた棄竜が突然、俺の方へと突撃したからだ。

　しまった！　唯一の武輝は今、手元にない。棄竜にぶつかり、紅那を飛び越え、ゴムの床に転がったところだ。

　かわすしかないが、速い!?　風とともにバイク型棄竜が駆け抜けた。あっという間に俺へと迫る。

　――避けきれない！




「大ちゃーんすっ！　頭上がら空きじゃん、この間抜けッ!!」

　だがそのとき、突然そんな声がした。

　同時に、棄竜より吹き荒れる風が、すぱっと割れた。

　な、に？

「アタシのこと忘れてんじゃないっての―――!!」

　暴風を裂いて、いきなり上から落ちてきた者がいた。

　それは、黒くろ髪かみの少女輝士？　あ、奥の壁にしがみついていた、あの彼女だ！

　黒い髪につけたピンクのリボンをはためかせ、少女はなんとまるで空を飛んでくる。その手に握られていたのは、緑色の輝きを放つ、三みつ叉またの槍だった。

　風を操っているのか？　その鎧も緑に輝いている。つまり風属性の、緑輝士か！

　そうか、彼女はその力で飛び上がり、ああして壁の上の方に逃げていたんだ。

　そして今は風に乗り、俺に飛びかかる寸前だった棄竜へと、真上から強襲した。

「喰らえ、アタシの……《三トリプル刃エツジ神ゴツド激ゲキ流リユウ圏ケン究極舞槍・アルテイメツトモード》――――!!」

　意思をのせた言葉とともに、黒髪の少女は加速する。緑の刃が真っ直ぐ棄竜を貫つらぬいた！

　いや、届いてない？　寸前で振り仰いだバイク型棄竜は、大きな口を開いていた。骨組みだけのカウルの奥から覗くのは、体のほとんどを占めるタイヤだ。

　瞬間、暴風が竜巻のように吹き荒れた。

「う、わあっ!?」

　すぐ側にいた俺は、たまらず後ろに転倒する。

　バイク型棄竜はこちらに突進する力を、すべて風に変換して、真上に叩きつけたらしい。竜巻の根元で宙に浮き、すさまじい速度でタイヤを回転させていた。

「う、噓うそおっ？　またアタシ、弾かれる!?　マジでぇっ!!」

　竜巻の中、槍にしがみついたままの少女の声が聞こえてきた。

　また？　ああ、さっきもこうやって飛ばされたのか！

　どうやら同じ風の力を操るためか、相性が悪いらしい。彼女の緑に輝く刃は、寸前で止められていた。いや、むしろ吹き飛ばされないようせめぎ合うので精せい一いつ杯ぱいだ。

　が、それはバイク型棄竜も同様だった。竜巻を維持するだけで手一杯で、そこから動けないらしい。だから。

「ちょっと――！　そこのアンタたちいっ！」

　風の中から、黒髪の少女が俺たちにわめいた。

「サポートしなさいよ、サポート！　一発でいいから叩き込んで、風の勢いを削ぐの！　アタシの輝刃が届くように！　今すぐー!!」

　あ、そうか。バイク型棄竜の足は、完全に止まっていた。

　なら、確かに戦えるチャンスだ！　尻しり餅もちをついていた俺は、必死に立ち上がり、転がる大剣のもとへと駆け出した。

　武輝をうまく扱えなくとも、大剣の強きよう固こな封殻は、そのまま打撃武器として使える。棄竜に叩きつけることくらいはできるか？

　いや、それより早く紅那が動いていた。赤い刃を携たずさえて、束たばねた金色の髪をなびかせ――赤輝士の少女は棄竜目指して走り込む。

　けれども、なに？　その足が徐じよ々じよに鈍った。

　近づけない!?

「まさか……そんな！」

　大剣を拾い上げた俺も、遅れてバイク型棄竜を目指す。

　しかし、ダメだ！　荒れ狂う風が、俺たちを阻はばむ。息をするのでさえ大変だ。こんなの、まるで台風だぞ！　ほんの数メートル先にまで紅那とともに迫ったものの、風の壁がそれ以上の接近を許さなかった。

　できれば、輝刃を持つ紅那が近づければいい。だが彼女は俺より数歩外の位置にいた。体重が、俺より軽いせいだろう。踏ん張りきれないんだ！

　どうする？　どうすればいい？　俺たち二人は、黒髪の少女の助力になれないのか？

　せっかく、うまく三対一になったというのに――！

　いや。その中で唯一、竜巻へと近づく者の姿があった。

　紅那？　白服の上から鎧を着込んだその人影に、俺は一瞬そう思った。どうやって俺より前に出たんだろう？

　――違う。まったく別の、輝士だった。

「！　だ、誰だ!?」

「……風を、叩けばよろしいのですか？」

　ぼそりと呟つぶやいて進んだのは、ずいぶん幼い顔立ちをした、小柄で赤毛の少女だった。年は、十歳くらいってところか？

　いつの間にそこにいたんだ？　近くに隠れていたのか？　いろいろな疑問が浮かぶものの、年齢には似合わない、彼女のクールな無表情に黙らされる。

　いいや、なぜ彼女だけが、この荒れ狂う風の中を歩けるんだ？

　それはどうやら、小柄な少女の足に秘密があった。

　金属？　ブーツになにやら重そうな、ごつごつとした塊がくっついていた。いや、なんだ？　くっついているんじゃなくて――「増えて」いく？

「封殻解放……《結晶マテリア》！」

　さらに彼女は、左腕につけていた短剣を引き抜き、封殻を弾けさせた。

　瞳ひとみが一瞬、黄こ金がね色いろに輝いた。現れたのは、金色に輝く歪いびつな輝刃だ。

　片刃で、峰みね側がわがまるで櫛くし状じようになってる姿は、いわゆる「ソードブレイカー」なのか？

「その色は、土属性の黄輝士!?」

　だが形状よりも、刃と鎧の輝きを見て紅那が叫んだ。

　土属性？　遅れて俺は、あることに気付く。

　黄金色に包まれる、小柄な少女の鎧。その表面がぱきぱきと、なにやら蠢うごめいていた。あっという間に「増殖」し、全身鎧へと変化していく。

　そうか、ブーツに纏まとわり付いていたのも、こうやって鎧が増えたものなんだ！

　金属に働きかけることができる輝士なのか？　なるほど、その力で重量を増やして、彼女は風に吹き飛ばされずに済んでいるんだ。

　さらに、少女は棄竜の前までやってくると――。

「《轟ゴウ・崩ホウ・磊ライ・落ラク》!!」

　振り上げたその短剣に、言葉とともに金属塊を増殖させた。刃に張り付く装飾パーツそのものが、一気にふくれあがったかのようだ。

　一瞬でできあがったのは、もう刃の形をしていなかった。人の頭よりもでかい、無ぶ骨こつな球体だ。

　かなりの重量があるのだろう。重力に引かれるままに、金属球が真っ直ぐ落ちた。

　その勢いを、棄竜の風も止められない。

　竜巻の奥まで金属球は押し込まれ、バイク型棄竜にまで届いた！　そのまま固いゴムの床すらへこませて、衝撃音で足元を震わせる。

　直撃を受けた棄竜の頭は――一撃で大きく抉られ、圧壊していた。

　やった!?　バイク型棄竜が大きくぐらついた。同時に、竜巻の勢いが弱まる。

　――そこを、今まで真上で踏ん張っていた緑輝士の少女は見逃さない。

「にゃりゃああああ―――――――――っ!!」

　槍の先端に輝く、緑の刃がついに棄竜を捉とらえた。

　棄竜のタイヤが引き裂かれ、竜巻の中で派手に舞った。うわ！　千切れた破は片へんが、高い天井まで舞い上がる。が、最後は失速し、まき散らされて落ちてきた。

　黒髪の少女の槍に貫かれ、ついにバイク型棄竜が絶命したのだ。

　風が止み、棄竜の体がその場で崩れる。

「……にはは！　見たか！　このアタシ、颯サツ綺キ＝ラボルの実力をー！　小型棄竜の一体ごとき、けっちょんけっちょんよー！」

　その上に降り立った黒髪の少女が、三つ叉の槍を掲げて調子に乗った。

　いや、そんなに簡単じゃなかったけどな？　あと、どうにか勝てたのは彼女だけの力じゃなくて、もちろん突然現れたもう一人の少女のおかげだ。

「ふう」

　幼げな黄輝士の少女は、ぼろぼろと全身から増殖した鎧を落としながら、気だるそうに赤い髪を掻き上げる。

　颯綺、と名乗った緑輝士とは、まるで対照的だった。

「ありがとう！　赤輝士の、紅那＝クルクスです。おかげで助かりました！」

　そこに刀から赤い輝きを消失させ、紅那が笑顔で駆けつける。

「アナタがいなかったら、どうなっていたことか。まだ若いのに、腕が立つんですね」

「？　年齢と輝法の技量には、あまり関係性はないですが。わたくしではなく、あなた方が劣おとっているだけですよね？」

「えっ……」

　差し出した右手すら無視されて、紅那は絶句した。

　その前で、金色に輝いていた短剣を封殻に戻し、黄輝士の少女は俺たちを見回す。

「非力な赤輝士に、輝力を無駄に消しよう耗もうするばかりの緑輝士。それに、武輝もまともに使えない輝士……確かにこれでは、わたくし一人の方が勝っているようですね」

　な、に？　いきなりの突き放しように、俺も唖あ然ぜんとさせられる。

　いや、言い返せない。紅那が非力かどうかはともかくとして、俺が武輝を使えなかったのは事実だからだ。

　興奮していたせいで忘れていた大剣の重みが、再びずしりと戻ってきた――。

「ちょい、アンタ――！　なにアタシのことまで悪口デイスってんの!?　やんのかこらー！」

　颯綺と名乗った黒髪の少女だけは、元気に緑の刃を宿した槍をぶん回し、激怒する。

　が、その輝刃がふっと消えた。音を立てて封殻が閉じる。三つ叉に輝いていた形状は、一本にまとまった。同時に、鎧の光も失われる。

　すると――かくん、と颯綺が頽くずおれた。棄竜の骸むくろの上に、槍とともにぶっ倒れる。

　おい!?　怪け我がでもしてたのか？　と思ったが――。

「つ、疲れたああ～～！　もー動けない！　やだ！　しばらく一歩も歩きたくなーい!!」

　どうやら単にへばっただけらしい。あ、なるほど。黄輝士の少女が、「輝力を無駄に消耗する」って颯綺のことを言ったのは、こういう意味か。

　それを瞬時に見極めるくらい、幼いはずの小柄な少女は、輝士としての力量を持っている？

　そうだ。俺ははっとする。突然の棄竜戦だったけど、これで輝士が四人になった！

　いや、武輝の使い方を忘れている俺は戦力外だけれど、それでも輝士が三人だ。紅那一人に頼り切りだったときよりも、なんて心強いんだろう。

　――なんて、思っていたのだが。

　短剣を左腕に戻した黄輝士の少女は、いきなり俺たちに背を向けた。そのまま一人、どこかへ立ち去ろうとする。

「！　ま、待って！　どこへ!?」

「……？　なにか問題が？」

　紅那に止められたものの、小柄な少女は歩きながら、わずかに振り返るだけだ。

「アナタも小隊からはぐれて、一人なんですよね？　棄竜の暴走したこの学園内で、単独行動は危険だと思います！　私たちと一緒に行動しませんか？」

　そう誘われても、意に介さない。

　ふむ、と黄輝士の少女は小首を傾げた。

「自分より弱い者とともにいても、生存確率が上がるとは思えないのですが？」

　うわ。ずばり言われて、紅那もそれ以上誘えなくなる。

　俺だって声のかけようがなかった。離れていく彼女の背中を、ただ見送る。

　それでも――紅那は最後に、もう一度だけ呼びかけた。

「アナタ！　……名前は？」

　どう呼び止めていいのか、迷った末の一言か。

　けれどもどうにか、それだけは黄輝士の少女に届いたらしい。

「愛ア理リ砂サ。黄の５０７小隊所属、愛理砂＝エワンゲリウムですが、なにか？」

　ぽつりと彼女は応えると、そのまま通路の向こうに消えていった。












「き、今日のところはこれくらいにしといてやるからなー！　愛理砂とかってのー！」

　まだ大の字に倒れたままの颯綺が、中指だけをおっ立てた。

　はは、は。どれだけ負けず嫌いなんだよ？
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「ぷは――っ！　生き返ったあ～～～～っ！」

　紅那から水の入ったコップを受け取り、一息に呑のみ干して、ようやく颯サツ綺キが起き上がった。

　コップはポーチの側面にくっついていたもので、水は近くの壁際を走るパイプから汲くんできたものだ。俺も自分のポーチからコップを外し、同じく水を汲んでくる。

　そういえば、喉がからからだった。さっきの戦闘のせいなのかな？　たまらず一口ごくりと呑むと――わ！　冷たい！

　ひんやりとした喉ごしが、ゆっくりと胃に落ちて行く。

　ああ、確かに「生きてる」って実感がした。

　そうだ。俺も紅那クレナも、颯綺も、どうにか生き残ったんだ。

　愛ア理リ砂サという黄輝士の少女は、離れていってしまったけれど。――とりあえず俺と紅那は、バイク型棄竜の残ざん骸がい脇に座り込み、へばる颯綺の回復を待つことにした。

　せめて残った三人で、行動をともにするために。

「あんがと！　えーと……」

「私は赤の１１３小隊所属、紅那＝クルクスです。改めて、初めまして」

「あー、アタシは颯綺＝ラボル！　所属は緑の２２１小隊で、この騒動で今はこうして一人になっちゃった。ま、アタシは一人でも平気だけどね！」

　空のコップを返しながら、黒髪の少女が紅那と俺に自己紹介した。

　が、白い歯を見せたと思ったら、今度はむっとした表情になる。

「そーよ！　だいたいさ、なに、あの愛理砂っての？　アイツなんかがこなくたって、アタシ一人でどーにかしてたっつーの！　ねえ？」

「え？」

　俺？　急に話を振られて、困惑する。

　いや、それにさっきの戦闘では、間違いなく愛理砂が駆けつけなければ――やばかったと思うのだけど。

　それは、さすがに颯綺もわかってはいるのだろう。

「そ、そりゃあちょっとは、アイツの輝力の使い方って、無駄がなくてかっちょよかったけどさー」

　愛理砂の実力を認めてか、ちょっとそっぽを向きながらもごにょごにょしゃべる。

　もっとも、それはまたすぐに切り替わった。

「でもさ！　アタシだって無駄に消耗してるわけじゃないっての！　風にのって飛べる緑輝士なんて、けっこうすごいんだから！　アタシみたく、輝力を放出し続けられる超天才美少女輝士くらいにしか、できないんだからね！　そこ、わかる？」

「へ？　いや、そう……なのか？」

「はああ？　決まってるじゃん！　そんなこともわっかんないの!?　信じらんない！」

　今度はぷりぷり怒り出す。

　うわ、なんか、めまぐるしい女の子だな。横では紅那も、気け圧おされている感じだ。

　だから結局、続けて颯綺が俺に問う。

「そういえばアンタって、封殻の解放もできてないんだっけ？　なんで？　……黒服なのに!?　アンタ、なんなのっ？」

「あ。俺は、その……名前はクロガ、だ」

　着ていた黒服に触ふれながら、俺は応えた。

「これは、借り物で。ほんとはたぶん、君や紅那と同じ白服の輝士なんだと思う。でも、その、なにも覚えていないんだ。俺は、自分の名前以外のことは」

「!?　はあ？　えっ、な、なにそれえー！」

「……クロガは、記き憶おく喪そう失しつらしくて。一時、棄竜に呑み込まれていたショックによるものなんです」

　紅那が俺の補足をする。

「だから所属もわからなければ、なに輝士だったのか、属性すらわかってません」

「え、ええ――！　棄竜に？　アンタ、死にかけたの!?」

　しげしげと颯綺が俺を凝ぎよう視しした。

「はあー。そりゃあ、記憶が吹っ飛んでも仕方ないかも。そっか、そーゆー事情なんだ～。ふーん」

「ただ、クロガが武輝まで使えないなんて、私も知らなかったですけど」

「ご、ごめん……」

　俺は思わず頭を下げた。

　座るのに邪魔で、外してあった傍かたわらの大剣に視線を落とす。

　そうだ、もっと早く打ち明けるべきだったんだ。

　なんとなく、わかってはいたんだけど――。

「ほんとに、俺ってなにもかも忘れてるみたいなんだ。武輝なんか、ちっとも使いこなせるイメージがなくて」

　俺は心底反省する。

　だってこの棄竜の暴走する学園では、そんな些さ細さいなミスのせいで、命を落とすかもしれないんだから。でも。

「クロガ。謝るのは禁止ですよ！」

「え、えええ？」

　紅那にじろりと睨にらまれて、俺は驚く。な、なんで？

「紅那？」

「だって、できないものは仕方ないですし？　そこを責めたりはしません」

「？　そ、そうなの？」

　俺はつい、颯綺の方にも目をやった。

「アタシは一発でできたけどねー。ま、みんながみんなアタシみたく天才じゃないし？」

　黒髪の少女も軽く受け流す。

「それに輝士の大半は、入学してすぐ、武輝を使えるようになったわけじゃないしさー。つーか、そういうのを学ぶのが、もともとこの十三階層学園なんだし？　気にしてもしゃーないじゃん！　ねえ？」

「は、はあ」

「ん？　なによー、せっかくこのアタシが励ましてあげてんのに！　元気ないぞ、クロガ！　男の子だろ？　ばしっとしなよ、ばしっと！」

　颯綺ときたら、ぐしゃぐしゃっと俺の頭を掻かき回した。

　けっこう乱暴な手つきだけど、あれ？　もしかしてこれも、気を遣つかってくれてるのだろうか。「にはは」と彼女は笑っていた。

　そして、いきなりすっくと立ち上がる。

「さーて！　んじゃ、十分休息もとれたし～。いつまでもここにいたってしょうがないから、移動しよっか！　一緒でいいんでしょ、アタシたち！」

　輝刃を失い、三メートルほどの棒と化した槍を伴ともない、颯綺が髪から垂たれたリボンをぴんと弾いた。

「って、やっぱり上目指してたのよね？　紅那たちも」

「はい。じゃあ颯綺、アナタも？」

「当ったり前じゃーん！　だって他にどうしようもないもん！　だけど途中でコイツに邪魔されて、ここで足止め喰らってたのよねー」

　ふんだ！　と颯綺は傍らにあった、バイク型棄竜の残骸を蹴飛ばした。

　そいつはもう完全に動かない。ようやく、障害はなくなったんだ。

　だから俺も紅那も、颯綺に続いて腰を上げる。

「みんなで向かいましょう、第一階層へ！」

　紅那が改めて、棄竜のいたホールから繋がる、通路の一つを指し示した。

　もちろんそこが、地上へ向かうハシゴへの最短コースとなるわけだが。

　あれ？　そういえば――。

「？　ところであの愛理砂は、こっちに向かわなかったよな？」

　ふいに俺は、そんなことを思い出した。

　ああ、間違いない。ふらりとここから立ち去った小柄な黄輝士の少女は、まったく別の通路に消えた。

「どこへ行くつもりだったんだろ？　だって第一階層に一番近いハシゴって、こっちにしかないはずなのにさ」

「えっ。それは……確かに」

　紅那も地図で確認しながら、首を傾げた。

「なにか他の目的があったのかもしれないですね。はぐれた仲間を見つける方を優先する、とか？　でも、それにしたって……」

「まーいーじゃん、あんなの！　自分から離れていったんだし、アタシたちが気にかける必要ないっての！」

　知ったこっちゃない、とばかりに颯綺が動く。さっきまでへばっていたのもどこへやら。彼女は真っ先に、ハシゴに続く通路へと向かった。

　そうか、意思の力である輝力は、いわば精神力。体力を消耗するより回復は早いんだ。

　それに颯綺は切り替えが早い。たぶんそういうのも、回復に関係しているのかもしれないな。

　けれども。

「それにけっこう腕は立つみたいだしさ。一人でなんとかできる自信があるんじゃないの？　アイツって！」

　つん、とした颯綺だったが、少しは愛理砂のことが気になるみたいだ。

　それは俺も同じだったが――どうしようもない。だから、床に置いてあった大剣を拾い上げ、紅那とともに颯綺に続いた。

　そうだ、今の俺にできることは、たった一つだけ。

　生き延びて自分の記憶を取り戻すために、学園の外を目指すしかないんだ。
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「ほいっ、と！」

　先頭を行く颯サツ綺キが、歩きながら槍やりの柄えを捻ひねった。

　すると、おおお？　三メートルはあったその長さが、三本に分割される。

　いや、それぞれが細い鎖くさりで繋つながっていて、折りたためる仕様になっているのだ。

「え、武ぶ輝きってそんな仕組みにもなってるのかよ？」

「んー？　アタシの槍型って取り回しが邪魔だからね。一工夫されてるんだ！　にへへ」

　たたんだ槍を鎧よろいの背中に装着して、いいだろー、とばかりに颯綺が笑う。

「俺の大たい剣けん型がたも、長くて大変なんだけど……これもたためたりできないのかな？」

　ほんと、うらやましい。――雪ユキ司ジさんには悪いけれど、引き継いだこの大剣は、封ふう殻かくのままでも長すぎて大変だ。俺の背が低いというわけでもないんだけど、どうしても先端が床に引っかかる。

「それは、無理ですよ。クロガの武輝は、大半が封殻で構成されてますから」

　すると後ろを警戒していた紅那クレナが、俺の背中にぶら下がる大剣を、軽くつついた。

　え、それってどういうこと？

「……つまり、封殻は折りたためないのか？」

「ええ。むしろ輝き力りよくを実体化するまで溜ため込むために、頑がん丈じように一つ一つが組み合わさってますから。それもサイズが大きければ大きいほど、大量の輝力を必要とします。もともとの使い手である白しろ輝き士しの彼は、かなりの輝力の持ち主だったようですね」

「へ、へえ」

「あ。もしかしたらクロガがうまく《結晶マテリア》化できなかったのは、そのせいかも？　封殻を爆はぜるほどの『輝き圧あつ』に至らなくて、それで」

「えっ、そうなのかな？」

「他の武輝で試してみるといいかも。ええと、できれば封殻の小さいものの方が、やりやすいはずですけども」

　ちらり、と紅那の視線が自然と向くのは、前を行く颯綺の方だ。

　ああ、確かに颯綺の槍型武輝は、その先端に小さな封殻がついているだけだ。あれなら俺でも扱えるかな？

　しかし。

「やだ！　アタシの武輝はアタシだけのもんだから！　他人に使われたくないのー！」

　いーだっ、と颯綺が白い歯を剝むいた。あ、あれえ？

「ええっ、貸してくれないの？　颯綺！」

「やだやだ、絶対に嫌ー！　つーか武輝ってのは使い込むことで、自分なりの輝力の経路ができあがるの！　それ乱されると、しっくりこないんだもん。アタシはそーゆーの、超気にする繊せん細さいなタイプなのよね～。えへん！」

「は、はあ」

　輝力の、経路？　ああ、そういうのもあるのか。

　まいったな。俺は大剣を握ったものの、手て応ごたえの一つもなかったことを思い出す。

　経路とやらの流れさえ感じ取れなかった俺に、武輝を扱う資格はないのだろう。もしかしたら、記憶をなくす前から、俺は――？

「じゃあクロガ。私の、刀型武輝を使ってみます？」

　そこに紅那が訊きいてきた。

　いや、ええと。――俺は少し、逡しゆん巡じゆんしてから。

「やめとくよ」

　静かに首を横に振った。

「俺は、雪司さんの武輝を受け継いだんだから。この大剣を、うまく使いこなさなきゃならないんだ」

「クロガ……」

　拒こばんだ俺に、紅那は最初きょとんとした。

　が、やがて彼女はふ、と微笑ほほえむ。

「いいこと言いますね。なるほど、やっぱりアナタも立派に輝士の一人、ですね」

「え？　そ、そうかな」

「武輝は、輝士の誇ほこりそのもの。クロガが自分であがくのも、颯綺が他人に貸さないのも、根は同じですよ？」

　紅那は自分の刀を腰から外して、かざしてみせる。

　ああ、と俺はなんとなく察した。彼女にも武輝に対する思い入れがあるのだろう。

　それがなにかはわからないけど、紅那のことだ。きっと俺なんかより、よほどこだわりがあるはずで。

「……ところでクロガ。そういえば、一つ忠告があります」

「？　はい？」

「武輝を投げたこと。あれは、二度としないで」

　紅那が俺を睨み付けた。

　武輝を、投げた？　あ、バイク型棄竜との戦闘のときの話か。

　でも、あれは。

「いや、自分でも驚いたよ。まさかこんな重い武輝を、あんなに投げられるだなんて」

　俺のどこに、あれほどの膂りよ力りよくがあったんだろう？　いや、あのとき――まるで「スイッチ」が入ったかのように、俺の体が勝手に動いた。

　それはどこか、ノイズに霞かすむ記憶の中で戦っていた自分と重なる。そうだ、俺はやっぱりちゃんとした輝士だったんだ！　訓練を積んでたのを、体が覚えていたんだろうな。

　いや、なにより俺を動かしたのは、そうでもしないと紅那を助けられなかったからか？

　だけど、この金髪の少女ときたら。

「それはダメです、クロガ！　よもや輝士が、武輝を手放すなどという、そんな愚ぐ劣れつな！　私はアナタに教えたはずです、輝士は武輝とともにあり、って！」

「あ……」

「武輝なくして、いったいどうやって自分を守るつもりですか!?」

「えっ、でも。ああするしか、紅那を救う方法がなくてっ」

「……。そんなこと、私も重々わかってます！　でも」

　ぱしん！　いきなり、強烈な音がした。

　なに？　俺はぎょっとする。それは紅那が平手打ちをしたためだ。

　けれどもその手は、彼女自身の頰ほおを強く張っていた。

「紅那？」

「はうっ……ち、ちょっと、強く叩きすぎたかも」

　一瞬涙目になって、慌てて紅那は目元を擦こする。

　が、すぐにごまかし、再び俺を真っ直ぐ睨んだ。

「とにかく！　たとえそれが仲間の窮きゆう地ちでも、武輝を手放すのはダメです、クロガ。でなければ、次に死ぬのはアナタですから!!」

「……！」

「私が犠牲になるときは、それは力不足によるもので……。自分の失態は、自分で拭ぬぐいます！　輝士とは自らの命を、一番とする者なんですよ！」

　――俺はなにも言えなかった。言い返せない。

　だって俺を見み据すえる彼女の目には、少しもぶれがなかったからだ。

「だからって、自分で自分をはたくぅ？　紅那って、超輝士バカじゃん～」

　前を歩く颯綺が、いつしか後ろ歩きで進みながら、けらけら笑った。

「ま、そーよね。それぞれ理由は違ってもさ、こんな学園に来たときから、みんな覚悟はしてるっての！　ここじゃぜーんぶ自己責任ってね！　にははー」

「はい。己を守れない者に、他者を守ることなんてできませんから」

　紅那が深く頷うなずいた。

　それは、確かにそうなのだろう。否定はできない。

　けれども、ちょっとおかしいぞ？　矛む盾じゆんしてる。

　だって――紅那は何度も助けてくれた。俺が戦えないのを知って、一人でバイク型棄竜に向かって行ったのも彼女だ。

　記憶のない、役立たずな俺なんかいつでも見捨てて、逃げることもできたのに――。

　きっと頭ではわかっていても、彼女にはできなかったんだろう。俺はなんとなくそう感じ取る。それが紅那という少女なんだ。

　でもどうして、彼女はそんな自分を無理矢理律りつしようとするのだろう？

　俺にはまったくわからなかったが。

「！　あっ、あれね？　見っけー！」

　前に向き直った颯綺が、ふいに声を上げた。周囲に目を配りながらも駆け出す。

　なに？　俺も紅那も、遅れて通路の前方に目をやり、気付いた。

「……柱？」

「ハシゴですよ！　第一階層への！」

　えっ。あれが、ハシゴ？　颯綺の後を追いながら、俺は予想と違うその形に首を捻る。

　柱、だよな？　どう見ても。

　それは二十メートルの高さがある天井まで、真っ直ぐに建った一本の柱だった。近くまでくると、直径三メートルほどの五角形であることが判別できる。

　あ！　確かに、ハシゴだ！　その五つの側面にそれぞれ、ハシゴ状の凹凸が刻み込まれていた。それらはもちろん、どれもが遙はるか頭上の天井へと伸びている。

　いや、でも。これって、まさか。

「このハシゴって……素す手でで昇っていくのか？　あの高い天井まで!?」

「そんな、まさか。いくらなんでも無茶ですよ」

　青ざめた俺に、紅那が苦笑する。ほら、と彼女が指し示したのは、柱の根元だ。

　すでに颯綺が取り付いたそこに、なんだ？　やけにきらびやかな装飾が施されていた。

「普通に、楽な方法が用意されてるの。大勢が、一度に移動するための代物ですし」

　もしかしてこれ、封殻と同じ「仕組み」か！

「んじゃ、さっそく動かしちゃうよー！　……輝き床しよう、《結晶マテリア》！」

　ぺたりと装そう飾しよく部分に触ふれた颯綺が、瞳ひとみを緑に輝かせた。

　輝力をそこに注がせたのだ。すると、ハシゴの装飾パーツが閃光とともに爆はぜた。

　わ！　颯綺の足元にできあがったのは、輝刃のごとく実体化した、光でできた正方形の「床」だった。

　色はもちろん、颯綺の緑だ。その上で黒髪の少女が、俺たちを手招きする。

「行くよ、二人とも！　ちゃっちゃとこんなところから、脱出しないとね！」

　――もちろん俺も紅那も拒こばまない。続いて光の床を踏みしめた。

　サイズは縦横三メートルくらいだろうか。三人で乗るには十分な広さだけれど、もしかしてこれ、「エレベーター」なのか？

　それにしては手すりがないのが、不安だけれど――。

「わ、わっ！」

　すぐに光の床が上昇を始めた。が、すごい。わずかに体が重くなるのを感じただけで、床は静かに俺たちを運ぶ。

「なんて安定感……！　こんなの、エレベーターの比じゃないぞ？」

「？　なに、クロガ？　えれべー？」

　隣で紅那がきょとんとした。

「あ、いや。それは」

　やはり、彼女は知らないんだ。機械のことを。

　なら、どう説明すべきだろう？　エレベーターのことじゃない。なぜ俺だけが機械の知識を持っているのか、という方だ。

　だがなにか言おうとする前に――俺たち三人は二十メートルもの高さを昇りきり、第一階層へと出るのだった。




「……なっ！」

　地上へあと一歩となる、十三階層学園の第一階層。

　そのはず、だったんだけれど。

　しかしぽっかりと空いた第二階層の天井の穴から、俺は眩まばゆい光に目を奪われた。

　なんだ？　全体が輝く天井とは、まるで違う明るさだ。近くまで来て初めてわかるそれは、あたたかなもの。

「空!?」

　穴を抜けたとたん、頭上に広がったのはなんと、澄すみ渡った青空だった。

　もちろん真上には太陽が輝いていた。えっ、なんで？　外？

　ここはまだ地上じゃなくて、第一階層のはずなのに――！

　いや、確かにここは、まだ十三階層学園の中だった。

　うー！　と颯綺がのびをして、風にリボンをはためかせたが。

「やっぱグラウンドまで出ると、気持ちいーね！　にへへっ」

　グラウンド？　その言葉に、あ、と俺は理解する。

　そうだ。空の見えるここは、それまでの第二階層と違い、仕切りのないだだっ広い空間だった。しかし、相変わらず床はゴムの舗ほ装そうがされ、平らに整備されている。

　そしてぐるりと、一枚に繋つながった円い壁だけが、この場所を取り巻いていた。それがぽっかりと、空を切り取った形になっている。

　俺たちがいるのはその円形空間の、端の方か。近くに壁の影が落ちる。

　それと、俺たちが今昇ってきたのと同じ、五角形の柱の影が伸びていた。

　――ただし、柱は一本きりじゃない。無数の柱が整然と、縦横無尽に並び立つ。まるで空を支えるかのように。

　いや、実際に支えていたんだ。遅れて俺は、見上げた空の風景に、煌きらめくなにかがあるのに気付いた。それは光でできた、「糸」？

　違う。細かく格こう子し状じように編まれた「網あみ」か！

　柱は空を塞ふさぐように、細い光の網をぴんと張り巡らせていたのだ。

　その目的はもちろん――ここから這はい出ようとする者たちを、足止めするため。

「！　あれはっ!?　……クロガ、颯綺、隠れてッ！」

　突然、鋭するどく紅那が言った。彼女は素早く駆け出して、近くの柱に身を寄せた。

　え？　なに？　俺も颯綺もきょとんとする。

　けれども、すぐに紅那の隠れた柱の向こうに、なにかが蠢うごめいているのを見つけた。

　ずっと遠くだ。この空間の中央付近にある、一本の柱のあたり。

　そこに取り付いていたのは、棄き竜りゆう!?

　それも一体や二体じゃない！　形や大きさの異なるモノたちが、わらわらと群がっていた。十体以上はいるだろうか!?

「う、わ!!」

「マジでー!?　あいつら、第一階層まで這い上がってきてたの!?　噓ーっ！」

　俺と颯綺は慌てて紅那のもとに駆け寄った。同じように、柱の陰に身を潜ひそめる。

　五角形の柱はたぶん、さっきここまで昇ってきたのと同じ原理で、輝き法ほうを使って移動する床をつくるものか。

　けれども、ここまで到達した棄竜たちには関係ない。それぞれが競い合うように、歪いびつな手足でよじ登っていた。

　しっ！　と紅那が人差し指を一本立てる。

「あんな数に知覚されたら、どうしようも……！　物音は禁止です！」

　言われなくとも俺も颯綺も、慌てて口をつぐんで様子を窺うかがう。

　どうやらかなり距離があるせいか、幸い棄竜たちには勘かん付づかれなかったようだ。こちらに向かってくる個体はいない。

　むしろ、なんだ？　連中はさっきから、上に登ることだけに熱中していた。

「あいつら……」

　なぜ？　俺は自然と、棄竜たちの真上を見やる。

「っ!?」

　そして息を呑のまされた。

　そこには、よく見れば巨大な構造物が存在していた。たった一本の柱の上に乗っかるには、あまりに不釣り合いなくらいに巨大な、逆三角形のオブジェ。いや、建物だ。

　今まで気が付かなかったのは、その逆さピラミッドのような代物が、鏡のような表面をしていたせいか。そこに青い空と雲が映り込み、完全に溶け込んで見えたのだ。

　あれって、まさか。

「まさか棄竜は、王城を狙ってるんですか？」

　同じく柱の陰から様子を見て、紅那がぽつりとそう漏もらした。

　城？　やっぱり、あそこがそうなのか！

「すごい」

　俺はぽつりと呻うめきを漏らした。美しくも、圧倒的な存在感を放つ建物だった。あれがこの学園を、そして一つの国家を管理しているのだろう。

　当然、中には大勢の人たちがいる。それを棄竜たちが食おうと、惹ひかれている――？

　しかしこの第一階層は、無防備に城への出口を開けているわけじゃなかった。

「！」

　空中に、紫むらさきの電光が走った。

　それが柱を登りきろうとした棄竜を、一撃で弾き落とす。

　空を覆おおったあの光の網が、触れられたとたん強く煌めき、棄竜の体を焼いたのだ。

　あれはこの学園の、最終防衛線といったところか？　おかげで棄竜の一体も、まだ外には出られていないようだ。

　けれども、いったいいつまで保つだろうか？　棄竜は叩き落とされても、諦あきらめずに柱を登る。次から次へと接触されて、薄い網が大きく揺らめいていた。

「やばいよ、あれっ。いくらなんでも防網ネツトが消しよう耗もうしきっちゃう！」

　颯綺が小声であたふたした。

「そんなの大だい惨さん事じじゃん!?　つーかここを破られたら、アタシらが外に脱出できたとしても、意味ないし！」

「……いえ、大丈夫。それを防ぐ手立ても、ちゃんと用意されてるはずです」

　頭上を仰あおぎ、紅那が返す。

「でも、それは……！」

　――直後、突然あたりにすさまじい「音」が響き渡った。

　わっ!?　俺たちは思わず、自分の耳を両手で塞ぐ。

　それはお互いの声が聞こえなくなるほどの、強烈なサイレン音だった。棄竜の動きすら一瞬止める、大音量だ。わんわんと、第一階層を囲む円まるい壁が、さらに音を反響させる。

　そうだ。これは警告音だった。その意味はすぐにわかる。

　柱に隠れていた俺たちは、ふいにすっぽりと影に呑まれた。

「え？　なっ!?」

　俺は二人の少女と目撃する。頭上の空がゆっくりと、外から塞がれていくのを。

　なんだ？　天井が、できあがっていく？

「これって、土属性の力じゃん!?」

　振り仰いで颯綺が言った。土属性？　あ、そうか。あの愛理砂って娘が見せた、鎧を増殖させてたのと同じヤツか！

　だけど愛理砂のときとは、比べものにならないくらいすごいぞ！　あっという間に壁際から増えた強固な天てん蓋がいが、この第一階層の空を覆い尽くした。

　最後に中央の、王城を完全に隠して――。

　いいや。地上を守り抜くために、地下であるこの学園が完全に封ふう鎖さされたのだ。

　俺たちは薄闇に閉ざされる。明かりがわりに照らすのは、天蓋の内側に維持された、あの光の網の輝きくらいだ。

　そしてサイレン音が終息する。

　ああ、終わったんだ。なにもかも。

「！　ちょっ、マジ？　だってこれ……まっ、《結晶マテリア》ー！」

　慌てて颯綺が柱にすがりつく。その手で触れるのはもちろん、上昇する床をつくる装飾パーツだ。

　けれどもそれは、彼女が輝力を注ぎ込んでも、まったく反応しなかった。

「なんで!?　う、動かないよー！」

「王城からの制御に切り替えられた？　だとしたら、ここから操作するなんて……」

　紅那が同じくハシゴに触れて、悔しそうな表情をした。

　いや――直後、ハシゴに光が走る。

　わ！　と紅那も颯綺も反射的に飛び退のいた。

　その輝きは緑色をしていた。風属性の、颯綺に反応したものか？

　違う。黒髪の少女自身が手を離したのに、光は変わらず輝いている。

　それに、この柱だけじゃない。

「！　あ、あああ！　すべての、昇降柱ピラーのハシゴが……！」

　紅那が呻いたとおりだった。この第一階層にある、どの柱も同じように光を放つ。薄闇に包まれていた空間が、緑色に染め上げられた。

　同時に、空気を震わせて「声」が届く。

『告！　十三階層学園内に生存する、全生徒に通つう達たつする！』

　それは輝力の光に満たされた柱から発せられたものか。輝くハシゴ自体が振動し、声をつくりあげていた。

　人工音声？　いや、たぶん誰かの肉声を、スピーカーのように伝えているんだろう。

　たぶん声の主は、大人の男だ。王城の中にいる、この空を塞いだ者の誰かか？　王族とやらの一人、なのか？

　しかもその声は第一階層だけでなく、すぐ側で口を開けている、俺たちが昇ってきた第二階層からも聞こえていた。

　おそらくは学園全体に、一斉に通達されているのだろう。

　だがその中身は、あまりにも無む慈じ悲ひなものだった。

『非常事態を宣言する！　すべての棄竜を排はい除じよせよ！』

　な、に？　突然の宣告に、俺も二人の少女も身じろぎする。

「すべて……棄竜を!?　そんなっ」

　バカな！　俺は自おのずと、塞がれた空から落ちてくる多くの棄竜たちを眺めた。

　彼らはもう、柱に登ることを諦あきらめたようだ。集まっていたその動きが、徐々にばらけようとしていた。

　そのうち何体かが、明らかにこちらに向かって歩き出し――。

「！　まずいです！」

　紅那が俺と颯綺の体を叩いた。口より先に手で示すのは、俺たちがやってきた第二階層への穴だった。

　もちろん俺たちはすぐに動く。今度は紅那が、ハシゴの装飾パーツに触れた。

「輝床、《結晶マテリア》――っ！」

　すぐに光が爆ぜて、赤く輝く床ができた。そこに俺も颯綺も転がり込む。

『安全が確保されるまで、当学園は完全に閉へい鎖さされる。生徒たちは輝士として、棄竜をすべて駆逐せよ！　これは決定事項である。例外は認められない。……繰り返す。すべての棄竜を駆逐するまで、学園から出すことはできない！』

　急いで降りて行く床の上で、俺たちは無む情じように繰り返されるそんな声に包まれていた。

　なんだ、これ。あと一歩で外に出られるはずだったのに！

「どうして……！」

　執しつ拗ように冷たい声が響く中――遠ざかる塞がれた空を見上げて、俺はただただ絶望した。
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　それでも足を止めるわけにはいかない。

　俺たち三人は第二階層まで降りたとたん、とにかく走った。

　第一階層から降りてくる棄竜たちに、追いつかれれば一巻の終わりだ。汗だくになりながら必死に逃げる。

　やがて足が止まったのは、闇やみ雲くもに走り、疲れ果てたせいだった。

　その頃にはちょうど、あの王城からの通達の声も収まっていた。

　――けれども、夢や幻なんかじゃない。ゴムの床にへたり込み、互いに息を整えながら、俺たちは顔を見合わせた。

　ここにいるみんなが外へ出ることは、今はできなくなってしまったのだ。

「封鎖、だって……？」

　ようやく俺は、絞り出すように言葉を紡ぐ。

「学園から出るためには……すべての棄竜を倒すだなんて。そんなの！」

「できるわけないじゃん！　うにゃあ―――！」

　颯サツ綺キがたまらず、リボン頭をくしゃくしゃに掻かき乱した。

「一体だけでも超苦労するのに！　つーかマジで言ってんの!?　城の連中ってー！」

「……本気、ですよね」

　紅那クレナも青い顔で呟いた。

「正確な状況は、きっと城内の者にもわかってないと思います。いえ、だからこそ、早々に封鎖という手に出たのかも。最悪の状況だけは防ぐために。でもそれは、学園の外には最善の方法であったとしても」

　中にいる自分たちには、「最悪」か？　きっとそう言いたかったのだろう。しかし紅那はそこで口を閉ざした。

　言えば嫌でも、絶望感に押し潰つぶされそうになるからだ。

　いや、すでに今の俺たちは限界だった。あと少しってところまで来てたのに！

　なのに唯一の希望が、目の前で消えたんだ。

　どうする？　もうこれ以上俺たちは、どうしたら――？　しばらく沈黙が訪れた。

　俺も紅那も颯綺も、途と方ほうに暮れて立ち上がることもできず、床でへばる。

　ここで呆ほうけていても意味がないことは、俺にだってわかっていた。そのうち棄竜と出くわして、いつかは敗北するだろう。それで終わり、だ。

　俺はまだ、なくした記憶を一つも取り戻していないのに。

　それでいいのか？　いいわけがない！

　俺は着込んだ鎧と、背中につけたままの大剣の重みを思い出す。




「ぼ、くの、かわりに……！　君が、守、れっ……『彼女』、を！」




　そうだ。雪司さんの遺い志しを、俺は継いだはずなんだ。

　それは記憶を失った俺に、最初に与えられたもの。守らなくちゃいけない、大切な約束だった。

　残念ながら『彼女』が誰を指すのかは、わからないままだけど。いや、だからこそ――わからないうちに諦めるなんて、しちゃいけないんだ！

　こんなところで、死んでたまるかよ！

　その思いはもちろん、他の二人も同じようで――。

「えーい！　冗談じゃないっての！　アタシはねっ、天才美少女輝士として超華はな々ばなしい人生を歩むのー！　ここで諦めてやるもんですかっ！」

　颯綺が真っ先に立ち上がり、景気づけなのか、何度も強くお尻をはたいた。

「ええ、そのとおりです。もっと建設的に考えないと！」

　紅那も続いて、すっくと立った。

「それにたった一つだけ、すべての棄竜を相手にしない方法があるんです！」

「え？　なに、紅那？」

　はあ？　突然の彼女の言葉に俺は目を丸くした。それはつまり、すべての棄竜を倒さなくていいってことか？　学園の封鎖が解かれるには、その一手しかないはずなのに。

　だが、「あ！」と颯綺が息を呑んだ。

「そっか！　もしかして、棄竜の女王一体を倒せばいい、ってこと？　紅那！」

「はい」

　紅那がはっきりと頷いた。

　女王を、倒す？　――それって。

「！　まさか、それで他の棄竜たちが、おとなしくなったりするのか？」

「ええ。そう言われてますよ。棄竜は属する女王の、支配下にあるので」

「支配下？」

「……蟻ありや蜂はちといった昆虫と同じように、棄竜は女王を頂点とした生態系を築きずいてるんです。たった一体の女王ウロボロス級に隷れい属ぞくする。そのように聖国レグヌムの王族が、輝法を駆く使しして生み出したから」

「そーよ！　確か棄竜の牧場が全滅した事例もあったよね？　たまたま巣を形成してた、女王ウロボロス級棄竜が死んじゃって！」

　颯綺が興奮しながらまくし立てた。

　全滅？　女王が死んだだけで？

「つまり……女王一体を倒せば、この学園内のすべての棄竜が無力化するのかよ!?」

「そのとおりです！」

　かすかに紅那が笑みを浮かべた。

　おお！　俺も思わず腰が浮いた。

　が、難易度は「ほぼ不可能」から、「できるかもしれない」に下がった程度だ。

「もちろん、私たちだけで女王を倒せるとは思ってないですよ。女王ウロボロス級自体は、生きたまま捕ほ獲かくされて他の地へ運んでいけるほど、凶暴性はないとは聞いてますけど。でも、棲せい息そくするのは巣の一番下……。要は十三階層学園の場合、第十三階層ですから」

　紅那がきっちり釘を刺した。

　第十三？　つまり最下層だ。――そこまで降りて行くのはもちろん、簡単じゃない。これまで以上に、他の棄竜どもと出くわす危険もあるってことか。

　うへー、と颯綺も舌を巻いた。

「他の棄竜から逃げ回って、今度は最深部まで降りてくわけ？　き、きっつー」

「どのみち女王は倒さないと。『すべての棄竜を排除する』までは、学園の封鎖は解かれませんし」

　他に選択肢はない。紅那が導いた結論は、そこに至った。

　だから彼女は、現実的に考える。

「そのために、私たちはどうすれば良いのか。答えは簡単です。この人数で無理なら……増やすしかありません。こつこつ仲間を集めるだけです！」

「そっか！　単純な話じゃん！　アタシたちが出会ったみたいにすればいいだけで！」

　慌てて颯綺が、腰の後ろのポーチから地図を取り出した。

「境遇はみんな同じだもん！　中にはあの、愛ア理リ砂サみたいな変なのもいるけどさ。……ここにいれば考えることは一緒よね？　今までは脱出するために地上を目指していたけど、それができなくなったんなら、今度は逆！　一斉に最下層を目指すしかなくてっ」

「そうです。降りて行けばきっと、他の輝士たちとも合流できるはずです！」

　紅那も自分の地図を出して、すぐに周囲を確認する。

　壁にはもちろん、位置を示す番号が記されていた。それと照らし合わせながら考えるのは、今度は下へと向かう経路だ。

「第三階層へと降りる、最も近いルートは、こっちのはず。さあ行きましょう！」

　そしてすぐに導き出し、彼女はさっそく歩き出した。

　ああ、もちろん俺たちも拒まない。

　行こう！　俺も颯綺も、そのまま紅那の後に続いた。いつまでも立ち止まっていても、意味はないからだ。

　ただし第一階層を目指したときと同じように、慎重に進む。

　無事に誰かと落ち合える前に、棄竜と鉢はち合あわせしないように――。
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　けれども俺たち三人は、ある大問題に直面する。

　それに最初気が付いたのは――紅那クレナだった。

　いや、正確には彼女の「お腹なかの虫」というべきか。

　ぐるるる、きゅうー。先頭を歩く彼女から、唐突にそんな音が聞こえてきたのだ。

「!!」

　ばっ、と紅那が束ねた金色の髪をなびかせ、真っ赤になって俺たちを振り向く。

「……ち、違います、これは！　邪じや推すいは禁止ですからっ！」

「へ？　あ、ああ。ええと……」

「こらー！　クロガ！　こーゆーときはね、黙っててあげるもんなの！　それが男の子の気き遣づかいでしょーが！　記憶と一緒に、そんな礼儀まで忘れちゃったの？　んー？」

　どう反応したものかと固まる俺に、颯サツ綺キが横からヘッドロックをかけてきた。

　痛い、けっこう痛いよ！　でもそれ以上に、彼女の胸当ての脇からやわらかいものが当たって、そっちの方に困惑する。たぶん俺は、紅那以上に赤くなっていた。

　ところが次の瞬間、再びきゅうー、とお腹の音が鳴り響く。

　ただし、今度は紅那じゃない。――俺にくっつく、颯綺からのものだった。

「や、やだー！　もうっ！」

　俺や紅那よりも顔面を真っ赤に染めて、リボン頭の少女が飛び退く。

　いいや、二人だけじゃない。そういえば俺も空腹を覚えていた。

　ちょっと待て。これって。

「まずくないか？　紅那、もしかしてここでの食料って！」

「！　あっ、そんな！　私、なんて初歩的なミスを！」

　皆まで言う前に、紅那も察した。すぐに颯綺に確認する。

「颯綺！　アナタ、棄竜の肉を持ってます？」

「へ？　そんなのないよー。アタシが肉用の保存袋をぶら下げてるように見える？」

　ぽんぽんとポーチを叩いて颯綺が示した。

「って……あああ！　そっか！　アタシたち、食べるもの一つも持ってないってこと!?　超やばいじゃん!!」

「そうです。こんなことなら、あの高速竜ワイバーン級を倒したときに、肉をあさっておくべきでした。まさかこんな長期戦、想定してなかったですから……！」

　紅那が唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　そうだ。俺たち三人は嫌でもぞっとさせられて、いつしか足を止めていた。

　抱える空腹はまだ軽い。けれども、そのうち決定的に体力の尽きるときが来る。

　幸い飲料水だけは、ここでは壁際を走るパイプから簡単に得られるが。

「食料が必要です。でもそれには、棄竜を倒して手に入れるしかなくて！」

「また戦うってわけ!?　……あー、まあ。て、天才美少女輝士のアタシがいれば、なんとかなるよ！　うん……小さいのなら、ね」

　さすがに颯綺も及び腰だ。だって事態は深刻すぎる。

　あのバイク型棄竜でさえ、三人でも危なかったんだぞ？　というか、愛理砂がいなければ全滅していたかもしれない。

　なのに、また戦わなくちゃいけないんだ。避けられない。

　それももちろん、ここで生き抜いていくためには、何度でもだ。――いや。

「そうだ。それより早く、他の輝士たちと合流できればいいんだよ！」

　俺はふと、そこに気付く。

「そうすれば、もしかしたら食料を確保してるかもしれないし！　ううん、そうでなかったとしても、人数が増えれば大型の棄竜とだって戦える！　きっと！」

「あっ。それは、確かに……！」

「いーことゆーじゃん、クロガ！　にはは」

　二人がほっとした表情を見せた。ああ、やるべきことは変わらない。

　俺たちはとにかく下へと降りながら、仲間を見つければいいんだ。

　だけど、くそ。再び歩き出した俺たちの足取りは、さっきまでと違って重かった。

　頭ではわかっているのに、空っぽの胃袋を一度意識したらもうダメだ。空腹は増すばかりだし、嫌でも俺たちは限界に向かっていることを意識させられる。

　そうだ。すべてが遠すぎた。

　棄竜の女王を倒す？　目指すのは第十三階層？　――ここはまだ、第二階層だぞ。

　できるわけがない。当たり前の絶望感が、俺を押し潰そうとした。

　それは、きっと紅那や颯綺たちだって、わかっているはずのもの。なにもかも無謀すぎる、って。

　今まではあえて、目先のこと以外は考えようとしなかったんだ。

　いいや――今はその、目先の空腹ですら、俺たちには対処できなくて。

　が、そのとき。

「？　はにゃ？」

　反応したのは颯綺だった。彼女は一人、ふらふらと俺たちから離れようとする。

「颯綺？　急にどうしたんだよ？」

「んー、だってさ。感じない？」

　ほら、と声をかけた俺に、颯綺が鼻をひくひくさせた。

「アタシが風属性だからかなあ？　匂う……匂うよー！」

「匂い？　……あっ」

　言われて俺も、わずかに感じ取る。

　気のせいと思えるほどかすかなものだが、まさか！　思わず紅那と顔を見合わせた。

「これは、食べ物のっ？」

　紅那もそう思ったらしい。そうだ、なんだか香ばしくて、おいしそうな！

「誰か食べてるんじゃない？　それって、もちろん棄竜じゃないよね!?　だったら！」

　にへ、と颯綺は頰ほおを緩めるやいなや、軽い足取りで駆け出した。

　ああ！　俺も紅那も後を追う。

　匂いのもとで食事を取っているとしたら、そんなの輝士しかいないわけで――！




　だが、空腹すら忘れて辿り着いたその場所に、人の姿はまるでなかった。

　かわりに、巨大な機械の塊かたまりを発見する。

「棄竜!?　な、なんでー！」

　足取り軽く前を走っていた颯綺が、慌てて近くの壁に身を隠す。

　え？　俺も紅那も同じく棄竜の姿を見つけ、颯綺の側へと飛び込んだ。

　三人が一塊になったけれど、咄とつ嗟さのことだ。仕方ない。

　恐る恐る様子を窺うかがえば、幸いこっちに気が付いた様子はなかった。

　形状は、歪な半球の形をしていた。甲こう虫ちゆうのようでもあり、サイズは小型の自動車ほどか？

　ここでなにをしているのだろう？　まるで眠ったように動かない。

　いや、通路の袋小路のような場所だった。その片隅を陣取っている。

　死んでいる？　そうでもない、よな？

　――何度か棄竜の死を見てきたから、なんとなく俺はそう感じた。

　だって棄竜は命を失うと、機械の部品をまき散らして崩れるんだ。たぶん輝法で繋ぎ止めていた体が、維持できなくなるんだろう。

「こっちで合ってるんですか？　颯綺っ」

　そんな棄竜と行き止まりの通路を見て、紅那が確認を取る。

「お、おっかしいなー」

　颯綺がひくひく鼻を動かし、漂ただよう匂いのもとを探った。

　ああ、間違いなくこのあたりには、おいしそうな匂いがしているんだけれど。

「うん、ここで間違いないよ？　あ……ほら！」

　なにかを見つけて、颯綺が示す。

　それは棄竜の方向か。んん？　なんだ？　湯気？

　まさかあの甲虫のような棄竜から、いい匂いが漂ってきてるのか？　そんなバカな！

「どうなってるんですか？」

　紅那が刀に手をかけつつも、困惑する。

　おかしいよな？　棄竜が料理なんかするわけがない。

　考えられるパターンとしては、まさか――！

「ここで食事をしていた輝士を、たった今棄竜が、食った!?」

　俺は最悪の答えを口にした。

「そんな！」

　紅那が絶句する。颯綺も「マジ？」と表情を強ばらせた。

　が、次の瞬間棄竜を壁際から見据えて、背中の槍を手に取った。三本に折れていたのを、一本に繋ぐ。

「やったかやってないか、どっちでもいーよ！　あの棄竜は、ここで狩ろう！　今度はこっちの食料にしてやるんだ！」

「……気持ちはわかりますよ。ここで棄竜の肉が手に入れば、当面のお腹は満たされますし。でも、慎重に行くべきです！」

　待って、と紅那が逸る颯綺を抑え込んだ。

「輝士は常に冷静に判断すべし、ですよ。あの棄竜がどんなタイプなのか、まずはそれを見極めないとっ」

「へ？　あ、あー、そっか……」

「少なくとも属性だけわかれば、と思うんですけど」

　落ち着いて、動かない棄竜の姿を眺めながら、紅那はしかし眉まゆをひそめた。

「なに？　形状からはわからないです！　あんな複雑な特徴を持つ個体は、座学でも習った覚えがないですよ！」

　え？　俺も改めて、棄竜の形に目をやった。

　いったいどういうタイプなんだろう？　頑丈そうな装甲が歪なのは、いろんな機械部品が組み合わさっているせいだ。

「扇せん風ぷう機きの羽は根ねに、円形のアンテナ……それに太陽光パネル？　それらを無理矢理縛り付けてるのは、掃そう除じ機きのホースかよ？　ほんと、節操なくごちゃごちゃしてるなあ」

　妙だ。まるでなにがモチーフの棄竜なのかがわからない。

　まあ水晶クオーツ時計型だって、中身が剝むき出しになるまではさっぱりだったし、そういうものかもしれないが――。しかし。

「く、クロガ？　アンタ、なに言ってんの？」

　ぽかんと颯綺が俺を見ていた。いや、横では紅那も目を丸くしている。うん？

「まさか、わかるんですか？　クロガには！　記憶がないのにっ？」

「えっ。あ、ああ。その、言ってなかったけど、知識はあるみたいなんだ。……なぜか、棄竜のもとになった、いろんな機械の」

「！　そんな、どうして!?」

　紅那が激しくうろたえる。颯綺も同じく、いっそうあんぐり口を開いた。

「マジ？　クロガって、どーゆーこと？　だって普通に暮らしてたら、棄き塊かいのことなんかわっかんないよ!?　何百年前の知識なんだし！」

「……。うん、なんか、そうみたいだけど」

「いえ、一部が記録に残ってるはずです。聖国でも棄竜づくりなどに、それを王族が利用したと聞いてますし」

　戸と惑まどう俺より、やがて紅那が一つの可能性を導き出す。

「でも、そんなの限られた者にしか触れられないはず！　クロガ、アナタっていったい？」

「そ、そう言われても……！」

　一部に残った記録？　限られた者にしか閲えつ覧らんできない？　じゃあ俺は、そんな立場の人間だったってことか？

　――わからない。わかるわけがない。

「だから、俺は自分のことをまったく覚えていないんだって！」

　俺は結局、頭を抱えた。応えようがないんだから、仕方ない！

　もちろん二人の少女たちにも、これ以上どうしようもなくて――。

「うにゃー！　お腹空きすぎて、頭回らな～い！」

　最後には、颯綺が槍を構え直した。

「考えをまとめるためにも、まずは食べなきゃ。棄竜を倒さなきゃ。にへ、にへへへ」

「さ、颯綺？　ダメ、飛び出しは禁止ですよ！　お、落ち着いてー！」

　ふらりと隠れていた壁から出ていこうとした颯綺を、慌てて紅那が制止した。

　ぐーぎゅるるるる。けれどもすごいお腹の音が聞こえてくる。颯綺がヤケになるのも無理はないか。

　いや――違う？

「まったく、あなた方は、なにをぐずぐずしているのですか？　ではわたくしがいくだけです……《結晶マテリア》!!」

　お腹の音の主は颯綺ではなく、なんと小柄な赤毛の少女からのものだった。

「……あ、愛ア理リ砂サあ!?」

　彼女は！　いつから、俺たちの側に!?　――なんて驚く前で、彼女の握った短剣が爆ぜた。轟ごう音おんとともに、黄色い刃をつくりあげる。

　そして、紅那が止める暇ひまもなかった。

　突然現れた黄輝士の少女は、鎧を黄こ金がね色いろに染めて、真っ直ぐに飛び込んでいき――。
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「《万マン・環カン・全ゼン・石セキ》!!」

　愛ア理リ砂サの一ひと吼ほえで、走りながら振り上げた黄色い刃に、無数の岩が纏まとわり付いた。

　が、いつぞや見た攻撃とはまた異なる。

　いくら空腹を抱えていても、さすがに彼女も無防備に、棄き竜りゆうのもとに踏み込まない。

　そのずいぶん手前で足を止め、岩のついた武ぶ輝きを思い切り振るった。

　すると人の頭ほどになっていた岩の塊かたまりが、宙に舞った。それも一瞬でばらばらになり、石の雨となって棄竜へと降り注ぐ！

　突然の強きよう襲しゆうに、袋ふくろ小こう路じの奥にいた一体の棄竜はなにもできない。石の乱らん打だをまともに食らい、その歪いびつな装そう甲こうが砕け散った。

　すごい！　半球状の体たい軀くの半分ほどが、ごっそりと失われる。なんて破壊力なんだ！

「愛理砂？　なんでアイツがここに……って、や、やるじゃん!?」

　ふへー、と颯サツ綺キが舌を巻いた。

　もっとも彼女はすぐに、ぶんぶんと頭を振ったが。

「って、へ、へんだ！　アタシだっていざとなれば、それくらいできますよーだっ！」

「いいえ、妙です！」

　紅那クレナが壁から飛び出して、刀を構える。

「黄輝き士しの土属性の力は、防御に秀ひいでた能力です。ここまでの威力はないはずなのに！」

　え？　つまり、どういう意味だ？　俺も颯綺もきょとんとした。

　けれども、悠ゆう長ちようにはしていられない。戦いは始まったんだ！

　それに――なんだ？　技を決めた愛理砂だが、その小さな体がふらついていた。

　もしかして空腹のせいなのか？　まるで今ので力を使い果たしたかのように、棄竜と十メートルも離れていない場所で、へなへなと座り込んだ。武輝や鎧よろいの輝きが消える。

　おい、まずいぞ!?　棄竜はダメージを受けたとはいえ、まだ絶命していない。崩くずれていない体がすぐにでも、愛理砂に反撃しようと動き出して――。

　いや。棄竜はまったく動かなかった。

　かわりに砕けた装甲の穴から、ひょっこりと頭を出した、白服姿の人影が二つ。

「きゃ～～！　ワタシの、移い動どう型がた簡かん易い偽ぎ装そう竜りゆう骸がい『ガラクタ君』があ～～～!?」

「違います、違うんですううう！　あのっ、あたしたち、棄竜じゃありませーん！　同じ、輝士ですよううう！」

　灰色の長い髪を持つ、大人びた顔立ちの少女が棄竜に抱きつき、ぽろぽろ泣き出す。

　その横で、青い輝きに包まれた「鍋なべ」を掲かかげるのは、栗くり毛げをおさげにした気弱そうな少女だった。












　なに？　突然の事態に、俺たちの誰もが動けなくなる。

　棄竜じゃない？　中から、人が？

「つくりものの棄竜に隠れて、ここで食事してただけなんですううう！　お、お助けくださあーい！」

　栗毛の少女が必死になって主張した。

　確かにその手に抱えられた鍋からは、湯ゆ気げが上がっていた。

　そうか、もしかして。――これが匂いのもとだったのかよ!?
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　鍋は、なんと武輝の一種らしかった。

「静シズ九ク＝アルカ、ですぅ。青の３１８小隊にいました……。ど、どうも」

　俺たちが集まってきた中、壊れた棄竜の殻からの側で、栗毛の少女が頭を下げる。

　青輝士？　つまり水属性ってことか。だから彼女の手の中で、青い光が鍋の形をつくっているのか。確かに、鎧もほんのり青く輝いているし。

　でも、まさか刃のない武輝だなんて――。輪りん郭かくに装そう飾しよくパーツが混ざる鍋には、お湯がたっぷり入っていた。これは、スープかな？

　ぷかぷかと七色の肉が浮かび、お湯を乳にゆう白はく色しよくに染めている。

　ああ、すごくいい匂いだ。これが、棄竜の肉？　正直、空すきっ腹にすごく堪こたえた。

　それはもちろん俺だけじゃなくて――ぐー、と紅那クレナもお腹を押さえる。

　だが、金髪の少女は輝士として、礼儀を欠かさない。

「私は赤の１１３小隊所属、紅那＝クルクスです。こちらこそよろしく。そして……先ほどアナタたちを襲ったのが、黄輝士の愛ア理リ砂サです」

　後ろを軽く振り返り、紅那はそこに倒れたままの愛理砂を指した。

「……お腹、空きました……」

　かわりに自己紹介したのは、小柄な少女が完全にへばっていたからだ。

「まったく、あの偉そーな態度はどこいったのよー？　にはは」

　それを見て、颯サツ綺キが愉ゆ快かいそうに笑う。

　もっともすぐに、頭のリボンをなびかせて静九の方に向き直った。

「んで、アタシは天才美少女輝士の、颯綺＝ラボル！　緑輝士よ。ねーねーそれより！　それ、アタシたちのぶんも用意できる？」

　あれ？　俺の自己紹介は？　と思ったが、口を挟はさまないことにした。

　だって颯綺の目は、獣けもののようにぎらついていたからだ。

　じゅるり、と涎よだれも隠さない。完全に空腹にやられているぞ。

「え、ええと、ええとっ。とりあえず人数も増えたので、作り直しますね？」

　俺たちを見回して、きっといろいろ訊ききたいこととかあったのだろう。けれども颯綺に迫られて、静九がおどおどしながら鍋を置く。

　すると、彼女は最初に鍋を形作る、青い輝きを大きくした。うわ、片手鍋くらいだったそのサイズが、寸ずん胴どう鍋ほどになったぞ？

　しかも中身まで増えてる？　スープのかさは寸胴鍋いっぱいにまでなっていた。

　あ！　もしかして空気中から水分を集めたのか？

　きっとそれが、水属性の力なんだろう。けれどもよく見れば、具材の肉はそのままだった。明らかに寸胴鍋の中では少なく見える。

　そういえばスープの色も、かなり薄くなっていた。水の量だけが増えたせいだ。

　だから、次いで静九が傍らに手を伸ばす。そこに転がっていたのは、小型のリュックだ。開いた口から金属製の、筒のようなものがいくつか剝むき出しになっていた。

　サイズは水筒ほどもない。静九がそれを手に取って、端はしの方をこじ開けると――。

「！　えっ……に、肉ぅ!?」

　ぷるんとした灰色の筋肉が露あらわになり、俺は思わず声を上げた。

　え、え？　と静九がびくつき、手を止める。

「あ。クロガは初めてでしたっけ？　これが、棄竜の肉ですよ」

　気にせず続けて、と仕し草ぐさで静九を促しながら、紅那が横で教えてくれた。

「そうなのか……。も、もしかしてこんなのに入って獲とれるのか？」

「ええ。殻のままならそのままで何年も保もちますし、栄養価も豊富な、私たちの主食です。しかも……圧縮率もいいですから」

「？　圧縮？」

　その意味は、気を取り直して静九が筒を傾かたむけたときにわかる。

　筒から鍋に落ちていく肉は、なんといきなり膨ぼう張ちようした。筒に収まっていたときの、三倍もの大きさになる。うわ！　圧縮ってこういうことか？

　なるほど、人々の食料としてふさわしいわけだ。棄竜一体からどれだけの肉が獲れるかは知らないけれど、輸送の手間もかからないし、きっと効率がいいんだろうな。

　それこそ輝士が、危険を冒おかすくらいには。

　けど、灰色の肉はまるごと鍋の中に浮かんだ。うん？　切り分けもせず、どうやって調理するんだろう？　――なんて思っていたら。

「い、いきます。……《ずぱずぱ×とろろろーん》っ！」

　は？　静九が鍋を睨にらみながら、とんちんかんな言葉を吐いた。

　いいや、それは彼女なりの意志を込めた一言だ。瞬間、青い鍋の中で肉が踊った。

　噓うそだろ!?　俺は変化を目撃する。塊だった灰色の肉が、鍋の中で瞬く間に切断された。

　それは静九が操った、鍋の水の力だった。ぐるりと薄いスープが回転を始め、ざわつき、鋭利な波をつくったのだ。それが肉を切り刻んでいく――。

　さらに、水自体がぼこぼこと沸いてきていた。熱？　要は水の分子に働きかけ、沸ふつ騰とうさせているわけか！

「すごい！　これが、水を操るってことなのか……！」

「ええ。また、熱を奪う方向に特化すれば、氷属性ともなる力です」

　紅那が隣となりで付け足した。あ、それって、あの雪ユキ司ジさんのことだろう。

　でも。

「？　剣じゃなくって、鍋の武輝だなんて。そもそもそんなのありなのか？」

「水属性の青輝士は、バックアップに特化した者が多くいます。戦うこと以外に、暮らしを支えることも大切な役目ですもの」

「ああ、そっか」

　目の前で肉が七色に変化して、スープも濃い色になっていく。俺は納得するしかない。

　輝士はここで生きているんだ。戦いに特化する者もいれば、食事をつくる者だって必要なんだろう。つまり、いろんなタイプがいるってことだ。

　そういえば――鍋を食い入るように見つめる颯綺たちから目を離し、俺はふと、傍かたわらにある壊れた棄竜の殻とやらを見上げた。

　その上にへばりつき、まだすんすんと泣いていたのは、あの灰色の髪の少女だ。

　彼女ももしかしたら、バックアップ型の輝士か？

「ワタシの、ガラクタ君～～～～！」

「……なあ。彼女、ほっといていいのかな？」

　俺はつい静九に訊いた。

　ところが、調理中に話しかけたせいだろうか。静九はなぜか、スープを波立たせるほどに動揺する。

「あ、あの、その。ええと」

「？　どしたのー、静九？」

「あ、あたし……す、すみません。男の人が、すごく苦手でっ」

　颯綺にもしどろもどろになりながら返答する。栗毛の少女は寸胴鍋に隠れるようにして、ようやく少し落ち着いたようだ。

「そのう、彼女はたまたま知り合った、紫輝士です。名前は光璃ヒカリさん。光璃、ええと」

「光璃＝ピクトゥーラだよ。紫の４０４小隊にいたよ～」

　たどたどしくしゃべる静九にかわり、灰色の髪の少女本人が、ようやく応えた。

　棄竜の殻の上に腰掛けて、まだ鼻をすすっていたけれど。

「このガラクタ君をつくって、壊された被害者だよ～。でも、棄竜そっくりに勘違いされたっていうのは、作り手としては喜ぶべきなのかな。はあ～」

「つくった？　アナタが？」

　これを？　と紅那が改めて棄竜の殻を観察し、目を丸くする。

「そ、そんな簡単にできるものなの？　だってこんな、棄き塊かいを組み合わせるだなんて!?」

「だって、面白いんだもん～」

　光璃が上から、滑すべるように降りてきた。

　ぽんと着地するやいなや、そのまま棄竜の殻に抱きつく。うわ、なんか、さっきまでと違ってうっとりした顔になってるぞ？

「どうして人は、科学を捨てたのかな～。それぞれに役割が与えられていて、調べれば調べるほどよくできてるんだよ？　うふふ」

「ええー？　調べるって……これを？　マジ？」

　さっきから携帯用のカップとフォークを両手に持ち、鍋に釘付けだった颯綺も驚く。

「ちょっと、光璃だっけ？　アンタ頭イカレてんじゃないの？　てゆーかなんで、棄塊なんていじれんの？　棄竜なんて輝き金きん属ぞくと肉を獲ったら、それ以外はゴミじゃんゴミ！」

「そう～？　あさってると、けっこうわかってくるよ？　昔はどういう使い方されてたのか、とかね～」

　光璃はまったく悪びれない。あは、は、と苦笑するのは静九だった。

「ど、どうもそういう人みたいなんです……。悪い人じゃないと思うんですけどね。ちょっと、変に棄塊に詳しいだけで」

「ふーん。まあ、こっちにも妙に棄塊のことがわかるヤツもいるから、お互い様かもしれないけどさー」

　ちらり、と颯綺が俺を見やる。

　え？　とつられて静九も俺を見て――しかし目が合ったとたん、慌あわてて彼女は目を伏せた。どうやらほんとに、男が苦手みたいだな。

　ただ、「確かに」と紅那が一つ頷うなずく。

「クロガも同じ、ですよね。なぜか、棄竜をつくる棄塊の知識を持ってて」

「え？　あ、それは、その」

「！　なに～？　もしかしてクロガくんって、科学に詳しいのかな？　す、すごいよ！　初めて同じ趣しゆ味みの人と出会っちゃったよ～！」

　するといきなり光璃が食いついてきた。俺の手を取り、ぶんぶん振って大喜びする。

　それどころか。

「これはもう、運命だね～！　じゃあ結婚しようよ、クロガくん！」

「……はあ？」

　なに？　俺はきょとんとするばかりだ。えっ、今、なんて――？

　うふん、と光璃は悪びれもせず、ウィンクまでする。

「だって楽しいと思うもの～、二人で一緒になれば。話は合うだろうし、もうそうするしかないよ～。うふふっ」

「え、ええ―――――!?」

　いったい、なにがどうなってるんだ！　あまりの話の飛ひ躍やくぶりに、俺はまったくついていけない。

　どういう思考回路をしてるんだよ？　いや、必要以上にどぎまぎさせられる。

　それはたぶん、口調こそ子供っぽいものの、光璃が妙に大人の色気を放つからか。

　――その。胸が、すごく大きいんだ。動くたびにいちいち揺ゆれる。

　そこにどうしても目が向くのは、胸元やおへそがなぜか露ろ出しゆつしているせいだろう。着ている白服が、小さいのか？

　いや、きっと着こなしがルーズなせいだ。胸当てさえもずれていて、胸の谷間を隠していない。無防備なところがすごくなまめかしくて、こっちとしては困るんだ！

　興味深げに見ていた颯綺も、「ふへえー」と自然に視線が光璃の胸にいくくらいだった。

「どうしてそうなるんですか？　え、エッチなのはダメです!!　もうっ！」

　そんな俺を引き戻したのは、紅那だった。

　なぜか俺以上に、耳まで赤くしていたけれど。

「そういえばクロガの自己紹介がまだでしたけど……彼には、事情があるんです！　棄塊の知識は持ってても、記き憶おくがないの。自分の名前以外は、まったく」

「？　え？　記憶が～？」

　あら、まあ。と紅那の話を聞いて、光璃が目を瞬またたかせた。

　へ？　と調理中の静九も、さすがにびっくりしたようだ。

「記憶、喪そう失しつ……？　そ、そうなんですか？」

「うん。そーみたいよ？　だってクロガってさ、武輝も使えないんだから。さすがに輝士として、あり得ないレベルじゃん？」

　颯綺がやれやれ、とカップとフォークを持ったまま肩をそびやかす。

「だからさー、ほら。クロガって黒服だけど、これもハッタリなんだってさ！　借りただけで、黒服じゃないの。まあ見たとこ歳もアタシたちとタメっぽいし？　そもそも先輩輝士っぽくないよねー。にはは」

「悪かったね……」

　見た目がすでに頼りなくて。俺は顔を引きつらせた。

　いや、事実だから一つも言い返せないんだけどさ。でも――。

「正体不明の、謎の輝士？　それはそれで面白そうだよ～。うふふふ」

　なぜか光璃がいっそう食いつく。すると、なんだ？　彼女は突然、棄竜の殻の中へと戻っていった。

　そこからがちゃがちゃと、なにかの機械部品をあさり出す。殻にくっついたパーツをなにやら、手に取っているのか？

　そして、そこから光璃が見つけてきたのは――一本のハンマーだった。え？

「クロガく～ん、これこれ！　記憶喪失って、なにかのショックでそうなることが多いよね～。だから新たにショックを与えれば、もとに戻るかもしれないよ？　いい？」

「へ？　いい、って……なにが？」

「うふふ。だから～、実験させてよ！　ね～？」

　金属製のハンマーをぶんっ、と重そうに素す振ぶりして、光璃が上うわ目め遣づかいで懇こん願がんした。

　無理だろ。それ、死ぬぞ？　さすがに俺は後ずさった。

　横では紅那でさえも、どん引きしている。「おおー？」と颯綺は面白そうに眺めていたが。おい、た、助けてくれよ！

　だがそのとき、ちょうどいい匂いが立ちこめてくる。

「あら～」

　さすがに光璃のハンマーを持つ手が止まった。

　灰色の肉が煮えて、スープの中で淡あわい七色になったのだ。

「あのう、そのう……。できましたので、みなさん、食べませんか？」

　静九がおどおどしながらも、寸胴鍋を指さした。




　――俺たち六人は、一緒に鍋を取り囲んだ。

　そう、六人だ。鍋を中心に座り込むのは、俺と紅那、颯綺と静九に光璃――それと愛理砂だった。

「いただきます」

　その愛理砂は、さっきまで床に這はっていたはずなのに、一番にスープにありつく。

　差し出された携帯カップを、静九が断れなかったからだが。はあ？　とさすがに颯綺が嚙かみついた。

「って、愛理砂！　なんでアンタが、さりげなく混じってるのよ！　しかも、アタシを押しのけてー！」

「？　食事を取らなければ、生存確率が著いちじるしく下がるのは明らかです。摂せつ取しゆできる機会を逃すなんて、論ろん外がいなだけですが？」

　なにか？　とスープを一気に呑み干してから、悪びれもせず愛理砂が言う。

　それどころか、さらに空のカップを静九に戻した。おかわりの要求らしい。

　さすがにそれは「ちょっと！」と颯綺が制したが。

「順番よ、順番！　まったくっ」

　あえて愛理砂の隣に座り直し、颯綺は怒りながら自分のスープを受け取った。

　ただし、次の瞬間。

「……!?　う。うまーい！　超おいしいじゃん、これー！」

　しかめっ面が、恍こう惚こつの表情に変わる。

　一口すすったと思いきや、颯綺はスープにがっついた。「んー！」とたまらず身を震わせて、フォークで鍋を指し示す。

　え、そんなに？

「ちょっと、マジうまいよ静九!?　なっ、なんなのこれ！　どうなってんの？　肉を茹ゆでただけなのにー！」

「あ。ええと、それは……あのう。使う部位と、加熱の仕方に、コツがあるんです」

　折りたたみ式のお玉でスープを順番によそいながら、静九が嬉うれしそうにはにかんだ。

「使ったのは棄竜の筋繊維なので、いいダシが出ます。でも熱を通しすぎると固くなり、風ふう味みが悪くなるんですよ。だから、その、適温ギリギリで調理すれば、おいしさが一番引き出せるんです。そ、それだけですよ」

「！　ほ、本当に、おいしい……！」

　続けて、スープを口にした紅那もびっくりする。

「私なんか、どこの部位を使っても、同じ味になりますのにっ」

「ええと、それはたぶん、お肉の切り方が同じなのかも。こう、切ったサイズを変えるだけで、味がまるで変わるんですよ？　あとたぶん、火属性だと熱の制御が難しいから」

　こと料理の話になると、静九は饒じよう舌ぜつに語った。

　へええ、と紅那が素直に感心した。それにしても、紅那も料理するんだな。あんまり得意じゃないみたいだけど。

「静九ちゃんってね、ほんっとお料理上手なんだよ～」

　ハンマーをようやく脇に置いて、まずスープの香りから堪たん能のうするのは光璃だった。

「たまたま一緒になれたんだけど、助かるよね～。きっといいお嫁よめさんになれるよ～」

「そ、そんなことないです！」

　最後になった俺のカップにスープを注ぐ、静九の手があたふたした。

「あ、あたし、その。姉妹ばかりの末っ子で、だから、たぶん男の人に慣れてないんですようう……実家が宿屋なんですけど、厨ちゆう房ぼうの手伝いだけしてましたし。お、男の人と会わなくて済むから……」

　本当に異性が苦手なんだろう。俺にカップを渡すときでさえも、真っ赤になって目を逸そらす。

　にしても、宿屋の娘？　そんなのまで、輝士を目指すものなのか。

「……それにあたし、戦闘ではからっきしですから。ううう」

　だが、向き不向きはあるのだろう。静九はがっくりと肩を落とした。

「ま、いーんじゃない？」

　そこを、颯綺が明るく励はげます。

　リボン頭の少女ときたら、さっきまで不ふ機き嫌げんだったのが噓みたいだ。

「そんなの、クロガと同じだしねー」

「確かに。彼は役立たずでした」

　しかもこんなときだけ、愛理砂と二人で声を合わせた。うっ、わ、悪かったな！

　さすがに気にはしてるんだぞ。俺は少しへこみながら、棄竜のスープを口に含ふくんだ。

　すると。

「う、わっ……！」

　はっ、と一瞬、俺は呑み込むことすら忘れてしまった。

　口の中に豊かな味わいが広がり、芳こうばしい香りが鼻の奥をくすぐった。

　ぷりぷり、こりこり、嚙み締しめる肉の食感も楽しい。やがて胃に落とし込めば、腹の底から満足感がわき上がり――。

「おいしい！」

　すごく素直にそう思えた。うん、おいしいんだ。頰ほおすら、勝手に緩ゆるんでくる。

　記憶のない俺にとって、なにかと比較することはできないけれど。でも、間違いなくうまい、と感じたんだ。

　それは確かに、他の些さ細さいなことなど許してしまう、至し福ふくの味だった。

　――みんなもそうなんだろう。いつしか夢中で食事に没ぼつ頭とうし、俺たちは寸胴鍋のスープを次々おかわりした。

　空っぽだった胃の中が、すっかり幸せで満たされる。

「はい。お粗末様でした」

　寸胴鍋の青い光を静九が消して、食事は終わった。

「今日も無事、お腹を満たすことができました。運うん輝きの神さまに、感謝を」

　鎧を青く染めていた輝きも消し、静九は最後に胸元で二つの拳こぶしをくっつけた。

　運輝？　なんだろう、運命みたいなものなのかな？　その神とやらに祈ることは、ごく自然なものなのか――他の少女たちはいちいち反応しなかった。

　いや、俺たち六人は床に座り込んだまま、しばし呆ほうけた時を過ごした。たぶん、誰も今は動きたくなかったんだろう。

　けれども、やがてかわりに頭が回ってくる。

「……。そういえば六人もそろったのに、みんな、見事に属性が違うんですね」

　ぽつり、と紅那が口を開いた。

　属性？　ああ、そういえば。俺は改めて、集まった他の五人の少女たちを見る。

　紅那が「火」で、颯綺が「風」。それに愛理砂が「土」だよな？　で、静九が「水」に光璃が「雷」、だっけ？

「わ！　確かにそーじゃんっ！　な、なにこれえ！　これだけ集まったのに、同属性で輝力を束たばねることできないよー!?」

　みっともなく寝転んでいた颯綺が、飛び起きてわめく。

　そうか。ばらばらだと、そこが困るんだよな？

　ただ、五属性でここに六人いるんだから、最低でも二人はかぶるはずなんだが。

「属性の不明なのが一人、いるようですしね」

　指摘したのは愛理砂だった。

　もちろん彼女が見据えるのは、俺である。ご、ごめん。俺は申し訳ない気持ちになる。

　でも、待てよ？　これで、五つの属性の輝士がそろったのなら。

「なあ。学園の講義は属性ごとに行われるんだったよな？　だったらそこで、俺を見かけたことないかな？」

　俺は紅那以外の四人を見回し、確認する。

　だけど――みんなの反応は、さあ、と首を捻ひねるものばかりだった。

　静九なんか最初から、目も合わせてくれないし。いや、どのみち異性が苦手なら、俺のことなんて見てないだろうけれど。

「ん～、確実に五属性のうちの一つにいたのなら、誰か一人は顔を合わせていてもおかしくないのにね～」

　光璃が不思議そうに言った。

「それより、ここに女の子ばかりが集まったことの方が、よほど確率低いよ～？　一属性を四百人として、うち女子は三割もいかないよね？　だいたい百と仮定して……四〇〇分の一〇〇、つまり四分の一。五属性ぶんだから、四分の一を五つかけあわせて、ええと、一〇二四分の一だよ～。〇・一％以下？　わあ、すごい」

「れ、〇・一？　ええっ？」

　そんなに低い確率なのか？　俺は改めて、ここにいる五人の少女たちを見回した。

　みんなも、さすがに驚いたように顔を見合わせる。

　だけど、あまり気にしないのは紅那だった。

「数字がどうあれ、こうして集まっているのが現実です。そして私たちは、この六人で生き残らなければなりません」

　赤輝士の少女は地図を取り出し、座り込んだ俺たちの中央に広げてみせる。

　その指先が、第二階層の現在位置を探して、止まった。

　もちろん目指すのは、下に降りる「▼」マークか。

　いや、地図の上を動き出した指先は、まったく別の箇所で止まる。

「ひとまず落ち着ける場所を確保しないと。こことか、『根こん拠きよ地ち』としてどうですか？」

　なぜか紅那が天井を見上げて、そう呟いた。

　――根拠地？
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「あ、クロガは記憶になかったですか？　根拠地というのはつまり、比較的安全に休息が取れる場所のこと、ですよ」

　そう告げた紅那クレナが地図で見つけたのは、「講堂」エリアの一つらしい。

「ここなら扉がありますし、一夜くらいなら使えるかと。他に出口もないため、逃げ道がないとも言えますけれど……夜の闇の中で、棄竜と遭そう遇ぐうするよりはマシですよね」

「よ、夜？　闇？　ええっ？」

　学校の中なのに!?　俺は思わず振り仰ぐ。

　だが、言われて初めて気が付いた。そういえば天井からの光がいつしか、少し暗くなったような？

　さっき紅那が視線を上げたのは、そんな天井の輝きを見ていたのだろう。

　そうか。昼夜をわざとつくるためにそうしているのか、それとも単にエネルギーの節約なのか。地下にあるこの学園にも、夜が訪れるんだ！

　だから、俺たち六人は暗くなる前に腰を上げた。根拠地とやらを目指すために。

　――そうだ。そうやって俺たちは、目の前のことを一歩ずつ攻略していくしかない。

　あの第一階層が封鎖されてから、紅那や颯サツ綺キはあえて口にはしなかったものの、これは一日や二日で終わるような状況じゃない。

　なにしろ俺たちは、ここにいるすべての棄竜を殲せん滅めつするために、第十三階層にいる女王を倒さなければならないんだ。

　だからこそ、まず「今」を全力で生き延びなければ。こうして、ゆっくりでもかまわない。確実に命を繋いで、その果てに――俺たちのゴールはあるんだから！

　それは奇くしくも、俺の記憶と同じようなものだろう。

　今はわからないけれど、きっといつかは取り戻せる。そう信じて、俺は前へ進み続けるんだ。紅那たちと一緒に。

　ただ、三分の二ほどになった棄竜の殻にいきなり乗り込んだのは、光璃ヒカリだった。

　ちょうど割れた装甲の穴から中に入り、そこでなにかのレバーを握りしめる。

「回しちゃうよ～、《聖者の行進モーセ・モーター》！」

　なに？　それは殻の内側に突き立てられた、棒状の武輝か？　「杖」型なのだろうか。握りやすそうに、少し湾曲した形をしていた。

　半ば機械に埋もれた恰かつ好こうなため、封殻がどうなっているのかわからないが、それを介して棄竜の殻に紫電が走る。それが紫輝士の少女の、雷属性の輝力なのだろう。

　呼応するように、彼女の鎧が紫色に輝いていた。

　同時に聞こえてきたのは、唸るような低い音だ。えっ、これって――！

「……『モーター』って、まさか、電動なのか？」

　あっけにとられる他の少女たちの中で、俺だけがそこに気付く。

「当たり～！　さすが、クロガく～ん！」

　砕くだけた装甲の穴から顔を出し、光璃が嬉しそうにはしゃいだ。

「わかってくれる人がいたなんて、感激だよ～！　そうなの、モーターを回せるように、武輝の封殻のパーツで輝力の制御回路を組み込んだんだよ～！　おかげで武輝としては機能しなくなったけれど、些細なことだよね？　うふふ」

　彼女が杖を前に倒せば、棄竜の殻がゆっくりと前進した。

　ひゃあ！　と紅那たちがさすがに驚き、思わず離れる。

「う、動くんですか、これ!?　光璃！」

「そうだよ～。小型の車輪を仕込んであるから、平らなところなら人が歩く速度で走れるよ。でないと、持っていけないよ～？」

「アナタって……なんてすごい。武輝が使えなくなるのは、どうかと思いますけども」

　うーん、と紅那が複雑な顔をした。

　確かにこの学園で、武輝を振るえないのは危険だ。俺がいつしか怒られたように、身を守ることができなくなるから。

　でも、こうして偽装した棄竜の殻を操れるなら、それはそれでありかもしれない。

「おー！　これ、楽ちんじゃーん！　にははっ」

　そう割り切って、さっそく棄竜の殻の背に登るのは颯綺だった。

　ほらほら、と彼女は、完全に腰が引けていた静シズ九クに手を差し伸べる。

　が、かわりに颯綺の後に続いたのは、愛ア理リ砂サだった。小柄な体でひらりと棄竜の殻に飛び乗った。

「！　って、愛理砂！　まだアンタもついてくんのー？」

　真後ろに陣取られ、颯綺があからさまにむっとした。

　けれども愛理砂は気にしない。むしろ、ふ、とかすかに鼻で笑ったくらいだ。

「わたくしは、わたくしが効率の良いと思ったことをするだけです。それがなにか？」

「あ、アンタねええ……！」

「まあまあ、それくらいに。愛理砂は、戦力としてすごく頼りになりますから」

　紅那がその間に割り込むように、棄竜の背中をよじ登った。

「それに、私たちの方が年上ですし。同期輝士でも、少しくらいは堪えないと」

「うー、ちっちゃいのに目上に対しての礼儀がなってないから、腹立つんだってばさー！」

　颯綺がつん、とそっぽを向いた。本当に馬が合わないようだ。

　が、それは愛理砂も同じらしい。

「目上と言われましても。わたくし、先日十三歳になりましたので、あなた方とそう変わらないはずですが？」

　赤毛の少女が素っ気なく返した。

　――いや、十三歳!?

「噓！　アタシと二つしか変わらないの？　マジ？　もっと下だと思ってたー！」

　颯綺がぎょっとした顔になる。あわや、引き上げる途中の静九を落とすところだ。

　慌てて棄竜の殻にしがみついた静九も、ぽかんと小柄な愛理砂を見つめる。

「あ、あたしが十四歳だから、一つ違いですか？　え、えええっ？」

　静九と比べても、愛理砂はずっと幼い印象だった。十歳くらいだと俺も思ってたよ！

　だけど、一番予想外だったのは。

「へえ、じゃあワタシとは三つ違いなだけなんだね～」

　棄竜の殻の中から頭を出した、光璃だった。

　は？　俺たちは全員、息を呑む。三つだって？　ということは――！

「！　ええ――！　光璃ってまさか、十六なのか？　だって、それって！」

　俺はつい、紅那を見た。

　金髪の少女が一番、びっくりして目を丸くする。

「わ、私と同い年……？　と、とても見えないですよ!!」

「マジ？　超マジなの、それー！　光璃!?　その体でー!?」

　颯綺はリボン頭を抱え込み、ついでに自分の胸元に視線を落とす。

　俺と目が合い、すぐに真っ赤になったけれど。

「な、なに見てんだこらー！　クロガ！　このムッツリスケベ！」

「へ？　い、いやいや、別に俺はっ」

「どーせアタシは年の割には、胸がない方ですよーだっ！　でもまだ十五だから、これから成長していくんだもん！」

「え、エッチなのは禁止です！　クロガ！」

　紅那まで胸を押さえて俺を睨んだ。だから、違うってば！

「そう、ワタシって成長しちゃったんだよね。入学して、このたった二ヶ月ほどで～」

　そんな騒動の中、一番胸を気にしていたのは光璃だった。

　一際大きな胸をぎゅう、と手で押さえる。

「窮きゆう屈くつなんだよね～。新しい服が欲しいけど、学園が封鎖されたなら、手に入らないだろうし～。はあ～」

　に、二ヶ月？　それで、そのサイズ？

　もう、他の少女の誰もが絶句した。だから服や鎧が合ってないのか、とかいろいろ話すことはあるんだろうけど――たぶん、無理だ。

　紅那も颯綺も、静九もそんな気力をへし折られたようだ。

「……わたくしの可能性は、一番残っているはずですから」

　愛理砂でさえ、そんなことを呟つぶやくのが精一杯だった。

　だから元気な光璃だけが、まだ棄竜の殻に乗っていない俺を見み咎とがめた。

「ところでクロガくん～。キミもガラクタ君に乗れば？　快適だよ～。うふふ」

「え？　いや、でも」

　俺は苦笑いを返した。

　理由は簡単。だって、もう四人の少女たちが乗った棄竜の殻の背中には、空きスペースがなかったからだ。

　それは愛理砂が、三分の一ほどを破壊したせいでもある。

　が、その穴から中に乗り込んだ光璃は、ちょいちょいと俺を手招きした。

「ワタシの前が空いてるよ～。ここ、どう？」

「……む、無理！　それは、絶対無理だから！」

「え、そう～？」

　即座に拒否した俺を見て、光璃が不思議そうに目を瞬かせた。

　わからないかな!?　確かに彼女のレバーの前には、わずかながらも空間があった。割れた装甲の穴から足を投げ出す形で座れば、たぶんなんとかなるだろう。

　けれども、きっと絶対、背中は光璃と密着することになる。

　あの胸に体重を預けたら、やばい！　絶対に危険だ！　俺はむしろ棄竜の殻から少し離れて、横を歩くことにした。

　なのに、なんだ？　その背に乗っかる少女たちから、やけに冷たい視線を浴びる。

「まークロガも男の子なんだしさー、一人だけ徒歩でもいーよね？　はい決まり！」

　突き放すように颯綺が言い、みんながなぜか頷き合った。

　俺、なにもしてないぞ？

　いや、まあ。別に歩くのはかまわないけどさ。俺は甘んじて受けることにする。

　どのみち武輝が使えない俺は、彼女たちのように体力を温存する意味がないし。

　ああ、そうだ。俺には棄竜の殻に乗る資格が、ないんだ――。




　天井からの光が消える前に、俺たちは学園の「講堂」の一つに辿り着く。

　その入り口は、通路の先に突然現れた鋼鉄製の扉だった。

　どうにか無事に、棄竜と出くわすこともなく着いたようだ。

　が、紅那はまだ気を抜かない。

「見てきます！　ここで待っていてください。合図があるまで、接近は禁止です！」

　棄竜の殻から飛び降りると、そう命じて一人走った。向かうのはもちろん、講堂の扉のもとである。

　――わ、けっこうでかいな？　紅那が側に立つことで、俺は扉の大きさを再認識した。

　高さはゆうに、紅那の倍だ。三メートル近くあるだろう。天井までの高さが二十メートルほどもあるから、小さく見えただけだった。

　そして横幅は、俺たち六人が横に並んでそのまま入れそうなほどだ。

　その扉に耳をつけて、紅那はしばし中の様子を窺っていた。あ、そうか。講堂内に棄竜がいる恐れもあるのか？

　だが、心配はなかったようだ。扉自体にこじ開けられたような形跡はなく――「大丈夫！」と紅那が大きく手を振った。

　同時に彼女は、扉を閉ざす閂かんぬき状じようの鍵かぎに触れた。

　あんなにごついの、紅那一人じゃ動かせそうにないぞ？　なんて思ったが。

「今開けます。……輝き錠じよう、《結晶マテリア》！」

　え？　紅那が短く叫ぶやいなや、赤い輝きが扉に走った。

　瞬間、あれだけ大きかった二枚扉は、大きく口を開いていた。その枠だけが、扉だったパーツを押しのけるように光り輝く。そうか、この扉自体が封殻のように、輝法の装飾が施ほどこされた代物なんだ！

「じゃあ入るよ～！」

　待機させていた棄竜の殻を、光璃が再び前へと進める。

　開いた扉から、そのまま中へと入れるようだ。少女たちを背に乗せたまま、棄竜の殻が突き進んだ。

　が、扉を抜けてすぐに止まる。徒歩で追いついた俺は、その理由を目撃した。

「！　ここが、講堂？　はー」

　そこは今まで歩いてきた通路内とは、まるで趣おもむきの違う空間だった。

　先に中に入っていた紅那が、扉をあっさり塞ふさいでしまう。ああ、棄竜の襲撃に備えて、開けっ放しにはできないからな。

　同時に彼女は扉脇の壁に手を伸ばし、赤い光をまた輝かせた。

　いや、現れたのは炎そのものか。緋ひ色いろに揺らめく灯火が、弱くなる天井の明かりにかわって無数に取り巻き、講堂内を照らしていく。

　それはたぶん、まやかしの炎だろう。というのも、煙の一つも上がらないからだ。

　ただ煌こう々こうと、すり鉢型に彫り込まれた広い空間を「幻炎」が染め上げた。

　そう、階段状に机や椅子が据すえ付けられ、遙はるか下に教きよう壇だんがあった。中央にぽつんと教卓も置かれている。

　なるほど、ここで学生輝士たちが集まって、講義を受けるというわけだ。

　たぶん、三百人ぶんくらいの席数はあるだろうか。けっこう広い。

　が、小型の自動車ほどもある棄竜の殻は、段差を降りられる仕様ではないようだ。

「ここまでだね～」

　扉を抜けたすぐ側で、光璃が棄竜の殻を停める。

　上に乗っていた少女たちが、わらわらと降りてきた。みんな、安あん堵どの表情だ。

　そうだ。俺も閉ざされた扉を振り返り、ほっとする。

「これで今夜は、棄竜に怯おびえずに眠れるか……」

　扉はかなり頑がん丈じようそうだ。たぶん、簡単に破られることはないだろう。なあ？　と俺は同意を求めて、少女たちに向き直るが。あ、あれ？

　棄竜の殻から降りたばかりの彼女たちは――なぜかもう、そこにはいなかった。

　みんな一斉に、階段状になった通路を駆け降りていく。

　はああ？　俺には意味がわからない。が、少女たちは誰もが必死だ。まさか、棄竜!?　俺もつられて駆け出した。

　でも、教壇の方へと降りながら振り返っても、あるのは棄竜の殻だけだぞ？

　いったい、どういう――？

「あったあああ―――！　やったじゃん！　最高ー！」

　理由がようやくわかったのは、下まで降りきった少女たちに追いついてからだった。颯綺が指を鳴らして大喜びする。

　なに？　教壇の脇にあったのは、男女別の記号が描かれた二つのドアだ。

「トイレか？　いや、これって」

「シャワールームだよ～、クロガくん！　うふふ」

　嬉しそうに光璃が微笑ほほえむ。

　シャワー!?　俺はとにかくびっくりする。

「……え、こんなところに？」
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「ここでは施し設せつごとに、こうしてリフレッシュできる設備があるんです。というのも、最も必要なものですし。むしろ根こん拠きよ地ちとして選ぶなら、シャワーくらいは使えないと！」

　――紅那クレナの告げたとおり、ここでのシャワーはありがたいものなのだろう。

　だから。

『ほーら、アンタ！　そんなんじゃ髪かみの汚れまで取れないでしょー？　アタシがやったげるからこっちおいで！』

『？　わたくしは気にしないですが？　かまわないでいただきたいです……ひゃうっ!?』

『生意気なんだから、愛ア理リ砂サって！　ほれほれー！　にへへ』

『颯サツ綺キ？　無む理り強じいは禁止ですよ。嫌がってますし、やめてあげたら？』

『ぶー。別に無理矢理じゃないもん！　乙女おとめはね、いつ何時でもオシャレでいる必要があるんですーだっ。ねえ、光璃ヒカリ？』

『うん？　そう～？　どうでもいいよ～。ワタシは意識したことないし？』

『……そうだった。光璃は努力しなくても、そのおっきなオッパイがいっぱいだもんね。男の子、超ちよう魅み了りようしちゃうもんね……』

『男って……颯綺ったら。そもそも私たち以外には、クロガ一人しかいませんのに』

『クロガだって男の子じゃん！　ちょっと記憶なくしてるし、頼りがいがまったくないけどさー。とゆーか紅那もこの中じゃあ二番目に胸大きいんだし、口挟む権利なーし！』

『!?　な、なにを、颯綺!!　え、エッチなのは禁止ですよ！』

『ふーんだ。あ、静シズ九クならアタシの気持ち、わかるよね？』

『ふえっ？　いえ、あの……！　あ、あたしそもそも、そのう。男の人とか苦手だから、そ、そんなの考えたこともっ』

『ま、前が見えないのですが！　わたくしの髪、どうなっているのですか!?　はわわっ』

　シャワールームの薄いドア越しに、少女たちのはしゃぐ声が聞こえてきた。

　うん、外にいる俺の方にまで丸聞こえだ。こっちが赤面してしまう。

「か、勘かん弁べんしてくれよ……」

　俺はさすがに気まずくて、シャワールームの前から離れた。

　いや、いくら扉のついた講堂とはいえ――いざというときのために、俺は一人、見張りとして残されたのだ。シャワーなんて後回しだ。

　どのみち俺には、それくらいしか役に立てないのだから。

　でもさ、あの。あんまり緊張感のない会話は、しないで欲しいな。

　一人で気を張ってる俺が、バカらしくなるぞ？　やれやれ。

「けど……そういえば、初めてだよな？　こんなの」

　しかし、俺はふとそう感じる。彼女たちがあんなに気を緩ゆるませているのは、初体験だ。

　きっともともとは、この学園でもそれが普通だったのだろう。

　――棄き竜りゆうが暴走するまでは。

　俺はちっとも覚えていないけれど、その日常の中にたぶん、俺もいたんだ。だけど。




「ぼ、くの、かわりに……！　君が、守、れっ……『彼女』、を！」




　今の俺は、彼女たちのように開放的な気分にはなれなかった。

　常に頭をよぎるのは、俺に託されたあの言葉。それは記憶のない俺にとって唯一の、与えられた「役割」の指針だ。

　相変わらず『彼女』というのが誰なのかは、わかってない。けれども俺は死んだ雪ユキ司ジさんにかわって、その誰かを守らなくちゃいけない。

　いいや、守るだけの力を、せめて身につけておかなければならないんだ。なのに――。

「武ぶ輝きも使えない輝士なんて、そんなの、ないだろっ」

　自分に悪あく態たいを吐つきながら、俺は階段状になった通路を上り、棄竜の殻からの置かれた扉近くにやってくる。平らな空間が教きよう壇だんの周囲以外には、ここくらいしかなかったからだ。

　そこで俺は、両手で大たい剣けんを真っ直ぐ構えた。

　今の俺じゃあこの封ふう殻かくごと、棄竜に叩きつけるのが精一杯だけど。

「そうだ。俺だって、輝き士しなんだ」

　そのはず、だから。忘れているだけで、俺にも輝キ刃バがつくれるはず！

　きっと練習を積めばできるようになるだろう。――しかし。

「ダメだ……！　どうすればいいんだ？」

　いざ構えてみたところで、やっぱり俺にはできなかった。《結晶マテリア》とただ連呼しても、無意味なことはもうわかってる。

　問題は自分の中にあるはずの輝き力りよくを、手にした武輝へとうまく流し込むこと。そして封殻いっぱいに満たし、爆はぜさせればいい。

　だけど、まずその輝力をどう感じたらいいのやら。

「ほんとに……できるのか？　俺にも」

「できますよ、クロガ」

「！」

　ふいに声をかけられて、俺は慌あわてて振り向いた。

　そこに、まだ少し濡ぬれた髪を肩に落とした、金髪の少女が立っていた。

「紅那？　も、もうシャワーから出てきたのか！」

　一瞬、どきりとさせられる。たぶん金色の髪を下ろし、鎧よろいを脱いだままだからか？

　脱衣所にでも置いてきたのだろう。かわりに、いつもは隠れている紅那の女性らしい体のラインが、白い服越しにもはっきりとわかり――ああ、もう！　俺はやっぱり、どぎまぎとするのだった。

「他のみんなはもう少しゆっくりしてますけど、私は、その。べ、別にクロガのことが気になったから、早く上がったわけではないですからね？」

「え。う、うん。そうなんだろうけど……」

「わ、わかればそれで、問題ないです！」

　紅那の頰ほおがなぜか上気してるのは、シャワーを浴びたばかりだからか。それとも、ちょっと怒ったからか？　俺を軽く睨にらんでくる。

　えっ。いや、俺、そんなに湯上がりの紅那をじろじろ見てないよ？

「あ、あの。紅那？」

「そっ、そんなことより、武輝の使い方ですよね？」

「あ、うん。俺にもできる、って」

「いろいろあってきちんとレクチャーしてませんでしたが……ええと。学園での実技の最初に、武輝の扱い方はこう教わるんです。まずは自分の輝力と向き合うべし、って」

「？　向き合う？」

「そう。自分の中にある輝力の属性がどういったものかは、それこそ己自身が、最もよく知ってるはずです」

　紅那が腰から外したのは、自分の刀型武輝だ。鎧こそ身につけていないものの、彼女は当たり前のように武輝だけは装備していた。きっとそれが、輝士としての紅那の信念なんだろうな。

　その彼女は「こう」と刀を握りしめ、静かに両の瞼まぶたを降ろした。

「集中して、目を閉じて、問いかけるんです。自分の内側に。そうすればきっと、五属性のうちのなにかが見えてくるはずですよ」

「見える？」

「ええ。私の場合は、炎が見えるんです。瞼の裏を、焦こがすような」

　すー、はー。紅那が目をつむったまま、ゆっくりと深呼吸する。

　俺ももちろんそれを真ま似ねて、瞳ひとみを閉じた。

　本当に見えるのか？　俺は信じてみるが――くそ！　やっぱり、なにも見えない。

　ただ真っ暗な闇やみだけが、どこまでも広がるのみだ。

「……ダメだ。俺には、わからないよ」

　溜ため息いきとともに、俺は目を開けて首を振る。しびれるまで固く瞼を閉じていたのに、さっぱりだった。

　なぜ？　紅那たちの誰もが、簡単にできることなのに！　悔くやしくて、自分自身が情けなかった。思わず、握る大剣の柄つかに力が入る。

　すると、その上にやわらかな手が重ねられた。

「えっ。く、紅那？」

「たぶんクロガができないのは、記憶と一緒に自分自身を失っているせいです。輝力は、自分そのもの。拒こばまないで」

　ほら、と刀を収めた金髪の少女が、俺の後ろから腕を伸ばして指導する。

「武輝に使われている輝き金きん属ぞくが、うまく導みちびいてくれるんです。でもね、颯綺が言ったこと、憶おぼえてますか？　『馴な染じむ』のがどうとか」

「あ……」

「今はできなくても、この武輝がクロガに馴染んでくれば、《結晶マテリア》化もすぐにできます。それに、さらに言葉をのせて……輝法を使いこなすことだって！」

　鎧を脱いだせいだろう。お互いの体が自然と密着して、俺はどきりとしてしまった。

　それは紅那も同じだったか。はっとして、彼女は慌てて俺から離れた。

　うわ。まいったな。なんか、妙な沈黙が訪れる。

　いや、どきどきしてる場合じゃなくて――。

「ありがとう、紅那。いろいろ教えてくれて」

　俺はきちんと礼を言った。

「すごく助かるよ。俺なんか、記憶がなくて、ほんとみんなの足を引っ張るばかりなのに。……最初に紅那と出会えたことが、幸運だったのかも」

「えっ」

「君と会えてよかった。紅那」

　本当に。俺は素直な気持ちを彼女に送った。

「べ、別に！」

　紅那はぷい、とそっぽを向いたが。

「輝士なら当たり前のことですし。ええ、これは当然の行為なんです！」

「あ……そうなのか？」

「な、なんだったら私以外の、他のみんなにも頼んでみれば？　きっと私と同じように、これくらいの相手ならしてくれますよ」

「へ？　そう？　でも」

　じゃあ他に、誰に頼んだものやら。そう思い、つい視線をシャワールームのある、講堂の下の方に向けたときだった。

「では、わたくしがお相手しましょう。クロガさん」

　は？　――いつの間にそこにいたのか。見覚えのあるピンクのリボンで、赤い髪をびっちり巻かれた愛理砂が立っていた。

　突然の出現に俺も紅那もたじろぐけれど、神出鬼没なのはいつものことか。

　いや、もしかして慌てて颯綺の魔の手から逃げてきたのか。鎧も装着していないし、慌てて着たらしい白服は、袖そでがだぼっと余っていた。どうやら普段は折っているらしい。

　足なんか、ブーツも履はいていないていたらくだぞ？　また、小さな肩を乱れた呼吸で上下させていた。

　それでも、愛理砂も輝士である。その手には、武輝の短剣が握られていた。

　いいや。それをいきなり、振り上げて――！

「!?　うっわ！」

　咄とつ嗟さに俺は大剣とともに動いていた。反射的に、愛理砂の一撃を受け止める。

　そう、彼女はいきなり襲おそいかかってきたのだ。封殻のままとはいえ、二つの武輝は鮮やかな火花を散らした。金属音が講堂内に響き渡る。その衝撃は、本気だぞ!?

「噓だろ、愛理砂!?　な、なんでっ！」

「ですから、武輝を使いこなしたいのですよね？　それには実戦が一番ですから」

　愛理砂はしれっと応える。が、空いた手は鬱うつ陶とうしそうに、髪に絡からむリボンをしきりに引っ張っていた。

　違う。これ、颯綺にやられたぶんの、憂うさ晴ばらしじゃないの!?

　けれども愛理砂は止まらない。

「ちょっと、やめなさい！　愛理砂！」

　さすがに紅那が割って入ろうとするも、小柄な少女はお構いなしだ。短剣を大剣の上で滑すべらせて、いっそう深く斬り込んでくる！

　うわ!!　俺の体が反射的に飛び退のいた。無む我が夢む中ちゆうで下がりながら、愛理砂の攻撃を二度、三度と大剣で防ぐ。最後には、講堂の机の上に駆け上がり、うまくかわした。

　自分でも驚くほど素早い動きだ。慣れてる？　俺はそんなことを感じ取った。あのバイク型棄竜と戦ったときと同じだ。

　やっぱり輝士として、きちんと修練を積んでいたのか？　体が勝手に動くんだ！

「ふむ。なかなかですね」

　襲ってきた愛理砂も、少し感心したような顔をする。そして。

「では、わたくしも本気モードです！」

「は？　……ちょ、ちょっと待って、愛理砂あ!?　うわああああ――――！」

　今までは手加減してたってこと？　なんて思った直後には、俺は階段状になった机の上を、派手に転がり落ちていた。

　愛理砂の猛攻に押され、一気に下まで追いやられ、最後には足を滑らせ落下したのだ。

　ただそこに、風が吹いて俺の体が受け止められる。

「なにやってんの、もうー!?　危ないじゃん！」

　シャワールームから出てきた颯綺が、咄嗟に風を操ってくれたようだ。助かった！

　けれども、教壇の前に倒れた俺の頭を、愛理砂の裸足はだしの足が踏みつけた。

「今回はこれくらいにしておきますか、クロガさん」

　――いえ。もう勘弁してください、ほんとに。




「痛てて……打ち身になっちゃったよ。うう」

　俺もみんなに遅れて、ようやく男子のシャワールームに入った。

　中はたぶん、女子の方とは同じ設備になっているんだろう。トイレの個室付きの広い脱衣所がまずあって、その奥にずらりとシャワーのブースが並んであった。

　シャワーブースは間仕切りのみの、とても簡かん素そな造りをしている。脱衣所だって似たようなものだ。壁の両側に、スチール製のロッカーのような細長い棚が並んでいた。ここに脱いだ服や鎧を放り込めばいいのだろう。

「？　武輝は……ロッカーの扉の外、か？」

　細長いスチール扉にフックやベルトがつけられていて、俺はそこに大剣を引っかけた。いや、さすがに狭いロッカーの中には、この二メートル近い武輝は入りそうになかったからだ。きっとこう使うんだろう。

　そしてロッカー内にも、網目のネットが張り巡らされ、そこに無数のフックがあった。

「これは、鎧を引っかけるのかな？」

　確かに脱いだ鎧はけっこう邪魔で、そのままだとロッカーの下の方でごちゃっとする。そこには同じく網あみ目めの脱だつ衣い籠かごがあったので、脱いだ黒服を放り込んでおいた。ポーチは逆に、上の方にあった棚にのっけておく。たぶんこれでいいんだろうな。

　そして目に付いたのは、ロッカーの表についた番号と、その下のごつい扉のロックだ。うん？　まあ、大剣の重みがかかっていることもあり、俺は扉をきちんと施せ錠じようした。

　すると――うわ、なんだ？

「！　シャワーが？」

　いきなりシャワーブースの一つから、じょろじょろと水が吐き出され始めた。それはすぐにお湯へと変わってか、白い湯気を纏まとわせる。

　なんで？　戸と惑まどいながらも俺は、全裸のままそのブースへと近づいた。いや、どのみちシャワーを浴びに来たんだから、問題はないんだけれど。

　ただ、そのときようやく原因を悟る。天井の穴から滝のようにお湯を出すブースには、大きく番号が刻まれていた。あのロッカーにあった数字と、同じものだ。

「そうか！　これ、ロッカーと連動してるのか？　へえー」

　きっと効率よく、シャワーを浴びるためのシステムなのだろう。もちろん俺はありがたく、頭からお湯をかぶった。

　ただのお湯ではなく、どうやらボディソープかシャンプーのような成分でも入っているらしい。肌を流れるお湯は自然と泡立ち、ふわりといい香りがした。

　こういうのも、あの地上にある王城から制御されてるのかなあ？　まあ、輝法が使えない俺にとっては、自分の輝力を注いだりする必要がなくて助かるけれども。

　しかし、そのぶんすべてが一方的に行われる。

「あれ？　も、もう終わり？　……うわっ！」

　どうにか全身を洗い流せたと思ったら、いきなりシャワーのお湯が止まる。すると今度は温風が天井から俺を叩いた。

　うっぷ！　けっこう強い風だぞ？　思わず息を止めてしまう。が、あっという間に体や髪についていた水滴が振り払われた。うわー、全自動じゃないか？

　――それはなんと、ロッカーの中も同じ仕組みだったらしい。

「お、おおお？　服が！」

　きれいになってる？　俺はロッカーの扉を開けて、その変わりように驚いた。

　雪司さんから受け継いだ黒服は、目立たないものの、乾いた血の汚れがあちこちに着いていたはずだ。けれども無む造ぞう作さに籠の中へと突っ込んでおいたそれには、汚れの一つもなくなっていた。それどころか手に取ると、ふんわりとあたたかくて――。

「洗せん濯たくされたみたいだ……いや、これ、洗濯乾燥機になってるのかよ？」

　いそいそと服を着ながら、最後に鎧を摑つかみ取り、俺はその表面もぴかぴかになっていることに気付く。そうか、シャワーを浴びている間に、洗いと乾燥が行われたのだろう。ロッカー背面の網目に触れると、温風のぬくもりがまだ残っていた。

　ここから水や、風が噴き出たってことか。しかもちょうど、ポーチを収めた上部の棚の背後は、網目になっていない。

　へえ、ここだけは濡れないようにつくられているのかも。俺は感心しながらも鎧を着け直し、最後はもちろん大剣を手にして、シャワールームを後にした。

　ただ、講堂の中へと戻ってくると――。

「あれ？　暗い？」

　講堂の天井からの輝きが、完全に失われていた。出てきたシャワールームの明かりが自動で消えると、もう紅那のつくった幻炎の光しかない。

　十三階層学園に「夜」が来たんだ。

　いいや、なによりも――静かだった。

「一つ！　輝士とは全が、個に勝るものである！　……な、なんてね？」

　そうやって教卓で、先輩輝士の講義の真似をしていた紅那たちは、今やその周囲で雑魚寝していた。ポーチから取り出した、折りたたみ式の薄いポンチョにくるまって、もうすやすやと寝息を立てている。それだけみんな、疲れ果てていたんだろう。

　いや、その中で、一人の少女だけがまだ起きていた。

　ほどこうとして自分ではできなかったのか、余計に髪にリボンを絡ませた愛理砂だ。

　彼女は俺を見つけて、ふわ、と小さくあくびをする。

「交代は一時間ごとに。ちょうど赤輝士の炎が一つ消える頃合いです」

「え？」

「では、後は他の者に」

　こてん。愛理砂はそのまま、床に敷いたポンチョの上に倒れ込んだ。

　ぎょっとして側に近づくも、すでに彼女は寝入っていた。

「すー……すー……」

　淡い幻炎の明かりの中、起きているときとは別人の、幼げな愛理砂の寝顔が見えた。

　さすがに起こすのははばかられる。確認しなくても、伝えたいことはわかったし。講堂の壁で燃える幻炎の輝きは、六つだった。

「確か、学園の夜は六時間だっけ？」

　俺は紅那が教えてくれたことを思い出す。そして彼女が輝力を注ぎ込んだ幻炎は、ゆっくりと効力を失い、一つずつ消えていくのだろう。およそ、一時間ごとに。

　それを目安に、俺たちは交代しながら見張りをするんだ。最悪の事態に備えて。

　俺は大剣とともに、彼女たちから少し離れて、据え付けられた長机の一つに腰掛けた。

　そうだ、学園の夜はたった六時間しかない――。この地下の空間で、あえて昼夜が用意されているのは、単純に運営側である王城の都合によるものらしいが。

　学園の機能を維持するために、城から輝法使いたちにより、輝力が注ぎ込まれている。が、夜間はさすがに人出を減らすため、供給の節約が必要となってくるようだ。

　ただ、六時間というのは――棄竜を夜行性にしないための、ぎりぎりの時間配分なのだという。

「闇の中での戦闘は、輝士にとってあまりにも不利ですから……」

　紅那がそう教えてくれた。もともと地下に巣を構える棄竜にとって、夜行性が本来の姿のようだが、あえて昼間の時間を長くして光に順応させたらしい。そのぶん、棄竜たちは暗くなると比較的おとなしくなる。

　もちろん、絶対ではない。だからこそこうして講堂にこもったものの、当然のように見張りがいるんだ。

　それでいてこの限られた時間内で、俺たちも休息を取らねばならない。

「……けっこう、きついな」

　俺は大剣を抱いて、ついぼやいた。

　さすがに疲れ果てていた。今日は俺にとって、いろいろなことがありすぎたから。

　それでも俺が生き延びられたのは、みんなに助けられたからだ。紅那と出会い、颯綺や愛理砂、静九に光璃とこうしてここで寄り添っている。

　だけど、武輝の使い方すら忘れた俺が、なんの役に立っただろうか？

「くそ」

　大剣の重みが嫌でも、俺のかわりに息いき絶たえた雪司さんを思い出させる。あの人の遺い志しを、俺は継がなければならないのに――。

　己の無力さを嚙かみ締しめているうちに、ふっと幻炎の輝きが一つ、消えた。

　交代の時間だ。でも、俺はそのまま見張りを続ける。

　教卓の周囲で、ぐっすりと眠り続ける少女たちを、誰一人起こせなかったから。

　また、今の俺にできることは、せいぜいこれくらいだったから。
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　それでも、いつしか限界を迎えていたようだ。

「起きて、クロガ！」

「……！　はっ」

　強く揺ゆさぶられ、俺はがばりと顔を上げる。

　一緒に動いたのは、かけられていたポンチョだった。えっ、これは？

　自分のじゃない。その証拠にそれは、目の前に立つ少女によって回収される。

　俺を起こしたのはその金髪の少女、紅那クレナだった。

「もう朝ですよ。いつまでも寝てる場合ではありませんから」

「！」

　遅れて、俺は講堂内がすっかり明るくなっているのに気が付いた。また、長机に腰掛けたままの姿勢で眠ったらしい。背中や首の筋肉が、すっかり硬かたくなっていた。

「し、しまった。俺、うっかり寝ちゃって……ごめん！」

　もう、他の少女たちも起きていた。「朝」を迎えた講堂内では、静シズ九クが朝食の用意をしているところだ。その周囲に、颯サツ綺キも愛ア理リ砂サも光璃ヒカリもいた。

　だけど、彼女たちの誰も俺を責めようとしない。

「一人で背負い込まないで、クロガ」

　夜は降ろしていた髪を束ね直しながら、紅那が俺を少女たちのもとへと誘う。

「ちゃんと休息を取ること。それも、立派な輝士としての務めですよ」

「あ……」

　だから、なのか。つい眠り込んでしまった俺を、そのまま放っておいてくれたのは。

「……。かなわないな」

　きっと、そうだ。姿勢が悪かったせいで体は痛むが、短時間ながらもぐっすりと眠れたらしい。疲れは意外に取れていた。

　あとはちゃんと食事を取ること、なんだろうな。

　俺は大剣を持って、ようやくみんなの輪の中に入った。

「世界に根ざす運うん輝きの神様、また今日もご飯が食べられます。ありがとうございます」

　そして静九のそんなお祈りの後で、俺たちは食事にありついた――。

　青い鍋なべでつくられたのは、やはり棄竜の肉のスープだった。たぶん肉をなるべく節約するには、これしかないんだろう。

　ただし風味は昨日とまた違い、飽きなかったが。静九が調理で一工夫したらしい。

「ええと。肉のストックは、たぶん、あと五日保もてばいい方だと思います……」

　その静九が、決定的な分析をする。

　そう。これが俺たちの現実だ。――だから俺たち六人は、すぐに出発の準備を始めた。

　ポンチョをポーチに仕し舞まい込み、鎧と武輝を身につける。ああ、この根拠地を俺たちは後にするんだ。

　こもるのに好都合な講堂だったが、いつまでも第二階層にいても仕方がない。

　食料だって限りがあるから、どうしたって外に出ざるを得ないんだ。

「なになにー？　結局、アンタも一緒に来るんじゃーん」

「……その気になればいつでも離れるつもりですが、なにか？」

　からかう颯綺を、愛理砂がリボンを突っ返しながらあしらった。

　どうやら一応、変わらず愛理砂も行動を共にするらしい。

　それでも俺たちは属性がばらばらで、輝力を束たばねて強化することができなかった。

　だからこそ早急に、他の輝士と落ち合わなければならないんだ！

「みんな、聞いてください。次に私たちが目指すとしたら、ここです」

　準備を終え、講堂の扉の前で集まった俺たちに、紅那が地図を広げて見せた。

　端に「０３」と刻まれたそれは、第三階層を示すものか。その一点を紅那は指した。

「『プール』だね～。うん、なるほど！」

　大きな胸を揺らして、ぽんと手のひらを打ったのは光璃だ。

「ここを、次の根拠地にするんだね～」

　根拠地？　プールを？　確かに地図のそこには、なにやら円まるく大きな空間があるが。

「え。そんなものまであるのかよ。この、地下に？」

「どんな状況下でも、戦えるのが輝士というものですから。そのための訓練施設の一つですよ」

　紅那が説明し、颯綺がリボンを結びながら「そーそー」と頷うなずいた。

「第三階層は水を使った訓練施設ばっかなのよねー。仕掛けをつくりやすいんだっけ？」

「生活用水を簡単に利用できるからね～。システムとしては効率的なんじゃないかな～」

　そう言うのは光璃だ。

「でも、あの、ええと。こんな見晴らしのいいところを、なぜ根拠地にするんですか？」

　一方、静九がおどおどしつつも首を傾げる。

　そうだ。確かにプールなんて場所で、棄竜に襲われたらどうするんだろう？

「むしろ、見晴らしの良さが利点になると思ったんです」

　けれども紅那は笑顔で応えた。

「プールの上に、十字の形に橋が渡り、棄竜も必ずそこを通ります。先にこちらが見つければ、他の橋から退避して、ほら。プールと繋がる無数の通路に退避できますし」

　なるほど。俺は紅那の示す、地図上を確認した。――確かに円形空間からあちこちに、通路がたくさん繋がっている。要は逃げ道の確保がたやすいってことか。

「それに橋の上には、更衣室が十分な数つくられてます。大勢が寝起きするには最適な場所ですよね？　特に第三階層の中では。つまり……」

「ふむ。ここに、生き残った者たちも集まってくる可能性が高い、ということですか」

　察したのは愛理砂だった。

　集まってくる？　他の輝士が？　ああ、だから――。

「このプールに向かえば、他の輝士と合流できるのか！」

　俺がわざわざ口にするまでもない。もうみんな、そのことを理解していた。

「行きましょう！」

　紅那の一言で、動き出す。光璃が真っ先に、装甲の穴から棄竜の殻に乗り込んだ。武輝のレバーを握りしめる。

　棄竜の殻の上に飛び乗るのは、颯綺だ。遅れて静九が這い上がり、愛理砂も続いた。

　俺は変わらず徒歩だけど。いや、もう一人――紅那もまだ棄竜の殻に乗っていない。

　彼女は講堂の扉に取り付いていた。その向こうの様子を探り、鍵に輝力を注ぐのだ。

　やがて「大丈夫！」と、紅那が扉を弾けさせた。

　俺たちはついに、講堂から外に出る。

「まずこの第二階層から、第三階層へと降りないと。光璃、針しん路ろは……あっちです！」

　さっきのとは別の地図を取り出して、金髪の少女が拓ひらけた通路を指し示す。

　たぶん、第二階層の地図だろう。

　そうだ。プールに向かうためにはまず、下へのハシゴを目指さなくちゃいけないんだ。




　――ところが、なかなかうまく行かないものだ。

「うにゃー！　な、なんで、こーなるのよーっ」

　地図に記された「▼」マークまであと一息、というところで棄竜の殻は停止する。

　小声で悪態を吐いたのは、いち早く風の動きを読み取った颯綺だった。

　そう、彼女は棄竜の気配を感じたんだ。それは通路を折れた、その先らしい。

「索さく敵てきに出ます！」

　紅那が棄竜の殻から降りて、仕草で示した。うん？　誰か一緒についてこい、かな？

　とりあえず、他の少女たちより先に俺が反応した。紅那と一緒に気配を殺しながら、みんなを残して通路を進む。

　まずは角の壁かべ際ぎわからそっと、紅那が様子を窺おうとするものの――。

　次の瞬間、ばっと彼女は慌てて頭を引っ込めた。なに？　見つかった？

　いや、違うようだ。彼女は壁に背中を張り付かせたまま、人差し指を一本立てて、首を軽く横に振る。

「一体ではないですね……」

「えっ」

　敵は、数体？　俺はようやく意味を悟った。

　が、どうする？　相手が複数なら、こっそり様子を見ることすら至し難なんの業わざだ。それだけ見つかる危険性が高いのだから。

「数は？」

「……わからないです。はっきりとは」

　見えなかった、という表情を紅那がした。

「でも風属性の颯綺なら、この距離でも空気の動きで、棄竜の数くらいはわかるかも？」

「あ、あのあのっ。あ、あたしにやらせてもらえますかっ？」

　そのとき、一足遅れて現れたのは、なんと臆おく病びような静九だった。

　いや、たぶん俺とほぼ同時に走り出していたんだろう。ただ途中で、近くにあった配管のバルブを捻り、両手に水をすくい取っていた。

　それが静九の手の中で、薄い形に変化を遂とげる。

　俺にはひっ、と怯えたものの――彼女は気丈に、それを紅那のもとに差し出した。

「み、水でつくった鏡かがみです。これを使えば、こそこそしながら見れると思うんですっ」

　鏡？　わ、確かにそうだ。薄く伸ばされた水の表面は、きちんと景色を反射している。

　それをすぐに、静九は屈み込むようにして、通路の角の足元にかざした。

「なんてアイデア!?　静九、助かります！」

「い、いえ。だって……あたしも、怖いですから……」

　静九は震えながらでも、精一杯の笑みを紅那に向けた。

　そうだ。臆病そうに見えても、彼女だって輝士なんだ。生き残るためなら、自分にできることをすべてやる。それだけのこと。

　俺も背中の大剣の重みを感じながら、紅那と一緒に鏡の中を覗き込んだ。

　そこに、拓けた空間に陣取った、大柄な棄竜の姿を発見する。一、二――？

「四体！」

　紅那が数えて、青ざめた。

　うわ。確かに、四体もいる！　多すぎるだろ！

　いいや、なにより最悪なのは、そいつらのいる位置だった。

「しかも階段を押さえられてる？　ちょうど、取り囲むように集まってて……」

「？　階段だって？　ハシゴじゃなくて？」

「ええ。第二階層以降では、輝力を注がなくてもすぐ降りれるよう、階段となってるんです。ここは規模が小さいですけど、資材の搬はん入にゆうができる大きな階段もありますよ」

　そうなのか。俺は改めて、鏡越しに状況を確認した。

　四体の大柄な棄竜たちは、眠っているかのように動いていない。だがその中央にはぽっかりと、下へと続く穴が空いていた。あれが、第三階層へ降りる階段？

「あ、あと一歩なのに……ううう」

　水鏡を支える静九が、涙を溜めた。

　そうだよ。なんでこんな、階段の側に棄竜が!?

「……どれも、巨重ニーズホツグ級？　たぶん下に向かった輝士を追いかけて、でもあの巨体ではこのサイズの階段を降りられず、ここで足止めされたんですね」

　俺の横で紅那がなにやら分析する。

　うん？　そういえば――俺もあることに気付く。大柄な四体の棄竜たちは、どれも共通のモチーフを持っていた。それが同じ、巨重ニーズホツグ級ってことか？

　でも、俺に言わせれば、あれは。

「『建機』型だ」












「えっ。クロガ？」

「あ。つまり建物をつくったり、壊こわすときに使われる建設用機械のこと、なんだけど」

「！　それは、また棄き塊かいの知識？」

「う、うん。前面に鉄のバケットをつけてるのが、ブルドーザー。その隣となりの、鋭えい利りな爪を持つのはショベルカーだと思う。奥にいる右側のヤツが、キャリアを背せ負おったダンプカーかな？　で、左奥の一番でかいのが、クレーン車だよ」

　たぶん、間違いない。俺は鏡に映る、すべての棄竜を判別した。

　もちろん、似て非なるものだ。だってどれも、金属と樹じゆ脂しの寄せ集まった、奇きっ怪かいな外観をしていたもの。けれども伸びたアームの特徴などで、どうにか見て取れたんだ。

　だけど、そんな細かいことを言っても、側にいた紅那や静九にはわからないらしい。

　むしろ静九などは、怯おびえるように水鏡の表面を震わせた。――彼女たちにとって機械、いや棄塊というものは、未知のものでしかないんだ。それでも――。

「……。くそ、あいつらの足元、すり抜けられたら早いのに」

　俺はつい、ぽつりとそんな独白を漏らした。

　えっ、と息を呑のむのは紅那だ。

「そんなこと……。いえ、でも」

「あ、ごめん。俺みたいな記憶もないのが、思いつきだけで言っちゃって」

「いいえ、クロガ。……それ、できるかも」

　は？　意外な返答に困惑するのは、俺や静九だ。

「とにかく、一度戻りましょう。みんなのところへ」

　紅那が束ねた金色の髪をなびかせて、壁際から背中を離した。
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「……こうなったら、一気に突破しませんか？」

　棄竜の殻のもとに戻って、開口一番、いきなり紅那がそう提案した。

　なんだって？　追いかけてきた俺も静九も、あっけにとられる。

　ぎょっとして棄竜の殻の背中から滑り降りてきたのは、颯綺だ。

「突破？　棄竜がいるのに？　ちょっとちょっとー！　偵てい察さつして、どーだったの!?」

「土属性の巨重ニーズホツグ級が四体です。ちょうど、階段の周囲を陣取る形で」

「!?　く、紅那？　アンタ、それで強行突破って……マジで言ってんの？」

　はあ？　とさすがに颯綺が目を剝むいた。

　はっ、と鼻で笑うのは、棄竜の殻の上に立つ愛理砂だ。

「無理、無茶、無む謀ぼうです。おバカの発想ですね」

　うっ。そりゃ、そうだ。俺の思いつきでしかないんだから！

　しかし、紅那は堂々としていた。

「確かに、賭かけです。でも、成功確率の低いものではないですよ」

　すると彼女は、まだ水鏡を両手に抱えたままだった、静九の手元に腕を伸ばす。指先を水鏡に触れさせて、たっぷりと濡らした。

　その場で屈み込んだと思うと――ゴムの床に、指を滑らせる。

　四角を一つ。その周囲に、丸を四つだ。これ、階段と建機型棄竜の配置図か？

　そこに紅那は、少し離れて六つの点を書き加える。さらに先頭の一つに矢印を付け加え、明後日あさつての方向に引いた。

　同じく、棄竜を示す四つの丸にも、それを追いかけるように矢印を足す。

「これで、どう？　巨重ニーズホツグ級はどれも大柄で、固い装甲を持つもの。私たち六人だと、真正面からは太た刀ち打うちできない棄竜ですよね？　でもその短所は、体が重くて、遅いこと。だから一度引きつけて、階段の側から離すことができるなら……」

「あっ。隙すきをつくって、その間に階段へ滑り込むのか!?」

「はい、私たちの方が足は速いですし、あえて戦わないんです。それなら可能ですよね！」

　紅那がちょっと不ふ敵てきに微笑ほほえんだ。

　いや、それでもさすがに、すぐにみんなは納得できない。

「そ、そんな簡単にいくと思ってんの、これー！」

　颯綺がやはり嚙みついた。いや、愛理砂も腕組みをして、紅那の方を見下ろしている。静九はおろおろするばかりで、手の中にあった水鏡を動揺で揺るがせた。

　ただ、棄竜の殻の中から身を乗り出した光璃だけは、少々違った。

「確かに、理には適ってるよね～。ここの階段は資材搬入用と違って、狭いタイプのはずだもん。一度飛び込めば、体の大きな棄竜なら、追いかけてこれないしさ～」

　紅那に一票、とでも言うように、長い髪を掻き上げながら挙手をした。

　だが。

「でもそうなると、このガラクタ君は置いていくしかないよね～。……うう、むしろ遠回りして、別の階段から第三階層を目指す、って選択肢は考慮しないの～？」

　棄竜の殻に抱きついて、ねだるような上目遣いを光璃はする。

　あ、そうだ。確かにそっちも考えられるんだよな？

　だけど、紅那は首を横に振った。

「別の階段へルート変更したとしても、おそらくリスクは変わらないかと。その理由は……颯綺も見たとおりです。あの第一階層の、棄竜の大群を」

「！　あ……」

　促され、颯綺が大きく目を見張った。

　第一階層？　――そうか。俺も紅那の隣で、はっとする。

　学園が封鎖されたときに見かけた、あの大量の棄竜たちは、外に出られないままどこに向かった？　もちろん第一階層から、この第二階層へ降りたんだ！

　なら、第二階層をうろつくというのは、棄竜の群れとの遭そう遇ぐう確率を上げることになる。

　それは俺たち六人にとって、けっしてプラスの要素ではなかった。

「要するに、まだ四体程度で済んでいる、と考えればいいんです」

　そして、紅那の締めくくりが重かった。

　四体で少ない方かもしれない？　くそ、それが今の現実なんだ！

　なら、俺たちの選ぶ道なんて、一つしかないじゃないか。

「……うーん、しゃーないじゃん！　もー！」

　リボン頭を掻きむしって、颯綺が一番に腹をくくった。

「ま、アタシは足には自信あるからいーけどさ。それより……なんだったら、アタシが風を纏って引っかき回そっか？」

「颯綺？　それは、助かります！　でも、任せてもいいんですか？」

　紅那がわずかにためらった。

　たぶん彼女のことだ。もともとは自分がその役目を買って出るつもりだったんだろう。

　が、「いーって！」と颯綺がちらりと、上を見た。

「飛べるアタシの方が、捕まらない可能性は高いしさー。そうすれば足の遅そうな愛理砂だって、なんとか間に合うだろーし？　にへへ」

「……。わたくし、そんなに遅くはないですが？」

　颯綺に見上げられた愛理砂が、素っ気なく返答する。

　うん、たぶん愛理砂は遅くない。むしろいつだって、近づいてきたのがわからないレベルだもの。

「お、遅いのはあたしです。なにもないところで、転んだりしちゃいますし。あは、は」

　青ざめていたのは静九だった。

　けれども――彼女はふいに、手の中の水鏡を顔にぶつける。

　いや、ずぶ濡れになるのも構わずに、顔を洗ったんだ。

「でもやります！　が、がんばります！　ああっ、神さま！　どうかご加か護ごを……！」

　一方、さっそく動いていたのは光璃だった。

　棄竜の殻の中に一度引っ込み、なにやらごそごそとまさぐっている。やがて出てきた彼女が手にしていたのは、操縦席から引っこ抜いた杖型の武輝だった。

　それと、もう一つ。なんだ？　一抱えほどもある、リュックだぞ？

「重いよ～！　クロガくん、持って～？」

「へ？　……うわ、なに!?」

　いきなりこっちに投げられて、俺は慌ててリュックを受け止めた。って、お、重いぞ！　これ！　あわや落とすところだったが、どうにか両手で抱え持った。

　サイズは静九の背負う、棄竜の肉が入ったものより、一回り大きいくらいだ。でもたぶん、重量は倍以上あるんじゃないか？

「な、なにこれ、光璃っ？」

「うふふ。それはね～、いろんな棄竜の部品だよ！　学園内で拾って、ガラクタ君では使えなかった、ワタシのコレクションだよ～。これくらいは持っていかないとね！」

　光璃が鼻息も荒く力説する。

　コレクション？　いらないものばかりじゃないのか？　俺はリュックの口から覗のぞく機械をちらりと見て、閉口した。

　剝むき出しの基盤とか、束ねたケーブルとか、これだけじゃ使えないだろうに。まあ、いいか。下手に突っ込んで、余計に盛り上がられても困るし。俺はおとなしく、リュックを引き受けることにした。

「ついてこれますか？　クロガ」

　紅那が一応、確認する。

「うん、これくらいなら大丈夫」

　俺はリュックを片腕に引っかけ、強がってみせた。

　ああ、俺が走ればいいんだ。リュックはけっこう重たいし、背中には大剣があるけれど、どうにか走れる。いや、きっと男の俺でしか、こんなリュックを抱えて走れないぞ？

　でも、そうか。俺は少しだけ、みんなの役に立てるんだな――。
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　かくして俺たち六人は、紅那クレナの作戦を決行する。

　静シズ九クが再び水みず鏡かがみをつくり、通路の角で俺たちは待機した。

　確認するのはもちろん、四体の大型棄竜たちの動きだ。ヤツらはどうやら眠ったように動かない。動き回っていてくれた方が、タイミングを摑つかめていいんだけれども。

　――仕方ない、とばかりに紅那が大きく頷うなずいた。

「やったろーじゃんっ……！」

　深呼吸したのは颯サツ綺キだった。

　最初に、彼女だけが動く。きつく黒くろ髪かみにリボンを結び直してから、緑輝士の少女が一歩踏み出した。

　通路の角から外に出て、三本の柄を一つに繋つなげた槍やりを構える。そして。

「……輝キ刃バ、《結晶マテリア》ッ！　風よ、アタシとともに吹け――っ！」

　瞳ひとみと鎧よろいを緑色に輝かがやかせ、彼女の体が宙に浮いた。封ふう殻かくを弾はじけさせてできた光の刃やいばが、風の力で包んだのだ。

　だがその輝刃発動の破裂音が、静かだった四体の棄き竜りゆうたちを目覚めさせる。

　太い車輪と、ごつい履帯キヤタピラの軋きしみが、ゴムの床に響き渡った。

　跳ね上がった颯綺につられて、建機型棄竜たちが動き出したんだ。

　けれども俺たち、残りの五人はまだ動かない。我が慢まんする。

　ある程度相手を引きつけるために、あえて颯綺だけが先行する形を取ったのだから。

　大丈夫。相手はバイク型棄竜のように、速くはない。むしろ明らかに愚ぐ鈍どんだ。

「トローい！　ほらほら、こっちこっちー！　べーだ！」

　颯綺の元気な声が届いてくる。よかった、まだ無事だ。緊張の中、俺たちはわずかに安あん堵どする。

　同時に、それが「合図」だった。

　音もなく、二番手で飛び出したのは愛ア理リ砂サだ。

　順番は一応、紅那が決めた。足の遅そうな者を先に行かせるということで、三番目が静九、そしてリュックを預かる俺が四番目となる。その後ろが光璃ヒカリで、最後に殿しんがりを買って出たのが紅那だった。もちろん俺たちは愛理砂に続き、一斉に躍おどり出る。

　う、わ!?　初めて鏡越しでない、四体の棄竜たちを視界に捉とらえ――走りながらも、俺の体が緊張した。

　でかい。紅那が大柄な棄竜、と言った意味がわかる。そいつらはどれも、俺が呑のみ込まれていた冷蔵庫型棄竜よりも大きいぞ？　だが、そのぶん確かに動きは遅かった。

　天井近くに飛び上がった颯綺を追いかけ、階段の側から移動するその速度も、ゆっくりだったが。

　それでも颯綺に気を取られ、こっちには気付いていないようだ。このまま、いける!?

　いいや、それはさすがに甘かった。俺たちを見つけて、手前にいたブルドーザー型とショベルカー型が反応する。二体の履帯キヤタピラが唸うなりを上げた！

　まずい。その迫力に、思わず気け圧おされそうになる。

　けれども反転するだけで、大柄な棄竜どもは大変そうだ。

「止まってはダメッ!!」

　後ろから、紅那の言葉が俺たちを押した。

　そうだ。ここで足を止めるものかよ！　一度走り出したんだ、止まるのは階段に飛び込んでからのみ！

　同時に颯綺も風を纏まとって、追いすがるクレーン型とダンプ型の間をすり抜け、一気に舞い降りてきた。四体のうち、二体が俺たちの方に気を取られたのが功こうを奏そうしたんだ。

　狙い通り、というヤツか。ああ、別に、颯綺にだけ負担を強いたわけじゃない。

　遅れて飛び出す俺たちが、今度は囮おとりとなることで、颯綺もうまく逃げ出す手はずになっていたんだ。

「お先に失礼、です！」

　それでも最初に階段へ到達したのは、先頭を走っていた愛理砂だった。身軽な動きで、床に空いた四角い穴へと滑すべり込む。続いて、俺だ。

「だあ―――っ！」

　抱えたリュックのせいで汗だくになりながらも、なんとか二番目に飛び込んだ。

　いや、階段を踏みしめただけでは終わらない。俺と愛理砂は勢いのまま、十段以上階段を駆け降りた。

　後から来る少女たちのぶんの、スペースを空けるためだ。

　が、その後続が遅れてる？

「どいてどいてどいて―――――!!」

　三番目に飛び込んできたのは、三みつ叉またの槍に跨またがる颯綺だった。うわ！　緑に輝く切っ先があわや当たりそうになったものの、いきなりすぎて俺は身動きできなかった。

　もとよりこの階段ときたら、幅が二メートルくらいしかない。しかも左右には、申し訳程度に貧弱な手すりがついているだけだ。慌あわてて横に避けようにも、下手をしたら転落するぞ！

　だから、どうにかかわしたのは颯綺の方だ。

「ぎっ、逆ぎやく噴ふん射しやー！　……わにゃ――!?」

　巻き起こった突風が、階段にいた俺や愛理砂を強く叩く。

　緑輝士の少女が急制動をかけたんだ。しかし俺たちを避よけたものの、頭のリボンをはためかせ、階段の手すりを越えて横に落ちた。

「!!　さ、颯綺ぃ!?」

　大丈夫かよ！　俺は慌てて手すりから身を乗り出す。

　第三階層ももちろん、第二階層と同じく二十メートルもの高さがあった。俺たちのいる階段は、そこを何度か踊り場を設けて、くねくねと下まで伸びている。

　その足元で、風使いの少女はどうにか落下の速度を抑え込んで、無事着地できたようだ。「し、死ぬかと思ったああー！」なんていう、へばる声だけが届けられた。

　よかった。俺は胸をなで下ろす。

「おバカですね」

　憎にくまれ口を叩く愛理砂も、どこかほっとしたような顔をした。

　けれども、完全に安堵するにはまだ早い。

「ああん～、止まらないよ～！」

「へ？　……おわあっ!?」

　やわらかさとそれなりの重みが、突然俺にのしかかった。四番目に飛び込んだ光璃が、勢い余って俺に飛びついてきたのだ。

　女性特有の、肉感的でやわらかな衝撃を受け止めて、俺はどうにか階段で踏ん張る。あわや後ろにいた愛理砂まで巻き込んで、踊り場まで落ちるところだぞ？

　だいたい今は、彼女の豊ほう満まんな感かん触しよくを気にしている場合じゃない。

「って、な、なんで光璃？　静九はっ？」

　そうだ。途中で静九を抜いたのは覚えているけど、光璃は俺の後ろ、五番手だったはずだよな！　じゃあ、おさげ髪の臆おく病びような彼女は？

　俺はどうにか光璃から離れると、慌てて階段を駆け上った。

　四角い穴からわずかに頭を出したとき――遅れる、二人の少女たちの姿が見えた。

　息切れしながら走る静九と、その彼女のかわりにリュックを背負った紅那がいた。

　また、あいつ！　俺は紅那の行動に肝を冷やす。

　輝士は自分の命が一番大事だって、言ってたじゃないか？　なのになぜ、そんな危険を冒おかすんだ！　いや、それが紅那なんだろうけど。

「あと少し！　諦あきらめないで!!」

　紅那が静九の腕まで引いて、励はげました。

　ああ、そうか。紅那もさすがに、無理とわかっている行動はしない。足の遅い静九を引っ張りながらでも、どうにか余裕でこちらに飛び込んでこれそうだった。

　階段の穴からぐるりと第二階層を見回せば、わらわらとこちらに向かってくる四体の棄竜どもは、どうやらわずかに届かない。

　いける!?　最後の二人はぎりぎりで、無事に階段までたどり着けそうだった。だが。

「！　クロガっ！」

　ふいに紅那が、必死な顔で俺を呼んだ。

　へ？　その形ぎよう相そうに驚いた俺だが、直後、ぞくりと嫌な汗が背中に噴ふき出る。

　さっと俺を包んだのは、なにやら円まるい陰かげだった。

　反射的に後ずされたのは、たまたまだ。いや、半歩下がっただけで階段を踏み外し、あわや這はいつくばうようにずるりと倒れた。

　――轟ごう音おんが、階段と空気を激しく揺らしたのは、その直後だった。
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　なにが起きた？　階段で痛つう打だした俺が顔を上げると――階層の床の破は片へんが降り注いだ。

　ゴムが砕くだけ、焦こげた臭においが立ちこめる。

　噓、だろ？　俺はあり得ないものを目撃していた。

「！　か、階段が～！　クロガく～ん！」

　後ろで光璃ヒカリが、悲鳴のように声を上げた。

　そう指摘されるまでもない。俺だって、見ればわかる。さっきまでそこにあった、全体が淡あわく輝く天井に開けられた、四角い穴がなくなっていた。

　第二階層と繋がる階段の上部が、なぜか巨大な岩のようなもので、突然塞ふさがれてしまったのだ！

「なっ!?」

　俺は慌てて起き上がり、階段を駆け上がって岩に触れる。

　いや、これは金属の塊か？　直径二メートル以上はあるごつごつとした球体が、ここに叩きつけられたのだ。

　まだ静シズ九クと紅那クレナの二人が、ここまでたどり着けていないのに！

「待てよ……なんだよ、これ！　なんなんだよッ!!」

　俺は球体を必死に押した。

　が、ダメだ。びくともしない。一人の力じゃ動かせないんだ！

「手伝ってくれ！　光璃、愛ア理リ砂サ！」

　俺はすぐに、後方にいた二人の少女たちに助けを求めた。

「どきなさい！」

　そのときには、すでに愛理砂が駆けつけて、瞳と鎧を黄こ金がね色いろに染めていた。左腕から、短剣型武ぶ輝きを抜き放つ。

「岩ならわたくしの力で、動かしてみせます。輝刃、《結晶マテリア》！」

　封ふう殻かくを弾はじけさせ、愛理砂の手の中に、黄色く輝くソードブレイカーが現れる。その刃やいばを彼女は真っ直ぐ、球体に向かって突き立てた！

　――が、なに？　あの愛理砂の一撃が、球体の表面で弾かれた!?

「愛理砂っ？」

「これは……土属性の、棄竜の一部ですか？　同属性のわたくしの力を受け付けない!?」

　小柄な少女は慌てて下がった。

　えっ。棄竜の一部、だって？　これが？　俺は目の前の、金きん属ぞく塊かいを呆ぼう然ぜんと見上げた。

　いや、そうか。これって――！

「まさか、クレーン車の『鉄球』か!?」

　今になって俺は悟さとる。そうだ、きっと間違いない！　動きの鈍どんくさい建機型棄竜だったが、かわりに装備する鉄球を、こっちに向かってぶつけたんだ。

「バカだ、俺は！　クレーン車が混じっているのに、気付いてたのに！」

　こんなこと、俺なら予測できたはずなのに！　だが、もう遅い。

　こうしている間にも、時間だけが一秒一秒過ぎていく。

　それは逃げ遅れた静九と紅那にとっては、絶望へのカウントダウンだ。

　また、か。俺はあの、雪ユキ司ジさんの最期を思い出す。

　なにもできないまま、目の前で再び誰かが死のうとしていた。

　あんなのはもう嫌だ！　――嫌、なのに。

　俺にはなにもできないのか？　絶望が、胸の奥に渦うず巻まいた。




「ぼ、くの、かわりに……！　君が、守、れっ……『彼女』、を！」




　あのときの言葉が、俺の中で反響する。

　無理、なのか？　『彼女』どころか、俺は目の前の仲間さえ守れずに――！

「くそー！」

　やり場のない嘆なげきだけが、喉のどを突いた。

　そして――誰よりも早く諦めたのは愛理砂だった。彼女はいきなり、小柄な体で階段の手すりに身軽に飛び乗る。すると、そのまま外へと跳ちよう躍やくした。

　えええ？　そんな、落ちて、死ぬぞ!?

「愛理砂!?」

　しかし彼女は、自殺を選んだわけじゃない。階段からすぐ脇わきの壁に、黄色く輝く短剣を突き立てた。そのままずるずる、壁をゆっくり落ちて行く。

「わたくし、無駄なことはしない主義です」

　最後にそれだけを言い残して――。

　二十メートルはある高さを滑り落ち、階段の足元でへばる颯サツ綺キすら歯し牙がにかけず、愛理砂はあっという間に消えていった。

「ちょ、ちょっと愛理砂っ!?　おいこらー！　に、逃げるなー……！」

　颯綺の声だけが、第三階層に虚むなしく響いた。

　なんで？　いいや、愛理砂は「その気になればいつでも離れるつもりですが」なんて言っていた。今、そのときがきただけなのか。

　くそ！　だけど、気にかけてはいられない。それより、紅那と静九のことだ！

　でも、どうしたら？　俺は背中から大たい剣けんを引き抜き、邪魔な金属塊に叩きつけた。

　無我夢中で二度、三度――手を休めない。けれども、無理だ。《結晶マテリア》化できない俺の大剣は、輝キ刃バのつくれない封殻のままだ。何度打ち据すえたところで、金属塊の表面がわずかに崩くずれるだけだった。ダメだ、やっぱり俺の力じゃ、どうしようも！

　だから。

「クロガく～ん！　これ、どれか使えないかな～？」

「へっ？　……光璃？」

　呼ばれて俺は、振り返った。

　そこに、俺が投げ落としていたリュックをあさる、灰色の髪の少女がいた。

　取り出すのは、いくつかの機械だ。光璃が持ってきた、棄竜のパーツたちである。

「ワタシにはわかんないのばかりだけどね、クロガくんなら、もしかして～！」

「！　あ、ああっ！」

　俺はすぐさま光璃のもとに駆け降りた。すがるように機械の部品を確認する。

　本当に使えるものはあるだろうか？　なんて、考えている時間すら惜おしかったんだ。可能性がわずかでもあるなら、なんでもいい！

　そして俺は、光璃が無む造ぞう作さに脇に押しやった、粘ねん土どのような塊かたまりを発見する。

「待った、光璃！　それ、もしかしたら……！」

「え？　これ～？」

　俺は粘土を奪い取る。黒い半透明なケースに入った代物だ。その表面には「Ｃ－４」と刻まれている。まさか、これは！

　自分のことなど少しも思い出せないくせに、俺は文字の意味を理解した。

「Ｃ－４……『プラスチック爆弾』か!?」

「？　クロガくん～？」

「粘土状に安定化された爆薬なんだ。これのサイズでも、たぶん威力は十分ある！」

　金属塊を壊せるかも！　俺は即座に行動した。階段を駆け上がり、ケースからプラスチック爆弾を取り出す。やわらかなそれを金属塊の表面に押し当てて、貼り付けた。

　あとは――。

「必要なのは、起爆装置だ！　しまった、確か火を点けただけじゃ反応しなくて！　起爆には、瞬間的な強い発火が必要で……！」

　なんで俺は、そんな知識まで持っているんだろう。当然の疑問がわき上がるものの、今はどうだっていい！

「あ、そうだ！　光璃って雷属性なんだよな？　電気で派手な火花って、起こせるか!?」

「火花？　できるよ～。その固形爆薬を使うには、そうしないといけないんだね～？」

　皆まで言わなくとも、光璃がブーツの横から杖つえ型武輝を取り出した。

　さらに、その先端にくっついている、細い装飾パーツの一部を無理矢理もいだ。

「光璃？」

「封殻を使って、輝力を導くよ～！　輝刃のような形状維持はできないけれど、一瞬なら雷を飛ばせるんだよ。大きな火花を散らす程度には～！」

　さっそく彼女は、外した封殻の欠片を、金属塊に貼り付けたプラスチック爆弾に突き刺した。すぐに「下がって～」と、俺とともに階段を下へと降りる。

「行くよ、クロガくん～！」

　十分に距離を取ってから、光璃が大きく息を吸った。封殻の欠けた杖型武輝を真っ直ぐ突き出し、その瞳を紫色に輝かせる。

「《結晶マテリア》～!!」

　瞬間、紫の閃光が駆け上った。

　電撃がプラスチック爆弾へと導かれ――。

「!!　うおわあっ!?」

「きゃ～～～～！」

　爆風が俺たちを襲った。あわや二人とも吹き飛ばされ、階段から落ちるところだ。俺は大剣の重みで耐えて、光璃は折れ曲がる踊り場まで転がったものの、手すりに受け止められて助かった。

　その光璃が、なにやらわめく。え？　咄とつ嗟さに塞いだ耳から手を離しても、ダメだ。耳鳴りにやられて、今は音が聞こえない。

　いや、彼女がなにを示したかったのかはわかった。

　杖を振り回して、光璃は斜め上を仰いでいた。もうもうと粉ふん塵じんが舞い上がるそこに、もうあの巨大な金属塊はなかった。見事に吹き飛ばしたんだ！

　かわりにぽっかりと、見事な大穴が空いていた。もともとあった四角い穴よりも大きいぞ！

　予想以上の威力だった。くっつく階段の上部でさえ、横幅の三分の一を失っていた。

　――ああ、確かに威力が高すぎたかもしれない。

　やがてその向こうから顔を出したのは、第二階層にいた棄竜だった！　うわ、ショベルカー型だ！

「なっ……し、しまったあ！」

　穴を広げすぎたんだ！　鋭利なショベルを伸ばす棄竜に、駆け上がろうとした俺の足が嫌でも止まる。

　が、ショベルカー型棄竜は穴をこじ開けながら、こっちに向かって這はってくる。

　やばい！　俺は、使えもしない大剣を構えた。

　けれども、棄竜の履帯キヤタピラの足が、階段の幅には合わないようだ。目の前で大柄な棄竜の体が、大きく傾かたむく。

　だが俺は、そんな棄竜を前にして戦せん慄りつしていた。

　なぜ、こいつは突っ込んできた？　俺や光璃を優先したのか？　第二階層には、まだ紅那と静九がいるはずなのに――！　最悪な予想が、頭の隅すみにちらついた。

　わかってる。この逃げ道が塞がれて、どれくらいの時間が経った？

　その間に、あの二人はどうなった？

「嫌だ……」

　俺は認めない。頭を振って、余計な考えを振り落とした。

　紅那と静九の二人は生きてる。そのはず、なんだ！　だから！

「どけえッ！」

　俺はまだ、耳鳴りのする中で唸った。

「どけよ、そこを！　棄竜―――――!!」

　行かなきゃ！　それだけが俺の体を突き動かした。こちらを狙って蠢うごめき続ける鋼鉄のショベルに、思い切り大剣を叩きつける！

　しびれるような硬い手応えだけが返ってきた。封殻での一撃が跳ね返される。くそ、ダメだ！　反動で、俺は後方に弾かれて、階段の上で這いつくばった。

　やはり武輝を使えない俺じゃあ、無理なのか。そのことを痛感する。

　が、次の瞬間。赤い光が、伏せた俺の真上を走った。

　な、に？　それは輝刃の煌きらめきだ。

「紅那っ？」

　一瞬頭をよぎったのは、あの火属性の少女のことだ。

　けれども、違う。その一撃は第二階層からではなく、この第三階層より放たれたもの。

　――巨大な火柱が、ショベルカー型棄竜を包んだ。

「うわあああっ!?」

　すさまじい熱気に、俺は慌てて身を伏せる。棄竜の鋼の体たい軀くが沸ふつ騰とうし、あっという間に溶けて崩れた。ばらばらになりながら、二十メートル下へと落ちていく。

　そして俺の横を、何人もの人影が駆け上がった。

　それは、輝士だ。誰もが鎧と武輝を赤く染めて、第二階層へと飛び込んでいく。

　これは――！

「赤輝士の、集団……？」

　え、なんで？　俺はただ呆然と、彼らの背中を見送った。

　総勢、二十名以上はいるだろうか？

「……やったよ、クロガ！　にははー！」

　ようやく耳鳴りの治まった俺に、聞き覚えのある声が届く。

　振り返ればそこに、階段の踊り場の隅にいた光璃とともに、汗だくの颯綺がいた。

　一気にここまで駆け上がってきたのか？　息も絶え絶え、といった様子だ。

　それでも彼女は微笑ほほえんで、下の方を指し示す。

　なに？　俺は階段から下を望むと――ゆっくりと階段を上ってくる、一際小柄な少女の姿を見つけた。

「愛理砂？　一人で逃げたんじゃなかったのか？」

「それがさ、どーやら違ったみたいなのよねー！　アイツがつれてきたのよ、この近くまできてた、赤輝士の一個中隊を！」

「なんだって？」

　一個中隊！　あれが？　俺は彼らの飛び込んでいった第二階層の方を見上げた。

　そうだ。きてくれたんだ。――紅那と静九を助けるために！
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　遅れて第二階層へ上がると、無数の赤い煌めきが、三体の建機型棄竜を囲んでいた。

　いいや。すでに決着は付いたようだ。

「呼吸合わせ！　五つ後！」

　一人の黒服の青年輝士が指示を出す。年上の、指導輝士か？

　背が高く、鋭い目つきをした男だ。まるで無駄をそぎ落としたかのような、精せい悍かんな雰囲気を放っていた。その彼の指揮の下、赤輝士たちは一斉に呼吸を整え――。

「「「「……《灼熱の抱擁カロル・アンプレクスス》!!」」」」

　無数の叫びが重なった。

　現れるのは紅ぐ蓮れんの炎だ。それらはショベルカー型棄竜と同じく、火柱と化して、残っていた三体の棄竜たちを包み込む。それで、終わりだ。

　建機型棄竜たちは分厚い装そう甲こうをただれさせ、崩れ落ちた。

「すごい……！」

　あまりの光景に、俺は呆ぼう然ぜんと見とれた。これが同属性で力を重ねた、輝士の実力？

　いや、簡単に勝ったように見えるけれど、そうではないらしい。すべての棄竜を排除して――赤輝士の集団の多くが、その場で汗を拭ぬぐったり、座り込む者までいた。当然だ、全力を尽くしたからこそ、彼らはどうにか勝てたんだ。

　それでも、あの黒服の青年輝士だけは気を緩ゆるめない。

「第一、第二小隊は索さく敵てきを継続！　第三、第四小隊は竜りゆう骸がいから食料の確保を。第五小隊は今のうちに小休止！　副長二名はオレのもとへこい！」

　その指示を受け、赤輝士たちは刃と鎧の輝きを消すも、きびきびと行動を始めた。

　そして、青年輝士は二人の白服の男女をつれて、俺の方へとやってくる。

「そっちが、小隊長か？　……所属はどこになる？　オレは赤の１１３小隊を預かっていた、焰ホムラ＝オーラティオだ」

「え？　俺？　いや」

　あ、もしかして。俺が黒服を着ているから、勘違いしてるのか？

「違います。俺は……ただ、この服と武輝を、雪ユキ司ジさんという人から借り受けただけで」

「？　なに？」

「小隊長だなんて。それは……」

　その役目を果たしていた少女は、どこだ？　俺は慌てて、周囲をくまなく見回した。

　いない？　そんな――。

「紅那クレナ！　静シズ九ク!!」

　俺はつい駆け出した。「おい？」と青年輝士が面食らうも、構うものか。

　いや、その彼の次の一言が、俺の足をはたと止めた。

「紅那だと？　それは紅那＝クルクスのことか？」

「……えっ」

　あの金髪の少女のことを知ってる？

　ああ、そうだ。俺はあることを思い出す。

「赤の１１３小隊って、もしかして、紅那の所属していた？」

「そうだ。オレが小隊長を務めていた」

「！」

　そういえば、「焰」という名を紅那も口にしていた気が？　そうか。俺は改めて、ここに集まった赤輝士たちに目をやった。

「じゃあ第二階層の崩ほう落らくに巻き込まれた、赤輝士の集団……！」

「ああ。もしかしてあの場に、そっちもいたのか？」

「は、はい！　俺はそこで紅那と出会って……い、いや、そんなことより！　ここに、その紅那がいたんだ！　もう一人、静九って青輝士の少女と！」

「なに？」

「でも、いない！　そんなっ」

　――焰さんたちが駆けつける前に、建機型棄竜に食われたのだろうか。最悪の想像が、俺の臓ぞう腑ふを締め付けた。

「先頭に立って斬り込んだのは、朱深アケミの第一小隊だったな。見かけたか？」

　すると焰が、部下の一人である白服の少女に訊いた。

「ウチですかぁ？　……輝士の姿はなかったですよぉ？」

　が、朱深と呼ばれたショートボブの彼女は、鼻で笑うように俺を見る。

「階段のところで足止めされてた、そこのへっぽこ君たち以外は、ですけどぉ」

「戒カイ炎エン、お前はどうだ」

「自分すか？　見てません」

　もう一人の、がっしりとした体格の短髪頭の男も、首を振った。

「見たのは三体の棄竜と、もう一体の残ざん骸がいくらいっすかね」

　残骸？　戒炎という名の彼が見た方向に、俺も目をやる。

　でも、なんだ？　四体いたうちの一体である、ショベルカー型棄竜は確か、階段のところで赤輝士たちに討たれたはずだ。

　だが確かに、拓けた空間の端の方に、焼けただれていない棄竜の骸むくろが転がっていた。数名の赤輝士がそこに取り付き、おそらく肉の入ったパーツを得ようとまさぐっている。

　が、そのとき。

「動いたぞ!!」

　悲鳴のような声が上がった。慌てて、骸の側にいた赤輝士たちが散開する。

　もちろん焰隊長や、朱深と戒炎の二人も武輝を手にして身構えた。

　まだ一体、別の棄竜が生きていたのか！

　でも、あれ？　よくよく見れば――俺は、あることに気が付いた。

　激しく損傷した、棄竜の骸。だけどその形には、どこか見覚えがあって――。

「が、ガラクタ君!?」

　俺は思わず叫んでいた。

　そしてその、へこんだ棄竜の殻が開き、中から人が這い出てくる。おさげを揺ゆらす栗毛の少女と、金色の髪を持つ少女の二人だ。

　大勢の輝士たちが注目する中、紅那が泣きじゃくる静九に肩を貸して、しっかりと立ち上がった。

　無事だ。静九も怪け我がはしていないようだ。泣いているのは、怖かったせいか？

　そうか、あわや棄竜にやられそうになり、引き返してガラクタ君に飛び込んだのか！

　それはこんなところにまで引きずり回されたけれど、中にいた二人をちゃんと守ってくれたんだ。

「紅那！　静九ー！　い、生きてんじゃんっ！」

　俺が名を呼ぶより早く、背はい後ごから声が上がった。遅れて光璃ヒカリとともに、階段を上がってきた颯サツ綺キだった。

　黒髪の少女は疲れているにもかかわらず、紅那たちの方へと駆け出した。が、俺の脇を通り抜ける直前に、その足がもつれる。

「う、うわあ！　颯綺っ!?」

「にゃあ―――！　……もーダメ、休憩いいい――！」

　俺にのしかかった颯綺が、そのままへばった。俺は受け止めるので精一杯だ。

　それでも、笑みが止まらない。光璃の後から、いつしか愛理砂までもが顔を出す。

　そうだ、みんな、生きてたんだ！

　紅那がこっちを見ながら、手を振った。




「やはり、ご無事でしたか……焰小隊長！」

　その紅那は、集団の中にいる焰さんを見つけると、静九を降ろして背筋を伸ばした。

　携えた刀型の武輝を背中に回すその恰かつ好こうは、もしかして輝士の敬礼スタイルか？

　ふ、と焰さんが苦笑する。

「相変わらずだな、紅那。だが今は、オレは中隊長といったところだな」

「あっ。は、はい！」

「そちらこそ、貴様が小隊長か？」

「い、いえ。そんなことは、けっして……」

　赤面した紅那が全力で否定する。「そうか？」と焰さんが、俺の方に視線を向けた。

「じゃあやはり、あっちの黒服がそうなのか。本人は違う、と言っていたが」

「あ……あの。私たち六人は属性がばらばらで、小隊単位ではありますけども、誰が統率しているというわけでもないんです。それに彼、クロガには少し、事情がありまして」

　紅那が俺や、他の少女たちに関する説明を始めた。

　うん、彼女に任せておけば問題ないだろう。悪いけど俺も、颯綺を抱えたままへなへなと頽くずおれた。

「わ、わっ？　なにしてんの、クロガ!?　もー……！」

「ごめん。でも、なんだか気が抜けちゃって」

　文句を言う颯綺をゴムの床に解放して、俺はぺたりと尻しり餅もちをついた。

　どっと疲れが押し寄せる。――ついさっきまで、生死の狭はざ間まにいたことを、ようやく実感したからだ。

　そうだ。第二階層のここで、三体の棄竜がまだくすぶっていたけれど、一歩間違えればこっちが全滅していてもおかしくなかった。

　助かったのはたまたま、近くにこれだけの数の赤輝士がいて、駆けつけてくれたおかげなんだよな？

「……会えたんだ」

　高い天井を見上げながら、ぽつりとつい独白する。

　んー？　と反応したのは、横で大の字に転がる颯綺だ。

「なによー、クロガ？」

「いや、だって、合流できたんだぜ？　やっと、他の輝士たちと！」

「あー。まあ、プール行かなくても、よくなったよねー」

「そうだよ！　これで、俺たちっ」

　生き延びられる！　安あん堵どがゆっくりと、俺の中を満たしていた。

　それは俺たち六人の、当面の目的だった。緊張の糸が切れるのも当然か。

　俺だけじゃない。ようやく泣き止んだ静九もその場で蹲うずくまり、完全に呆ほうけていた。

　一人、潰つぶれたガラクタ君に駆け寄るのは光璃だったが――彼女は彼女で、「役に立ったね、お疲れ様～」と、ガラクタ君の残骸を愛いとおしそうに撫なでていた。

　一方、あの愛理砂は、そんな光璃の側にいた。神しん出しゆつ鬼き没ぼつな彼女だけれど、この場から離れようとしない。

　いや、ちょうどガラクタ君の付近が、赤輝士たちの中心に位置するからだろうか？

　この集団の中にいれば安全なのだと、わかってるんだ。ああ、なにしろ四体の棄竜たちを葬ほうむれるほど、統率の取れた輝士たちなんだから！

　もちろん、目指すゴールはまだ遠い。第十三階層にいるという、棄竜の女王を倒すまでは、学園の封鎖は解かれない。

　それでもこの集団ならば、もしかして女王のところまでたどり着ける――？　俺はそんなことまで感じて、思わず胸を躍らせた。だが。

「記憶のない、輝士？　……見たことない顔っすね」

　ふいに側で屈み込み、俺を覗のぞき込んできたのは、あの戒炎とかいう副長の男だった。

　うわ、なに？　俺は執しつ拗ように、じろじろと凝視された。

　やがて、「フン」と戒炎が鼻で笑う。

「しかも武輝が使えなくて、属性もわからない？　役立たずもいいとこっすよ」

「う……」

　その言いようにぐさりとくる俺だけど、確かに事実だ。反論できず、黙るしかない。

　けれども――次に彼が見渡したのは、他の少女たちだった。

「で、他の連中も似たり寄ったりってとこっすか。どいつもこいつも属性がばらばらで、戦力にはなりそうにないっすね。つーか、こんなへっぽこ小隊で、よくここまで生き延びてこれたもんだ」

「……な、なによー！　アンタ、超失礼じゃんっ！」

　侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしを向けられて、さすがに声を上げたのはへばる颯綺だ。

　が、まだ気力と体力が回復していないのだろう。起き上がろうとして、そのまま再び床で潰れた。

　それがまた、いっそう戒炎の冷笑を誘う。

「この程度で戦闘不能になるなんて、やっぱたかがしれてるっすね」

「戒炎！」

　さすがに言い過ぎだ、とばかりに焰さんが口を挟はさんだ。

　ところが、部下であるはずの戒炎はそれでも止まらない。

「隊長。自分は反対っすよ。こんな連中を中隊に組み込むのは」

　いいや。むしろ、副長としての言葉だろうか。「む……」と焰さんが押し黙る。

　なっ？　反対、って。――どういうことだよ？

　俺は突然の展開に、思わず紅那の方を見た。

　赤輝士の彼女も、どうやら予想外だったらしい。明らかに動どう揺ようし、傍らの焰中隊長にすがるような目を向ける。

　だが、それも無意味だった。

「ウチも、戒炎と同感ですよぉ」

　もう一人の副長である朱深が、はいはい、と軽いノリで進言する。

「てゆーか、ウチら以外のみんなも、同意見だと思いますけどぉ」

　え？　そのときになって、俺も周囲の赤輝士たちの様子に気付いた。

　黙々と自分たちに与えられた役目をこなしている彼らだが、時々すごく冷めた瞳ひとみをこっちに向ける。とりわけ、へばる颯綺や、泣き止んだばかりの静九を見る目が怖かった。

　余裕がまるでない。そんな張り詰めた空気が、赤輝士たちを包んでいたんだ。

　そうだ、どうして気付かなかったんだろう。彼らだってこの学園内で、生死を賭けた戦いを続けてきて――。

「ぶっちゃけ、足手まといなんすよ。あんたら」

　戒炎が大おお仰ぎように、肩をそびやかした。

「自分らがこの短期間で、どれだけ修しゆ羅ら場ばくぐって、ここまで息を合わせるに至ったかわかるっすか？　……そこに役立たずを迎え入れるほどの、余裕はないっすよ」

　余裕。それはきっと、精神的なことも含めての意味か。俺は息を呑まされる。

「紅那＝クルクス。貴様なら、的確に状況を理解できるはずだ」

　そして焰さんが、赤輝士の集団を紅那に示した。

「ここにいる赤輝士は、崩落に巻き込まれた後、第三階層で新たに編成した者たちだ」

「!?　あっ！」

　なに？　俺には意味がわからなかったが、紅那の顔が強こわばった。

「そんな……あのとき第二階層にいた小隊は、ほとんどが……！」

「見ての通り、半分以下だ。あとは、一個中隊規模にまでようやく掻き集めた」

　焰さんが苦く渋じゆうの表情で吐き捨てる。

　半分、以下？　――第二階層の崩落時に、落ちた赤輝士が？

「赤の１１３小隊の面メン子ツも、もうオレと戒炎と、紅那。貴様の三人だけになった」

「……！」

　現実を知り、今までになく紅那が動揺を見せた。

　三人？　戒炎って、紅那と同じ小隊だったのか。いや、それより――小隊は五人の学生輝士と、一人の指導輝士で構成されるんだろ？

　なら、六人のうち半分が死んだってことかよ!?　そんな！

「他の者たちも同じだ」

　淡々と焰さんは、周囲のみんなを顎で示した。

　だから、なのか？　仲間の犠牲を乗り越えてきた、ここに集つどった赤輝士たちの目が厳しいのは。

　それほどまでに凄せい惨さんな体験をしてきたのだろう。俺にも、わかる。俺が雪司さんを目の前で亡くしたようなことが、きっと何度もあったんだ。

　だからこそ。焰隊長は、そのリーダーとしての判断をしなければならない――？

「オレたちの意志は一つだ。十三階層学園に巣くう、すべての棄竜を殲せん滅めつし、この最悪の事態を終わらせること。力を束たばねられる火属性のみを集結し、第十三階層を目指す。棄竜の母体である、始まりの女王を倒すために。……どんな犠ぎ牲せいを払っても、だ」

　焰さんは紅那だけでなく、俺や他の少女たち、いいや赤輝士全体に向けて語った。

　その指を一本、真っ直ぐに立てる。

「一つ。輝士は、全が個に勝るもの！　オレはそう教えたはずだ、紅那」

　あっ！　その言葉には、俺も聞き覚えがあった。

　昨夜、紅那が真似ていた、指導輝士の口癖のようなもの。これだったのか！

　それはきっと、彼女が大切にする、輝士の信条なのだろう。

「故ゆえに、オレたちは弱者を庇かばわない。たとえ見殺しにする可能性があるとしても……この中隊を預かるオレは、そう決断するしかない。特に、なんの足しにもならない、属性の違う者たちなど」

「！」

　そう言われて紅那は身じろぎしただけで、なにも言い返さなかった。いいや、できなかったのか？

　それは、俺や他の少女たちもだ。

「そ、そんな……ああっ、神さまぁ！」

　静九がまた泣きそうになりながら、両手で祈った。

「噓うそ、でしょ？　マジ、なの？　……見捨てる？」

　倒れたままの颯綺も、唖然とするのが精一杯だ。

「好きじゃないけど、判断は合理的だね～」

　自じ嘲ちよう気味に笑ったのは、光璃だった。その側で愛理砂は、なにかをしゃべろうとしたものの、諦あきらめたように口を閉ざす。

　あまりにも衝撃的な言葉だった。つまり俺たちは、助けてもらえない？

　――せっかく、仲間の輝士たちと落ち合えたのに！

　だけど、例外は一人だけいて。

「だが紅那。火属性の貴様は、オレたちと来い。いいな？」

　焰さんは紅那へと、その手を差し伸べた。

　なんだって？　いや、そうか。これはとても自然なことだ。

　赤輝士の集団に、赤輝士の紅那のみが迎え入れられる。当たり前の話だった。

　結論なんか一つだけ。記憶のない、武輝の使えない俺なんかがいる、寄せ集めの小隊にいるよりは――この中隊に受け入れられた方がいい。この最悪の学園内で生存を考えるなら、他に選択肢はないだろう。

　そのはず、だったのだが。

「せっかくのお誘いですけれど……私は、同行できません」

　紅那がきっぱり断った。

　え？　なんで？　その返答に困こん惑わくするのは、俺たちよりも焰さんの方かもしれない。

　ただ、うつむく紅那の声も震えていた。

「……。わ、私は、隊長のようにはなれません。いえ、輝士とは、全が個に勝るもの。だからこそ、その選択が取れないんです!!」

　紅那は勢いよく顔を上げ、俺たちを見回す。

「彼ら彼女らとは、力を合わせて生き延びてきた仲間です。もちろん、そちらの中隊と比べれば非力です……。でも、だからこそ私は抜けられません！　わ、私一人でも欠ければ、戦力が著しく下がりますから！　この小隊の生存確率が、格段に低くなります！　私は……自分の生存を優先させて、みんなを切り捨てることなどできないです！」

　彼女は束ねた金色の髪を、左右に揺らした。

「もちろん、私程度の力が、どこまで助力になるかはわからないですが……」

「いいんじゃないすか、隊長。紅那を連れて行かなくても」

　するとなぜか、戒炎が賛同した。

　が、彼はフン、と鼻で笑う。

「どのみち、ダメ紅那がこっちに来ても、戦力にならねえっすよ。こいつ輝キ刃バだけで、まともに輝法が使えた試しがないんすから」

　――なんだって？

「紅那が、ダメ？　輝法が使え、ない？　なに言って」

　バカバカしい。さすがに俺が嚙かみついた。

「彼女は俺を助けるときに、輝刃の炎を使ってくれた！　それに、雪司さん……この黒服の持ち主を弔とむらうときだって、ちゃんと！」

「へえ。じゃあ、ようやく輝法の扱いのコツは摑んだ、ってわけっすか」

　心底驚いたように、戒炎が言う。

　その反応は――え？　じゃあ、ほんとに？　俺はつい、まじまじと紅那を見つめた。

　彼女はなにも訂正しない。唇くちびるを嚙み締めるばかりだ。

　いや、俺は知ってる。そういえば彼女が炎を導くたびに、自分も目を見張ってたのを！

「ま、ダメ紅那の練度だと、力を重ねるのは無理だし。どのみちいらないっすよ、隊長」

「戒炎。言い過ぎだ」

　さすがに焰さんがたしなめた。フン、と短髪の副長はそっぽを向く。

　そのとき、朱深が割って入った。

「あのー、隊長ぉ。第一小隊と第二小隊、索敵終了しましたぁ。あと、食糧の確保は空振りですね。ちょっと焼きすぎちゃいましたかねぇ？　まあ、数体まとめて相手したんで、余裕なかったですしぃ」

　彼女はこっちが話し込んでいるうちに、一個中隊の作業の報告を受けていたらしい。それを上官である焰さんに伝達した。

「わかった」

　焰さんは短く返すと、紅那の方に向き直る。

「確認するぞ、紅那。貴様は、それでいいのだな？」

　そして金髪の少女に聞き返した。

　紅那は無言のまま、かわりに一つ、静かに頷うなずく。

「そうか。残念だ」

　焰さんがきびすを返した。

　次いで、部下たちに対して指示を出す。

「各小隊傾けい聴ちよう!!　これより『赤の駆く逐ちく中隊』は、第三階層へと戻るぞ！　少し寄り道をしたが……オレたちの目的は変わらない。目指すは次の、第四階層だ！　だがその前に背後を討たれないためにも、第三階層内の棄竜どもを排除しつつ、着実に降りる！　まずは予定通り、第三階層のプールに向かうぞ！　そこで根拠地を構え、態勢を整える！」

　凜りんとした声が響き渡り、赤輝士たちがそれぞれ整列を始めた。さっそく補佐を務つとめるのは、副長の一人である戒炎だ。

「今度は第五小隊が先頭っすよ。行くぞー」

　率そつ先せんして、彼はここから階段を降りていく。

　士気の高い赤輝士たちは俺たちなど歯し牙がにもかけず、整然と第二階層から消えていった。その中にもちろん、焰さんの姿も含まれる。

　結局、彼は二度と紅那を見ようとはしなかった。

　――かわりに、殿を務める形となった副長の少女がなぜか、俺を見据えた。

「記き憶おく喪そう失しつの輝士さん♪」

「へ？　お、俺？」

「そう。……せいぜいがんばって、生き残ってみればぁ？」

　じっと俺を見ていたかと思うと、朱深は薄い笑みを浮かべた。

　それを最後に彼女も背を向け、軽い足取りで階段を降りていった――。
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　赤あか輝き士しの集団が立ち去って、その気配が完全に遠ざかっても、俺たちはまだ第二階層から動けなかった。

　第三階層に繋つながる階段の側に集まったものの、そのままみんな立ち尽くす。

「申し訳ありませんでした」

　やがて口を開いたのは、紅那クレナだった。

　だがそれは謝しや罪ざいの言葉だ。

「せっかく中隊規模の輝士と会えたのに。私が至らないばっかりに……こんな、ことに」

「紅那……」

　みんな、かける言葉が見つからない。俺も、彼女の名を呼ぶので精一杯だ。

　紅那はそんな俺たちを見回して、自分の刀型武ぶ輝きを手に取った。

「そう。私は赤輝士の中で、一番習しゆう得とくが遅れてたんです。いわゆる落ちこぼれ、というヤツですね。輝キ刃バこそつくれるものの、入学してもう二ヶ月なのに、うまく輝き法ほうをのせられなくて。……あれが初めてだったんです、クロガ。アナタを咄とつ嗟さに救おうと無む我が夢む中ちゆうで武輝を振るった、あのときが」

　弱々しく、彼女は笑った。

　噓うそだ。そう言ってあげたかった。でも――俺は思い返していた。彼女が、武輝の使えない俺を庇かばったのを。

　あれはもしかして、彼女自身も苦労したからこその励はげましだったのか？

　そして。

「それに、私とクロガがなぜ、崩ほう落らくに巻き込まれなかったかわかる？　武輝がうまく使えない私は……後方支援に回されていて。だからアナタのもとにも駆けつけられたし、戦闘の中心から一番遠くにいたおかげで、助かったというわけなんです」

　決定的な事実を紅那が告げた。

　ああ、だから俺たち二人だけが、第二階層に残されたのか！

「輝士としてあまりに未み熟じゆくで、弱い。それが私、なんです……」

　消え入りそうな声を出し、紅那が握りしめた刀に呟つぶやく。

　だから、謝ったのか？　彼女はなにもかも、自分のせいにしてしまうのか。

　泣きそうな顔をしながら、でもけっして涙を流すまいと、視線を少し上へと向けて。

　でも、そんなのって――！

「違う！」

　俺は叫んだ。たまらなかった。

「紅那は、悪くないよ！」

「クロガ？　でもっ」

「……ったりまえじゃーん!!　あーもう、なんなのよアイツらってー！」

　反論しようとした紅那を、颯サツ綺キが遮さえぎった。

　まだへばって床に座り込んでいた彼女だが、ぐしゃぐしゃと勢いに任せてリボン頭を掻かきむしる。

「悪いのは、こっちを無視したあっちだっての！　属性が違うからって、このアタシまで袖そでにしちゃってー！　超むかつく！」

「ん～、でも、正論は正論なんだよね～」

　けれども光璃ヒカリが溜ため息いきを吐ついた。うぐ、と颯綺が言葉に詰まる。

「そりゃ……そんなに甘い状況じゃないかもしれないけどさー！　けど、けどけど！」

「確かに、わたくしでも同じ判断をするところですね」

　さらに追い打ちをかけたのは愛ア理リ砂サだった。

　が、その落ち着き払った態度が、颯綺に勢いを取り戻させる。

「なによ！　アンタ、アイツらの肩持つわけえ？　てゆーかなんでまだ、アタシたちと一緒にいんの？　そんなにアイツらと同意見なら、いつもみたくさっさと離れて、向こうについていけばよかったじゃんー!!」

「いえ。ああいう集団は、いざとなればわたくしのことなど切り捨てるはずです。こちらの方が少しはマシ、という判断ですが？」

　なにか？　とやはり冷静に愛理砂が返した。

　颯綺は――そのまま閉口した。怒りすぎて逆に、言葉が出ないという形ぎよう相そうだ。

　おろおろするのは静シズ九クである。

「け、ケンカはよくないですよううぅ。そ、それに二人がもめても、意味ないです！」

　それでもおさげ髪がみを跳ねさせて、精一杯の声を上げた。

「考えなくちゃいけないんですっ！　あ、あたしたちだけで、生き延びる方法を……！　そうでしょう？　あたしは……戦力にはならないですけど。ううぅ」

「あ。ところでワタシも戦力外だよ～？　さっきの戦闘で、封ふう殻かくが欠けちゃったから～」

　すると、ふいに光璃が言った。ブーツの脇から杖つえ型の武輝を抜いて、みんなに見せる。

「ほら。一応、残ってる封殻を組み替えてはみたけどね～、う～ん。道中、うち捨てられた武輝からパーツを借りないと、補ほ修しゆうは無理だね～」

「え、えええ？　それ、超まずいじゃん!?　じゃあ、戦えるのはこの中だとっ」

　座ったままの颯綺が自分を指し、次いで愛理砂に指先を向けた。

　そして三番目に紅那を選び、そこで終わりだ。わずか、三人!?

　いや。「やめて」と紅那が拒きよ絶ぜつした。

「私は、ダメ。数えないで。……きっと役に立たないから」

「！　な、なに言ってんの、紅那！　そりゃあさー、アタシみたいな天才美少女輝士じゃないかもしんないけど……」

「いいえ。私のことは、私が一番よくわかってます」

　紅那は自じ虐ぎやく的てきな笑みを浮かべた。

「これまで輝法をのせられたのは、たった二回。それも非戦闘中です。先ほどだって……静九とともに棄き竜りゆうに囲まれて、逃げることしかできませんでした。私、自信がないんです。いざというときに輝法を使えないのでは？　って、ずっと恐怖してたもの！」

　一気にまくし立てられたのは、彼女の本音か。

　その悲ひ痛つうな吐と露ろに、みんななにも言えなくなった。愛理砂だけがさりげなく俺たちから離れようとして、颯綺に腕を捕まれていたが。

「輝士失格なほど弱い私に、頼らないで……」

　紅那は握っていた刀を、ゴムの床に突き立てた。切っ先がわずかにめり込み、手を離しても自立する。

　その前で、彼女はいつぞやのように、いきなり自分の両りよう頰ほおを張った――。

　が、それは気を引き締めるためではない。これ以上、出てこようとする弱さをせめて押しとどめるようだった。

　弱い？　彼女が？　――そんなこと。

「大丈夫だよ、紅那。俺は知ってる。君が、本当は強いってこと」

「？　クロガ……？」

　紅那が指の隙すき間まから、俺を見た。

　ああ、そうさ。俺はちゃんと、わかってるんだ！

「記憶をなくした俺とは違って、紅那はいざというときにはできる人だ。これまでだってそうだもの！　最初に出会ったときだって、俺を助けるために、輝法を使ってみせたんだ。それに颯綺のときも、棄竜に向かって、迷わず飛び込んでいったじゃないか！」

　そうだ。俺は紅那という少女をずっと、見てきたんだ。

「それに紅那が本当に弱いなら、とっくに俺たちと離れてる。さっきの中隊についていってるはずだろ？」

　なあ？　俺は他の、颯綺や愛理砂、光璃に静九たちを見た。

「あんな選択、普通はできないよ。いや、いつだって紅那はそうなんだ。己のことを顧かえりみない。……俺とかにはさ、自分を一番大切に、なんて言うのに」

「あー、それ言えてるかも。クロガ！」

　くすりと颯綺が小さく笑った。続けて、ふむ、と頷うなずくのは愛理砂だ。

「確かに、紅那ちゃんって頑固なところあるよね～。こうだと思ったら、絶対に裏切らないっていうかさ～？」

　ね！　と光璃が静九に振った。

「は、はい！　あ、あの、あたしならできないです……あんなの。く、紅那さんはすごいです！　あたしみたいに、無能じゃありませーん！」

　静九がちょっとずれた励ましをした。いや、静九だって役に立ってるぞ？

　足はちょっと遅かったみたいだけど、料理の腕はバツグンだし。俺よりはずっと貢こう献けんしてると思う。そう――輝士失格なのは、この中だと俺くらいだ。

　でも、俺だって！

「あのさ、紅那。俺、いつか二人きりのときに言ったよな？　記き憶おくをなくした俺が、最初に出会ったのが君でよかった、って」

　俺は手で顔を覆おおった紅那に、自分の気持ちを打ち明ける。

　ああ。少なくとも、俺の目指す輝士の姿は――。

「……俺は、君みたいな輝士になりたい。たとえ力が足りなくとも、気持ちだけは高こう潔けつでいたい。俺の輝士としての目標は、紅那だよ」

「っ！」

　紅那が手のひらの向こうで息を呑のんだ。いや、なんか、顔が真っ赤になってるのか？

　すると彼女は、その場で俺たちに背中を向けた。あれ？　肩が震えてる？

「？　紅那？　もしかして、泣いて……」

「なっ、泣いてないです！　私！　輝士はこんなことくらいで泣くわけないもの！」

　慌あわててごしごし顔を擦こすって、紅那がこっちに向き直る。












　確かに涙の跡はなかったけれど、目が真っ赤だぞ？

　それは彼女自身も気付いているのか。

「詮せん索さくは禁止です！　汗が、ちょっと目に入った。そ、それだけのことですから！」

　みんなにきっぱりと告げて、精一杯の強がりを見せた。

　だけど、それはようやく戻ってきた、いつもの紅那だ。

　つい微笑ほほえんだのは、俺だけじゃない。

　床に座ったままの颯綺が、白い歯を見せながら、ぽんと俺の足をはたいた。

　まったく、と我われ関かんせずなのは愛理砂だ。でも、そんな彼女は颯綺から解放されても、どうやらもう立ち去ろうとはしなかった。

　それを見て、光璃もいっそう目を細めている。

　静九だけは俺と目が合うと、素早く光璃の後ろに隠れたけれど。はは、は。

　だけど、これが俺たちのいつも通りなのかもしれないな。

「よーし！　紅那も元気になったところで……アタシたちも第三階層へ行こっか！」

　そして話を切り替えたのは颯綺だった。あぐらをかいたまま、ゴムの床を強く叩く。

　いや、ポーチから取り出した一枚の地図を、そこに叩きつけたんだ。

「ってなわけで、リベンジするよー！　みんな！　こーなったらもう、あの中隊より先に、こっちがプールに着いちゃうんだから!!」

「は？　え？」

　なに？　いきなりの宣言に、俺たちは困惑する。

　が、颯綺ときたらおかまいなしだ。

「だってさ、悔くやしいじゃんー！　見返してやろーよ！　どっちみちアタシたちだって、次はプールを目指すつもりだったでしょ？　だったら一石二鳥じゃーん！　にひひ」

　どう、どう？　と颯綺が俺たちを見回す。

　それはきっと、勢いだけの思いつきだ。だって、「先に着く」だなんて言われても。

「先回りするってこと～？　でも、ここからプールって、最短コースは一つだよ～？」

　屈かがみ込んで地図上を確認しながら、光璃がすぐに指摘した。

「だとすると、他のどこを通っても、遠回りになっちゃうけど～？」

「え？　えーっと、えーと……」

「さ、さすがに無茶ですよ、颯綺」

　紅那も苦笑いとともにたしなめた。

「私たちがもっとも早くプールに着くのは、中隊が棄竜を排除しながら進んだ、最短コースのはずですし。まさか彼らの横を駆け足で追い抜いても、意味ないですよね？」

「おバカですね」

　愛理砂は端たん的てきに、一言で罵ば倒とうした。

「もう少し考えて、発言すべきです」

「うにゃー！　なんなの！　そんな細かいことアタシが考えるわけないじゃん！　だから、みんなが意見出してくれればいーの！　もうー!!」

　さすがに颯綺も頭を抱えた。が、彼女はなぜか俺を睨にらむ。

「で？　なんか、ないの？　ショートカットできるルートとかさあー！　クロガ！」

「えっ。お、俺!?　いや、そんなの……ないよ！　そもそも俺、記憶がないんだから、わかるはずもないってば」

　もちろん俺はそう返すしかない。いや、俺以外だってそうだろう。

　改めて俺も地図に視線を落とした。「０３」と番号の振られたそこに、円形のプール空間が存在する。そこから一番近いポイントにある「△」の記号が、第二階層から繋がる、ここの階段を示すものか。

　うん。入り組んだ壁で仕切られてはいるが、そこからプールへの最短コースなんて、やはり一パターンしかないぞ？　なのに、それ以上のショートカット？

「そんなの、壁を無視して突っ切るくらいしかないけど……」

　無理に決まってる。俺は自分で言ってみて、即座に否定した。当たり前だ。

　そんなことができるものか。そのはず――だったのだが。

「あの、そのう」

　おずおずと、静九が遅れて挙手をした。

「ええと。ある……かもしれません。もしかしたら、あそこが、使えるかも……！」

　――は？　なんだって？
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　第三階層へ降りると、そこは第二階層とは少し違った構造をしていた。

　天井までの高さが二十メートルもあるのは変わらないが、なんと水路が走っていた。

「こ、これです！　第三階層は、水を使った訓練装そう置ちが仕掛けられていて……そのために、浄水とは別に、水路が設けられてるんですよぅ。で、こ、ここを使えば！」

　そこが、静シズ九クの示した「ショートカット」の経路だった。

　こんなルートに気付いたのは、彼女が水属性の青輝士だからか。

　とにかく、俺たちはこの水路を使うことにした。正確には、水路へと水を注ぐ、配水管の中である。

　大量に水を流す必要があるせいだろう。壁に埋め込まれた配水管は、浄水用のパイプなどより、よほど巨大な口を開けていた。鉄てつ格ごう子しで塞ふさがれていたものの、それは容よう赦しやなく、愛ア理リ砂サが封殻のままの短剣でこじ開けた。

　中は人が立って通れそうだ。それでいて、大型の棄竜は入ってこれないサイズらしい。

「はー、よくこんなとこあったねー。やるじゃん、静九！」

「い、いえ。……あのう、あたし、臆病ですから。できるだけ、棄竜と鉢はち合あわせしないようにって神さまに祈りながら、そんなのばっかり考えてて」

　褒ほめる颯サツ綺キに、静九は恐縮するばかりだ。

「なーに言ってんの！」

　その脇わき腹ばらを、颯綺が笑顔でつっついた。

「おかげで先回りできそーじゃん！　ふっふっふ。見てなさいよ、アイツらー！　特にあの、副長の戒カイ炎エンとかって生意気な方！　目に物見せてやるんだからね!!」

「先を越せるかどうかはともかく、ここなら確かに、棄竜と出くわす確率も下がりますね？　いいルートかも！」

　紅那クレナが同意し、腰に提さげた刀に触れる。

「ただ問題は、明かりがないこと。《結晶マテリア》化すれば、輝キ刃バでどうにか照らせますけど。でも、輝力の無む駄だ遣づかいですし……」

「あ。それなら大丈夫だよ～」

　暗い配水管内に目を凝こらす紅那へと、横から光璃ヒカリがなにかを差し出す。

　それは彼女が背負う、リュックの中から見つけたものだ。杖型武輝を突き刺した、円筒形の物体だが――。

「いくよ～、《光あれハレルヤ》！」

　ばしっと紫し電でんが杖に走ると、その先端が明るく輝く。

　おおお！　とみんなが目を丸くした。これは！

「もしかして、『懐かい中ちゆう電でん灯とう』!?　そうか、武輝を電池代わりに仕込んだのかよ？」

「えへへ、さすがはクロガくん～。わかってるよねえ。そう、単純な仕組みの棄き塊かいなんだよ～？　輝力を使う必要はあるけど、輝刃ほど消耗するわけじゃないし、あと戦力外のワタシの輝力なら使っても問題ないよね？　これで進もうよ～！」

　光璃が懐中電灯を手に、先に水路へと進んだ。真っ暗だった配水管内が照らされ、中が見える。

　鉄格子がはめられていた入り口こそ、狭せまそうだったが――高さは二メートル近くあるか？　圧迫感はあるものの、俺でもどうにか背中の大たい剣けんをつっかえさせずに歩けそうだ。

　また、水が流れる足元だが、幅一メートルほどの水路の左右に縁があった。それぞれの幅は五十センチ程度だけれど、ちゃんとした足場だ。俺たちは足を濡ぬらす必要もなく、ぞろぞろと配水管の中へと進入する。

「ふむ。悪くないですね」

　あの愛理砂も、おとなしくついてくる。ああ、確かに上出来の経けい路ろだった。暗いのと、湿しつ気けにさえ目をつむれば、安全に進めるというだけでありがたかった。

　ただ一つの、大きな問題を除いては――。

「ところでさー。……これ、どっち行ったらいいの？」

　やがて突き当たった分岐路で、颯綺がしごく当然な疑問に立ち尽くした。

　いや。そんなのもちろん、俺たちの誰にもわかるわけがなかった。




　――結局、俺たちはさんざん苦労して進むことになる。

　どれだけの時間がかかったのだろう？　暗い配水管の中では、昼夜がわからず、疲れ果てて休息を取った回数でしか判別できない。少なくとも丸一日は経っていたし、二日には届くかどうか、といったところか？

　気が付けば、完全に道に迷っていた。どうにも真っ直ぐプールまで到達しない。

　配水管の出口だけは、風属性の颯綺が感知するものの、どれも外ればかりだった。

「あーもー！　これじゃ先回りできないじゃーん！」

　さすがに颯綺がわめき出す。

　確か、紅那が言うには階段を降りた地点から、二日ほどの距離にプールはあるという。そろそろ到着しないと、先に中隊が着いている頃らしかった。

　でも仕方ない。迷ったのは、みんなの責任でもあったからだ。

　というのも、俺たちは勘かんで行動するしかなくて――順番に、「こっち！」と一人が決めた方向へと、闇雲に進んだせいでもある。

　誰が悪いわけじゃなく、みんな悪い。だからまだ、こうしてさまよい続けているのだ。

　それを颯綺もわかっているから、嘆なげくものの、誰かをなじることまではしなかった。

　いや、さすがに愛理砂が決めた方に進んで、同じところをぐるぐる回っていたときには「アンタねー！」と怒ったが。

　うん。さすがに四回、五回とやられたら、俺でも文句の一つも言いたくなる。

　どうやら愛理砂ときたら、決定的に「方ほう向こう音おん痴ち」だったのだ。

「まさかアンタ。ふらっとよく消えてたけど、あれって、単に明後日あさつての方向に進んでただけなんじゃないのー!?」

「……。こ、応える義務はないですが、なにか？」

　光璃の懐中電灯の明かりのみが照らす中、俺は図星をつかれてうろたえる、小柄な少女の横顔を見た。

　――とにかく、以降は愛理砂をローテーションから外して、俺たちはさらに進んだ。

　それでもなかなか、プールにはたどり着けなかったが。

「！　水が、ざわついてる……？」

　それでもあるとき、はたと青輝士の少女が足を止めた。

「どうかしたんですか、静九？」

　すぐ後ろを歩いていた紅那が、その背中にぶつかりかける。さらに後に続いていた俺も、立ち止まるしかない。

「あっ。す、すみませんすみません！　でも、なんだか……水の気配が？」

　それは水属性の静九にだけわかることか。その気配はすぐに消えてなくなったようで、彼女は再び歩き出すが――「あ、また！」と何度か怯おびえて息を呑んだ。

　だから分岐点にきたときに、静九はみんなに声をかける。

「あ、あの！　よくわからないですけど、そのう。み、水の騒ぐ方向は避けませんか？　排水量が変化してるだけ、なのかもしれないですけど……」

「えー？　まあ、いーけどー」

　先頭組の颯綺が半はん信しん半はん疑ぎで了りよう承しようした。

　が、これがどうやらよかったらしい。

「あっ。こ、こっちですよ！」

　道が分かれるたびに、静九が消去法で行く手を決める。何度かそれが続いた後に、俺たちは一つの出口に到達した。

　愛理砂が慣れた手つきで、鉄格子を外したそこは――。

「！　扉だー！　あれ、もしかして……プールの？」

　真っ先に様子を窺うかがった颯綺が、声を上げた。

　え？　配水管内に残っていた全員が、ぞろぞろ這はい出す。

「ほらほら！　これよね？　間違いないよねー！」

「確かに、プールに繋がる入り口の一つですね……！」

　颯綺が示すその扉を見て、紅那が地図を確認した。

　それは講堂の扉などとは形の異なる、円形のものだった。

「『潜せん水すい艦かん』の防水ハッチみたいだな？」

　俺はつい、そんな感想を漏もらす。確かにそんな印象がぴったりな、直径三メートルもあるハッチ状の扉だった。

　そして、開くためのバルブも中央に鎮ちん座ざしている。でも輝法で開くものなんだろうな。

「離れていてください。私が開けますから」

　人力では回しきれない、巨大なバルブに紅那が触れた。ただ、その前に俺たち五人へ指示を出す。

「扉が厚くて、向こうの気配がわからないです。いざというときのために武輝を構えて！」

　それは当然の配はい慮りよか。言われたとおり俺たちは、それぞれ自分の武輝を手にした。

　俺も、輝刃はつくれなくとも、もちろん大剣を背中から降ろす。

　だけど一人だけ――右腕の装甲型武輝を手にしたまま、明後日の方を向く少女がいた。

「急に、気配がやんだ？　なんだったの……？」

「静九？」

「ひゃうっ!?　……い、いえ、その。な、なんでもっ」

　ないですよ、と最後は小声で呟いて、静九が出てきた配水管から離れた。

　しかしまだ気になるようで、彼女はちらちらと配水管の方を見やる。

　なんだ？　俺も少し引っかかる。残念ながら静九のように、水の気配を感じ取ることはできないが、なにか異変が起きているのか？

　だが、わからない。立ち尽くしていても答えは出ない。

　ああ。俺たちにできるのは、前へ進むこと。どのみち、それだけなんだから――。




「輝き錠じよう、《結晶マテリア》！」

　紅那の一ひと吼ほえとともに、ついにプールへの扉が開放された。

「！　うっわ、広い……！」

　巨大な円形空間に入って、俺は思わず声を漏らした。

　そこには、地底湖が存在していた。

　そう、まるで湖だ。プールと呼ぶにはあまりにも大きすぎる。直径五百メートル以上はある、円形の貯水槽だった。

　俺たちの出てきた扉付きの通路が、他にもたくさん存在し、ここをぐるりと取り巻いている。その様子を眺めながら、俺たち六人はプールの縁をぞろぞろ歩いた。

　どうやら他に、人の気配はないらしい。とても静かだ。

「やったー！　ねえねえ、アタシたちが一番乗りじゃん！」

　颯綺がはしゃぐ。確かに彼女が騒いだところで、他に反応はなかった。プールの水面も穏おだやかなものだ。

　しかし、プールの深さはかなりありそうだ。円い縁ふちで立ち止まり、覗のぞき込めば――いきなり垂すい直ちよくに掘り下げられている。水の透明度は高いけれど、天井からの明かりが底まで届いてないぞ？

「これ……水中訓練用の施し設せつ、だっけ？　こ、こんなに深いところで訓練するのかよ？」

「そうだよ～。あ、クロガくんは覚えてないんだっけ？　だって深さがないと、潜水とかできないもんね～」

　横にいた光璃が応える。――潜水？　ここを、潜るのか？

「それ、這い上がれるのかよ……？」

「できるよ～。ふふ、鎧よろいを着たまま、泳ぐわけじゃないんだもん」

「え、そうなの？」

「水着が別に用意されるんだよ～。だってそもそも、棄竜相手に水中戦とか、必要ないし～？　防水がされてる個体数は少ないし、大抵の棄塊は水が苦手みたいだから～」

「あ、そっか」

　電子部品が濡れるとダメになるもんな、と俺は納得する。

　いや、待てよ。そうじゃなくて。

「……？　じゃあ別に、水中訓練なんかしなくていいんじゃないの？」

「そうだね～、どのみち輝士も、水の中だと動きが鈍にぶるから、意味ないし～」

「要するに、体力作りの一環です」

　いつの間にか背後に立っていた愛理砂が、ぼそりと言った。

「ですから、泳げなくても輝士には関係ないのです。ええ、ちっとも問題ないですが」

「愛理砂？」

　もしかして、泳げないんじゃあ。とは思ったが、聞かなかったことにした。

　俺だって自分が泳げるかどうかわからないし、これだけの深さを前にすれば、さすがに足が自然とすくむ。足の着かない水の中に、わざわざ入る自信はなかった。

　それにしても――水着？

「あ。そういえば、更こう衣い室しつがあるんだっけ？」

　あれか？　プールの上を見渡して、俺は十字の形にかけられた「橋」に注目した。

　円いプールが大きすぎて、近づくまで全体像はわからなかったが――とても立派な橋だった。幅は十人くらいがぞろぞろと、横並びで歩いていけるほどもあるか。

　その上には、なんといくつかの建物までくっついていた。コンテナみたいな簡かん素そなものだが、縦横に整然と並んでいる。

　これがきっと更衣室なのだろう。なるほど、輝士の人数が多くても、一度にまとめて着替えができそうだ。

　いや、今は根こん拠きよ地ちとしてどうか、を見るべきか？

　確かに間かん隔かくを開けて並ぶコンテナには、人が隠れる隙すき間まも多く、もちろん中にも入れるだろう。それでいて他に建物はないから、橋からは十分周囲を見渡せた。

　ここからなら、周囲のどの扉を棄竜が通ってきたとしても、すぐわかる。それにプールの中央に集まった更衣室に迫ってくるには、必ず十字の橋のどれかを渡らなければならない。迎え撃つには都合がいいし、逃げるときにも時間がうまく稼かせげそうだ。

「まるで一種の要よう塞さいだなあ……」

　思わずそんな呟きが出た。

　だからこそ、紅那や赤輝士の中隊も、ここを根拠地にと判断したのだろう。

　ただ、プールの縁に沿って歩いて行けば、あることにも気が付いた。

「！　あそこ、扉が開いたままだぞ!?」

　俺はさすがに身構えた。握っていた大剣に力が入る。

　もちろん他の少女たちも同様だ。当然だろう。俺たちが今通ってきた扉は、紅那がきちんと閉じてきた。ああ、輝士が通ったのなら、そうやって閉めるはずなんだ。

　けれども開いたままということは、まさかここに、もう棄竜が!?

　だけど。

「やっぱさー、近くに棄竜はいないみたーい！」

　一人でどんどん先に行っていた颯綺が、大きな声を張り上げた。

　そう、なのか？　みんな、肩すかしに合ったような顔になる。

　いや、彼女は風属性の輝士だ。他の誰よりも気配には敏びん感かんで、彼女が「いない」と感じたなら、きっと棄竜はいないんだろう。

　ということは、なんだ？　単に棄竜が、ここを素通りしたってところかな？

　きっとそうだ。だってここには、人の気配もまったくなくて――。

「ん、んんんー!?　ちょっ、マジ？　……人、いるじゃーん!!」

　そう思ったときだった。

　なに？　颯綺からの叫びを聞いて、俺たちははっとする。

　――彼女は一人、もう手近な橋の一つを渡り出していたところだった、が、その途中ではたと足を止めたのだ。

　人を、見つけたから？

「って……アンタ！　か、戒炎ー!?」

　なんだって？

　その名を聞いて、俺たちは誰もが慌てて、颯綺の後を追いかけた。

　今まで誰も気付けなかったのは、ちょうどプール中央の、コンテナ型更衣室の陰になっていたせいか。プールの縁から橋を渡り始めたところで、ようやく相手が目に入る。

　足を止めた颯綺の向こうに、俺たちの見知った輝士の姿があった。

　戒炎だ！　がっしりとした体格の白服の輝士が、ゆっくりと振り返るところだった。

「……んもー！　結局、アタシたちより先に着いてたってこと!?　噓でしょー！」

　呆ぼう然ぜんとしていた颯綺が、悔しそうに地団駄を踏んだ。

　俺も、少しは同感だ。結局、俺たちのリベンジは失敗に終わったんだから。

　他のみんなもそうなのかな。俺は颯綺以外の少女たちの様子も見る。

　いや、その中で一人だけ――。

「中隊が先に到着してた？　でも、じゃあ、他の赤輝士はどこに？」

　紅那が息を呑んでいた。

　え？　その意味を俺も、ゆっくり理解していく。

　そうだ。いくら物陰にいて、颯綺が気配を感じられなかったからといって――他に輝士が大勢いるなら、それを捉とらえ損そこねるだろうか？

　いいや、さすがにあり得ない。じゃあいったい、なにが！

「えっ？」

　戒炎に近づいていく俺たちは、ふいにぱしゃりとなにかを踏ふんだ。

　それは、水たまりだ。いや、橋の一部が広範囲に、したたる水で濡れていた。

　変、だろ。なんでこんな、不自然に水があるんだ？

　いや、橋の下にはプールの水面があるんだから、水自体は存在している。でも、波もないのに橋が濡れるか？

　違う――一番の、違和感は！

「!?　ちょっと、変だよ～！」

　最初に勘付いたのは、光璃だった。その頃には俺も異変を察さつ知ちする。

「か、戒炎さん？」

　思わず彼に声をかけた。

　体格のいい彼は、ぴくりとも動かない。

　ただ、近づいた俺たちは目撃する。彼の全身がなぜか、ずぶ濡れなのを。

　短髪からまだ水が大量にしたたり落ちて、白服をべったりと貼り付かせていた。

　なん、だ？　まるで異様な光景だ。――が、次の瞬間。

　いきなり彼は言葉のかわりに、口から大量の水を吐き出した。

「に、げ……ろッ」

　嘔おう吐と混じりにそう告げながら、戒炎の体がバランスを崩す。

　いや、支えるように持っていた剣型の武輝を滑らせ、そのまま倒れた。

　噓だろ!?　俺たちに戦せん慄りつが走る。みんな咄嗟に彼のもとに駆け出したのは、誰かが一人走ったのに、つい反応したせいか。

「全員、周囲を警戒して!!　……《結晶マテリア》ッ！」

　そんな中でも紅那が鋭するどく指示を出した。素早く刀を腰から外し、封殻を弾はじけさせる。

　そこに俺たちも、もちろん続いた。

「マジ？　ま、《結晶マテリア》ーっ！」

「《結晶マテリア》！」

　颯綺が構えた槍に三みつ叉またの輝きを宿し、愛理砂も短剣を黄こ金がね色いろに輝かせた。

　赤、緑、黄――三人の少女たちはそれぞれ鎧も染め上げて、迎撃の態勢を取る。

　一方、武輝が壊こわれている光璃は、倒れた戒炎へと駆け寄って抱き起こした。

「手伝ってよ、静九ちゃん～！」

「は、は、はい！」

　素早く首筋で脈を取ると、光璃は静九の手を借りて、重そうな戒炎を引きずった。

　男が苦手な静九だが、さすがにそうも言ってられないのだろう。泣きそうな顔で、「神さま！」と祈りながら彼を運ぶ。

　橋の、濡れていない更衣室近くまで移動してから、光璃が戒炎の胸当てを外して杖型の武輝を押し当てた。

「少し離れててね～。……《結晶マテリア》！」

　杖の欠けた先端から、紫電が走る。

　あれは、本来なら輝刃となるはずの輝力か？

　それは収束されないまま、戒炎の厚い胸板を震わせた。

「心臓マッサージ？　いや、でも、それって」

　まさか。大剣を握りしめたまま、俺の胸が締め付けられる。

　光璃は続けて、二発三発と紫の電光を放ち続けた。そのたびに戒炎の体が震えたが、結局、それだけで終わる。十回以上はやったものの、変化はなかった。

「ダメ、みたい……ごめん～」

　やがて肩で息をする光璃が、悔くやしそうに彼の顔を抱きしめた。

　胸当て越しだが、彼女の大きな胸が押しつけられ、普通なら誰でも飛び起きそうな光景だ。けれども戒炎という名の赤輝士は、もう二度と起き上がらない。

　――彼は死んだ。死んだんだ。

「なんで！　なんでなのよー!!」

　あれだけ戒炎を敵視していた颯綺が、リボン頭を振り乱し、瞳ひとみに涙なみだを溜ためていた。
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　橋の上で俺と五人の少女たちは、一言もしゃべれなくなる。

　ただただ体を強ばらせて、おのおのの武輝を構え、周囲をくまなく警戒した。

　なぜ、戒カイ炎エンは死んだ？　殺されたのか？

　そうに決まっている――。

　なら、相手は棄竜に間違いないだろう。だけど風属性の颯サツ綺キは、未だに動く棄竜の気配を感じていない。必死に目元を擦って気持ちを立て直した彼女が、いっそう感覚を研とぎ澄すましても、だ。

　近くにはいない？　でも、戒炎はたった今、ここで死んだんだ。

　なら、少なくともここは危険だった。

　特に俺たちのいる、濡れたこの場所が、なんだかすごく嫌な感じだ。

　それは俺以外の少女たちも感じ取っていたらしい。自ずと全員の足が、戒炎を移動させた更衣室の方へと向いた。そこはまだ、濡れずに乾いていたためだ。

　ところが、その途中。

「!!」

　びくっ、と突然、紅那クレナがあからさまに動揺した。

　なんだ？　彼女の視線は、プールの周囲ではなくて――むしろプールの中に向けられている。俺も自然とそれを追って、橋の上から水面へと目を向けた。

「っ!?　な……！」

　その意味は、すぐにわかった。

　最悪の光景が広がっていた。

　たっぷりと蓄たくわえられた水の中、よく見ればそこになにかの影があった。

　沈んでいるのは、人だった。鎧を着けた輝士たちが、プールの底に漂ただよっていたのだ。

　噓だろ!?　その数は、一人や二人ではきかない。五人、十人、いやもっとだ！

　しかも、一見して生きていないのが判別できた。

　なぜならその大半が、腕や足など一部を失い、大量の血を漂わせていたのだから――。

「きゃああああああああ――！」

　遅れて気付いた静シズ九クが、甲かん高だかい悲ひ鳴めいを上げた。

　それが引き金となり、颯綺や光璃ヒカリ、愛ア理リ砂サたちも死体を見つける。

「なっ、なにこれー！　み、みんな……やられてる？　し、死んでるの!?　マジ？」

「そんな、この数って、一個中隊規模だよ～！」

「……全滅、なのですか？　まさか！」

　全滅。その一言がすべてだった。

　それだけの数の輝士が、水の底に沈んでいるのだ。――しかし。

「う、噓！　あの焰ホムラ隊長がやられたなんて、私は信じません!!」

　紅那が金色の髪を激しく振った。必死の形相で、橋を駆け出す。

　走りながら彼女は水面を覗き込み、確認するのは沈む輝士たちの死体か。誰一人動かないその中に、おそらく焰さんの姿を探しているのだ。

「紅那っ！」

　俺も思わず彼女を追った。だって、単独行動はさせられない！

　ここで一個中隊がやられたってことは、それだけの力を持つ棄竜に襲おそわれたに違いない。颯綺は気配がないと言ったけど、まだそいつがうろついている可能性もある。そもそも戒炎は俺たちの前で今、絶命したんだ。

　直後、俺はぞっとする。紅那とともにやってきた、更衣室の並ぶ十字の橋の交差点。そこで、思い切り水たまりを踏んだからだ。

「水!?　おい、紅那、やばいぞ！　戻ろう！」

　きっとこの奇妙な水の痕跡が、棄竜襲撃の証なのだろう。なら、水属性の棄竜なのか？

　まずい。水は、この下にいくらでもある。だからこの、更衣室のコンテナのある橋の上で、赤輝士の中隊はやられたんだ！

　けれども紅那は引き返さない。むしろ彼女は、交差点のど真ん中で足を止めた。

「……隊長!!」

「え？　紅那？」

　隊長って、まさか。彼女の声につられて、交差点までやってきた俺も息を呑む。

　俺たちの走ってきた橋からは、今までコンテナの陰になり、見えなかった左手の橋側。そこに二つの人影があった。

　倒れている黒服の青年輝士と、その側で立ち尽くすショートボブの少女輝士だ。

　焰隊長と、副長の朱深アケミ――？　朱深が俺たちに気付き、はっとこちらに顔を向ける。

　同時に、焰さんの体も動いた。赤い輝きが、その手の中に握られている。それは彼の斧おの型の武輝だ。

　生きてる。そうだ、鎧も赤く輝いてるし、まだ無事だったんだ！

　俺も紅那も、思わず二人のもとに駆け寄ろうとする。

　が、そのとき。

「……み、水が、来る？　あの、気を付けてください！　みなさん――！」

　静九のそんな叫びが届いた。

　彼女は水属性の青輝士だ。だからこそ誰よりも早く、水の異変を感じたらしい。

　――音が聞こえた。

　こぽこぽと、水が泡立つ音である。走りながらも俺と紅那は、ぎょっとした。

　静かだったプールの水面が、唐突に揺らいでいた。下から来るのか？　紅那が真っ先に、赤い刃を構え直す。

　もちろん切っ先を向けるのは、無数の泡を立ち上らせたプールの方だが――。
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「し、下じゃあない！　ヤツは、真横から、来るぞッ……！」

　絞り出すような警告が、橋の上にいる俺たちに届いた。

　え？　声の主は、必死に立ち上がろうとしている焰ホムラさんだった。

「横、だって!?」

　どういう意味だ。俺や紅那クレナは唐とう突とつすぎて、理解が遅れた。だって異変は橋の下、このプールで起きているのに？

　だから、完全に虚きよを突かれた――。

　なにかの大きな音がした。プールのある広大な地下空間にこだましたのは、なんだ？

　横だ、と言われていたからこそ、かろうじて視線を上げることができた。

　そして俺は目撃する。

　円まるいプールをぐるりと囲む、無数の通路――そこを閉ざしていた円形の扉の一つが、ひしゃげて空中に跳ね飛ばされていた。重力に引かれ、そのままプールの中に落下する。

　派手な水みず飛沫しぶきが上がり、さすがに紅那や、俺たちを追いかけてきた他の少女たちもそちらを向いた。

　が、それ以上の光景が、嫌でも俺たちの目に飛び込んでくる。

　水。――そう、水だ。

　通路の扉を押し破り、現れたのは噴き出した鉄てつ砲ぽう水みずだった。

　ものすごい水量にもかかわらず、音も立てずにプールへと注がれる。

　いいや、違う。揺れる水面には落ちずに、ぐい、といきなり持ち上がった！

「……水の、竜!?」

　俺はつい、そう表現する。そうだ、水でできた竜の首だ。

　まさかこれも、棄き竜りゆうの一種だってのか！

「水竜ウンセギラ級!?」

　紅那が言った。そのとき、鉄砲水の先端が大きく裂ける。

　いや、そこにできあがったのは、確かに竜の顎あごだった。水でできた棄竜は一気に水面を走り、あっという間に橋までくる。

　狙ってるのは俺と、紅那か？　やばい！　俺はもちろん横っ飛びに逃げようとした。

　武輝の使えない自分にできるのは、これくらいしかないからだ。

　だが、紅那が遅れた。赤い刃を構える彼女は、戦う術を持っていたために、逃げの選択が遅れたのだ。

　斬るしかない！　と判断してか――紅那は刀を振りかぶり、逆に水竜へと向かう。

　けれどもそれはどう見ても、自殺行為にしか見えなかった。いいや、突っ込んでくる相手に対して、真正面から対峙するなんて無茶だ！

　なにより、敵が速すぎる。紅那には集中して、輝き法ほうの炎を作り出す余裕すらなかった。輝キ刃バだけでやるつもりかよ!?

　でも、ここで数十人の赤あか輝き士しが、敗れて水に呑のまれたんだぞ！

　だから。水竜が紅那を穿うがち抜く寸前、横から飛び込んできた者がいた。

　それは黒服の青年輝士、焰さんだ。全力疾走した彼は、そのまま紅那を突き飛ばす。

　同時に、赤く輝く斧おの型武ぶ輝きを振り下ろした。

　紅那の刀型武輝よりも巨大な輝刃をつくる斧は、水竜の鼻先を直撃する。だが――。

「！　焰、隊長―――――!?」

　紅那の悲痛な声がこだました。

　焰さんの体が、水平に吹っ飛んでいた。

　斬り付けた斧の輝刃は、わずかに水を蒸発させただけで終わる。駆け抜けた水竜の首が、圧倒的な水量で、青年輝士を呑み込んでいた。

　焰さんは、そのままプールの水面に叩きつけられる。

　人だった形がばらばらになるのを、俺たちは目撃した。

　死ん、だ。一目見て、わかる。彼の体は水に落ち、もうこちらからは見えなくなった。

　鎧よろいを染めていた赤い輝きが消え、かわりに赤い染みが水面に広がる。しかし大量の水で薄められ、すぐにわからなくなった。

　その頃にはあの水竜も、プールの中に突っ込んだまま消滅した。破られた通路から、いつの間にか鉄砲水が引いていた。

　訪れるのは、噓うそみたいな静せい寂じやくだ。残された痕こん跡せきはただ、橋が新たに濡れたくらい。

　今のは本当に起きたことなのか？　そんな思いにかられてしまう。

　いや、ダメだ！　これは現実だ。

　――俺たちは同じ棄竜にまた、いつ襲われるかもしれないんだ。

「！　今ので終わりってことはないよな!?」

　俺は紅那と、振り返ったそこで立ち尽くしたままの、他の少女たちに呼びかけた。

　ようやく彼女たちの硬直が解ける。そんな中、俺が確かめるのはプールに繋つながる他の経路だ。

　扉を失った通路があちこちにあった。そうだ、これらは開けっ放しにされていたわけじゃない。今みたいに水竜が現れて、水圧でぐしゃぐしゃに押し破ったせいなんだ！

　それらはここに来た、赤輝士中隊の全員を襲ったのだろう。嫌な汗が止まらなかった。

　逃げることも、戦うこともできなかったのか？　あれだけの数の輝士がいて、建機型棄竜の群れを倒すほど、強かったはずなのに！

　その疑問に答えられるのは、一人だけだ。俺の足は自然と、中隊唯一の生存者である少女、朱深アケミへと向いた。

「君！　今のヤツにみんなやられたのか？　どうして中隊が勝てなかったんだ!?」

「えっ……だ、だって。……あいつ、斬っても倒せないしぃ」

　まるで放心状態だった朱深が、ようやくしゃべった。

「無理、なんだもん。輝士ごときが棄竜相手に勝つ、だなんてさぁ？」

「？　なんだって？」

「わっかんないの？　あんたって、記憶を失ってるんだっけ？　だからぁ？」

　あはは、と朱深が力なく笑った。その手には、自身の武輝すら握られていない。

「死んじゃうよぉ、みんな。本当は棄竜こそが、人を狩る生物なんだよねぇ」

「な、なに言ってんだ？」

　そんなの――わかってる。人より棄竜が強いだなんて。

　でも、だからって黙って死ぬわけにいくものか！

「紅那！」

　俺は朱深を放っておいて、橋の欄らん干かんの側でへたり込む紅那のもとに駆け寄った。

　彼女はまだ、どうにか刀を構えていたけれど、その輝きがくすんでいた。

　それは心の乱れを表すものか。

「しっかりしろよ、紅那！　また来るぞ、あの棄竜は！」

「……。クロ、ガ？」

　虚うつろな眼まな差ざしで、金きん髪ぱつの少女は俺を見る。

「焰隊長が、私を庇かばって……それで、死んで。そんな、ことって」

　どうしたらいいのかわからない。そんな様子で、彼女は震えた。

「あの人は、なぜ？　今のは、全を生かすための犠牲ではなかったのに。それに輝士として、自分の命を大切にしたものでも！　そう教えてくれたのは焰隊長だったのにっ」

「紅那……！」

　どう返せばいい？　俺は今にも頽くずおれそうな少女を前に、言葉に詰まった。

　いいや。――今ここで、心が折れたら終わりだぞ！

「紅那。俺も、同じだった！」

　俺は必死に語りかけた。

「雪ユキ司ジさんが犠牲になって、俺は……俺は。俺なんか助けなきゃよかったのに、って今でも思うよ。だけど、もうそれは無理なんだ。残ったのは俺なんだから」

「え……？」

「だから俺は、あの人の遺い志しを継つぐと決めたんだ。いや、そうするように教えてくれたのは、紅那だよな？」

　そうだろ？　俺は今、あのときの言葉を彼女に返す。

「ここで黙って、あの棄竜にやられていいのかよ？　……死ねば、かわりに犠牲になった相手の遺志さえ、無駄になるのに！」

「!!」

　はっ、と紅那の表情がかわる。手にした武輝の赤い刃が、強い輝きを取り戻した。

　もう大丈夫。俺は短い間だけど、紅那という少女をちゃんと見てきた。

　彼女は――自分の弱さをきちんと受け止められる人だ。

　それに紅那は、倒れた焰さんとよく似ている。

「焰隊長の、遺志……そう、ですね。私には、わかります」

　武輝を両手でしっかり握り、彼女は自分の力で立ち上がった。

「あの人は、個を捨てて全を思う人。私を生かすことが、全に繋がると考えたんです、きっと。いえ、だからこそ、私がここで諦めてる場合じゃないです！」

「……ああ」

「そう、きっと。私が、全となる必要があるんですよね……！」

　彼女だけじゃない。俺たちが、だ。

　遅れて集まってくる、颯サツ綺キや光璃ヒカリ、静シズ九クに愛ア理リ砂サを見ながら俺は思った。

「ありがとう、クロガ」

　そして紅那はそう呟つぶやくと――。

「迎撃用意!!」

　凜りんとした声で、みんなに告げた。

　そこに彼女の弱さはない。輝士としての誇ほこりが、紅那の背筋をしっかり伸ばしていた。

「ただし相手は一瞬で現れて、また消えてしまう個体です！　各自、一度にやられないよう散開！　更こう衣い室しつをうまく盾にして！」
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「特に異論はないですが？」

「は、はい！　あたしも、さ、賛成です！　だって、あのっ。真正面から戦うなんて、絶対無理ですよぅ！　だって中隊が、全滅した相手ですよ!?」

「水竜ウンセギラ級なんて、マジでいたんだ……。水を操る棄竜って、でも、あんなのアリ？　だって全身水でできてたじゃん！　あれ、どこに棄き塊かいがあるっての？」

「確かに、やっかいな相手だよね～。……だからこそワタシたちは、相手を見極めなきゃ～。それまでは、逃げ回るのが先決かなあ？」

「ああ。とにかく、また襲われる前に隠れないと！　やっぱりまた、通路側から俺たちを狙って現れるのか？」

　――紅那クレナの指揮に従って、しゃべりながらも俺たちは動く。

　一人取り残されるのは、ぽつんと突っ立ったままの朱深アケミだった。が、その首根っこを捕まえたのはなんと光璃ヒカリだ。

「はいはい～。戦えないのなら、ワタシと一緒に隠れていようね～」

　任せていいのか少し不安だが、しかし今はたぶん、誰といても変わらないだろう。

　俺もみんなと同じように、手近な更衣室のコンテナに近づいた。

　細長いコンテナは、扉が一つついただけのシンプルな構造だ。高さはせいぜい二メートル半か。奥行きはその倍くらいで、長さはたぶん二十メートルくらいだろう。

　それらは五つをひとまとめに並べられ、橋の交差点の左右にくっつく。入り口を橋に向けて、あとは水の上に突き出ていた。

　いや、もちろんその下には支えがいる。橋から太い鉄骨が無数に伸びて、格こう子し状じように足場をつくり、そこにコンテナが乗っかっていた。つまり――コンテナどうしの隙すき間まにも鉄骨があり、少し注意は必要だけれど、そこを歩くこともできるんだ。

　少女たちも、どうやらコンテナを盾にするため、橋から鉄骨へと渡ったようだ。

「！　階段？」

　おっと。俺も鉄骨の上を歩きながら、コンテナ側面に階段状の突起があるのに気が付いた。そうか、ここから上がれば――。

「コンテナの上で、周囲を見渡せるのか！」

　その方が、棄竜を警戒できるからだろう。もちろん俺も階段を上った。

　が、コンテナの屋根にまで登る必要はない。ちょうど頭だけを出しながら、ぐるりとあたりを見回した。

　静かだ。噓みたいに。

　プールの水面は穏おだやかで、最初に見たときと同じように、波一つ立てていない。

　けれどももう騙だまされない。視線を落とせばその底に、数多あまたの輝士たちが沈んでいた。

　あの水竜に呑み込まれ、叩きつけられ、絶命したのだ。

　でも、妙だよな？

「あの水の棄竜って、そうだよ。いったい、どんな機械がモチーフになってるんだ？」

　俺はつい、ぼやくように呟いた。

　うん、妙だよな？　これまではバイク型や冷蔵庫型、建機型と一目でわかったのに。

　理由はわかる。さっき、颯サツ綺キが指摘したとおりだ。あの水竜にはこれっぽっちも、機械が使われていないせいだろう。

　いったいどういうことなんだ？　ぞっとするような静けさの中、俺は必死に考える。

　けれども、再びこの空間に脅威の訪れる方が早かった。

　プールの水が、再び泡で大きく揺らいだ。これは、水竜が来る予兆!?

「あの！　き、来ちゃいます―――！」

　静シズ九クの叫びが反響した。水がくるのが、青輝士の彼女にはわかるんだ。

　直後、再び通路の扉が吹っ飛んだ。

「後ろ!?」

　一応警戒していたのは、さっき水竜が飛び出してきた通路である。ところが今度は真逆の位置の、１８０度後方からあの水竜が出現した！

　もちろん真っ直ぐにプール中央へと、噴き出す水が襲い来る。

　やはり棄竜だ。俺たち人間を狙い、迷いなく突っ込んでくる。

「……って、愛ア理リ砂サ!?」

　水竜は俺の方にはこなかった。素早くコンテナの上に出るのは、愛理砂だ。

　標的にされたのは彼女なのだ。

「最初の獲え物ものはわたくしですか？　ふむ。舐なめすぎですねっ」

　黄色く輝く短剣とともに、機き敏びんな動きで小柄な少女がコンテナを走る。回避するためか、そのまま空中に跳び上がった。

　でも、水竜も速い。危ない、逃げ切れてない？　接触する!?

「《不フ・破ワ・磊ライ・堂ドウ》!!」

　だがその寸前、愛理砂が吼ほえた。小柄な体を一瞬で、増殖した金属の鎧が覆おおい尽くす。

　さながら全身鎧だった。防御に割り振った、土属性の輝法なのか？　その姿のまま、彼女は水竜と激突し――！

「お、おおおっ!?」

　俺は感嘆の呻うめきを上げた。大口を開けた水竜が、ぱっくりと見事に裂けたからだ。

　それは鎧で身を守った愛理砂が、水竜を受け流しながら、黄色い刃を振るったせいか？　――やった！　そのまま水竜の巨体が、プールに飛沫を上げて落ちる。

　いいや。焰さんを押し流した後と、同じだ。プールに突っ込んだ水竜は、大量の水に紛れて消えてしまった。

　そこに、他の棄竜を倒したときのような、機械の残ざん骸がいは現れない。ああ、もとより水だけでできてるんだから当然だ。

　かわりに――派手な衝突音がして、俺はそっちに目を向けた。

　重い全身鎧を着込んだ愛理砂が、別のコンテナの上に落ちた音だ。コンテナが派手にひしゃげ、硬かたい彼女を受け止める。

「ちょ、ちょっと！　愛理砂、アンタ無事ー!?」

　身軽な颯綺が頭のリボンをなびかせて、コンテナの屋根から屋根へと飛び移り、すぐに近づく。

　が、それより先にぼろぼろと鎧を落とした愛理砂が、黄色い刃を振り回した。邪魔なコンテナの破は片へんを刻んで、彼女はちゃんと姿を見せる。よかった、ケガはないようだ。

　けれども愛理砂は、ひしゃげたコンテナの上で膝をついた。「愛理砂っ？」と慌あわてて颯綺が側に降り立つ。

「だ、大丈夫です。全身防御フルカバーで、輝力を振り絞りすぎただけですから」

　負ふ傷しようしてないことを強調するも、愛理砂は立てないようだ。かなり消耗しきっている。

　水竜の突進を防ぐだけで、愛理砂でも精一杯か？　鎧の金色の輝きも鈍っていた。

　だから、いきなり颯綺が愛理砂を抱きかかえる。

「は？　なにをするのですか、あなたは!?」

「えーい、しょーがないじゃん！　次アンタが狙われたら、回避できないんでしょー？　だったらアタシが足になるしかないっての!!」

　突然のことに愛理砂は抵抗するが、暴れるだけの余力すらないらしい。いざというときのためか、おとなしく颯綺の腕に身を預けた。

　――そして、また静寂だけが訪れる。

　しばらくは水竜の攻撃はないか？　俺たちは誰もがコンテナの上から顔を出し、お互いの無事を改めて確認し合った。

　けれども、感じるのはどうしようもない焦しよう燥そう感かんだ。

「あはは、無駄だしぃ！」

　ふいに嘲ちよう笑しようが耳に入った。

　一人、コンテナの上に出てけらけら笑うのは、朱深だ。

「こうやって、みーんな死んでいったんだよねぇ。なんにもできずにさぁ！」

　中隊で唯一生き残った彼女は、もうすべてを諦あきらめていた。側にいる光璃が「危ないから～」と警告しても、まるで聞く耳を持たない。

　そうだ。あの赤輝士たちの中隊でさえ敵わずに、ここでみんな殺されたんだ。なのに俺たちみたいな属性もばらばらな、出来合小隊が勝てるだろうか？

　いいや。火属性一色ではない俺たちだからこそ、わかることもあった。

「あ、あの！　あのあの！　水が……プールから外に、流れてるんです！」

　ふいに声を上げたのは、水属性の静九だった。

「ずっと注意してたんですけど、その、水の気配が循じゆん環かんしてます！　だから、あのうっ」

「静九？　……プールから水が外に出てるのは、この第三階層では普通のことですよ」

　紅那が冷静に返す。

　あ、確か訓練用の仕掛けのために、プールの排水が利用されてるって話だよな？

　しかし静九は、「そ、そうじゃなくて！」と食い下がった。

「わ、わかってます！　だからあたし、気付くのが遅れて……。でも、あの、水はすべて繋がってたんですよぅ！　ここのプールに飛び込んだ、あの水でできた棄竜は、またここから吐き出されてたんです！　ぐるっと排水経路を回って、戻ってきてるんです!!」

　え？　プールと水竜が、繋がってる？

　俺たちの誰もが一瞬、きょとんとした。

　さっそく理解できずにリボン頭を抱えるのは、愛理砂とともにいる颯綺である。

「うにゃー！　だ、だからなんだってのー!?　もっとわかりやすく教えてよ！」

「つまり～、このプールを利用して、水の棄竜がつくられてるってことだよねえ～？」

　はっとしたのは光璃だった。そして、彼女は軽く微笑む。

「静九ちゃん、お手柄かもね～！」

「え。あ、あの……あ、あたしっ」

「そういうことだったんだ～。あの棄竜がプールに突っ込んで消えるのは、還かえってきてるだけなんだね！　ここから送り出されてるんだよ～！」

　ね？　と光璃が静九を促うながす。おさげ髪の少女は必死に何度も頷いた。

「待って？　じゃあ、まさかこのプール自体が!?」

　次いで理解したのは紅那だった。彼女はその視線を、プールの水面へと落とす。

　あっ！　俺もようやく、意味がわかった。まさか――！

「要は、プールこそが棄竜の本体だってのか!!」

　そうか！　思い出すのは建機型棄竜のときの、あの鉄球だ。

　本体ではなく、制御された属性の一部、ということか。

　それと同じなんだ！　この水竜も！

「水は操られてるだけなんだ！　ああっ、だから水の竜が現れる前に、プールに変化が起きたのか!?」

　俺は幾いく度どとなく、予兆のようにプールが泡立つのを見ていた。

　そうだよ。あれは水竜を生み出すときに起きる、必然的なものだったのだ。

　――なら、どうすればいい？

　水竜をいくら相手にしても意味はない。活路を見出すとすれば、本体を叩くことのみ。

　この分厚い水に守られた、プールの底に棄竜はいるのだ！

　だから。

「力を貸してください、朱深副長！　赤輝士の力を束たばねるしかないです！」

　紅那がコンテナの上に這はい上がり、光璃とともにいる朱深へと呼びかけた。

「可能性があるとしたら、もうこれだけです！　プールの底まで一撃を届かせなければ!!　私は未熟で、弱いですけど……それでもアナタに合わせてみせます！　だから！」

「プールの、底ぉ……？」

　しかし朱深は虚うつろな眼まな差ざしを向けるばかりだ。

　ダメだ。彼女の心は完全に折れていた。紅那の言葉も届かない。

　そして――また、プールの水面が泡で揺らいだ。




　　　　　　[image: ]




　三度、水竜がやってくる。

　通路の扉を吹き飛ばし、プールの上にいる俺たちへと向かってきた。

　狙うのは、無む防ぼう備びにコンテナ上に座り込んでいた朱深アケミか？

　違う。そこから数メートルと離れていない光璃ヒカリへと、真っ直ぐに突っ込んでいく。

「まずい！　光璃――!!」

　俺はありったけの声で叫んだ。それくらいしかできなかった。

　他の誰も間に合わない。颯サツ綺キは愛ア理リ砂サを抱えているし、紅那クレナはかなりの距離があった。一足飛びには駆けつけられない。

　だから光璃にできたのは、逃げることのみ。もとより彼女の武輝は壊れていて、反撃のしようもなかった。

　――そのはず、だったのだが。

「要は、プールを裂さけばいいんだよね～！」

　光璃は逃げるそぶりを見せなかった。大きな胸を揺ゆらしながら、コンテナの上へ駆け上がり、そのまま全力でジャンプする。

　迫り来る水竜に向かって突きつけるのは、あの壊れた杖つえ型の武輝だ。

「試してみるよ～！　輝き弾だん、《結晶マテリア》～！」

「えっ、な……!?」

　光璃の瞳ひとみと鎧が、鮮あざやかな紫色に煌きらめいた。瞬間、杖型武輝も紫に輝く。

　欠けていたはずのその先端には、新たに組み替えられた封ふう殻かくが形けい成せいされていた。その形状はまるで、「筒」？

　いや。杖の頭の部分を片手で握り、筒の先端を前方へと突き出した姿は、「銃じゆう」か？

　直後、紫の閃せん光こうが一瞬にして放たれた。

　ああ、まさに銃そのものだ！　周囲の空気が引き裂かれ、凄すさまじい音を轟とどろかせる。離れた場所にいる俺の髪や産うぶ毛げまで、強烈な雷光により逆さか立だった。うわ！　俺も他の少女たちも、光璃の見せた一撃に驚きよう愕がくする。

　だがなによりも目を引いたのは、閃光に貫かれた水竜の姿だった。

　あれだけの勢いで迫っていた水竜の頭部が、一瞬で蒸じよう発はつし、四散する。

「……すごい!!」

　光璃に、こんな力が？　できるなら最初からやってくれよ！　と思ったものの、なんだ？　撃つと同時に、筒状になった封殻が破は裂れつしていた。

　違う。雷光とともに水竜を穿うがったのは、その装そう飾しよくパーツの一つなのか!?

　弾丸のように放たれたパーツが紫電を纏まとい、水竜を貫いたんだ！

　その角度はちょうど、光璃が跳び上がっていたことで、斜め上から水竜の頭だけを飛ばしていた。

　見た目と威力は派手だったが、効果範囲は狭いようだ。が、勢いはそのままに、下にあったプールの水面へと突き刺さる。抉えぐるように直径三メートルほどの穴ができた。

　そして、空中にいる光璃が叫ぶ。

「この一発だけだよ～！」

　跳び上がったはいいものの、鎧の輝きさえもう失わせ――放物線を描いてプールへと落下しながら、彼女は早口でまくし立てる。

「弾たまに封殻を使ったんだよ！　込めた輝力が、しばらくは水を押しのけるよ～！　消えてしまう前に、うまく……！」

　それでも最後まで言い切る前に、光璃は水の中へと落ちた。

　だけど、意図は十分に伝わる。

「プールの底まで行けるのか!?」

　俺は光璃の切り開いた、プールの穴を見て呻いた。

　ああ、彼女の言うとおり、穴は消えない。纏わり付くように電光が走り、大量の水を押しのけたまま、塞ふさがれるのを拒こばんでいた。

　それは「道」だ。深さ十メートルはあるプールの、底近くまで行ける、唯一の――！

　この瞬間を逃すなんて、あり得ない。

　でも誰が行く？　俺は足の速い颯綺の方に目を向けた。そう、風を使う彼女なら！

　が、ダメだ。タイミングが最悪だった。

「……ちょっと、わ、わにゃ―――!?」

　颯綺の悲鳴がこだました。それは頭を吹っ飛ばされたものの、残ったままだった水竜の体が、彼女のいた近くに落下したせいだ。

　大量の水がコンテナの上を叩き、颯綺は愛理砂とともに、必死に逃げるので精一杯だった。噓だろ、彼女は動けない!?　だから。

「私が行きますッ!!」

　落ちた光璃が水面に顔を出すより早く、紅那が決断を下した。全力で駆け出し、束ねた金髪をなびかせて、コンテナからコンテナへと跳んでいく。

　もちろん真っ直ぐ目指すのは、光璃の切り開いたあの大穴だ。

「紅那!?」

　わかってる。彼女が行くより方法はない。颯綺が体勢を立て直すには時間がかかるし、愛理砂はまだへばったままだ。光璃は落ちて論外だし、静九はそもそも戦闘向きの武輝を持たない。また、俺だって役立たずだ。

　だけど紅那一人だぞ？　できるのか!?

　――いいや、彼女は迷わない。それが紅那だ。

　まだ輝刃に輝法をのせられるかどうか、不安なところもあるけれど、彼女のことだ。いざとなればきっと、成功させてくれるはず！

　だから紅那は赤い刃を携えて、そのまま全力で跳ちよう躍やくした。光璃の空けた、水面の大穴に向かって。

　それはぎりぎり届きそうだ。でも、角度が悪い？

　あれじゃあ斜めに水を抉った穴の、縁あたりで引っかかりそうだぞ！　いや、大丈夫なのか？　水を押しのける電光に接触しても――？

　わからない。が、そのとき風が吹き荒れた。

「……にぇ――――い！　風よ、押してッ!!」

　なに？　叫んだのは颯綺だった。

　彼女は愛理砂を抱えたまま、緑の輝刃を宿した三みつ叉また槍やりを突き出していた。

　咄嗟の判断なのだろう。離れていても風属性の颯綺は、紅那を助力しようとしたのだ。

　しかも槍を、一緒にいる愛理砂までもが支えていた。

　狙い澄ませた突風が、空中にいた紅那の背中を強く叩いた。落下の角度を変化させる。

　やった！　これでうまく、穴に入れる！

　いや、はたして穴はどこまで届いているのだろう？　また、本当にプールの底に棄竜の本体はいるのだろうか。

　それにいたとして、光璃の空けた穴から、紅那の刃が届く距離にいるのか？

　さらに、棄竜に一撃を見舞ったとして――紅那は水面まで、うまく浮上できるのか？　いろんな不安が胸をよぎった。

　けれども、やるしかない。俺たちに今できる最善の手は、これだけなんだ！




　しかし、それは紅那が穴に飛び込む寸前だった。

「！　えっ」

　俺は見た。突然、ざわつくようにプールの水面全体が震えたのを。

「きゃあ～～～!?」

　重い鎧を脱ごうともがく光璃が、押し寄せる水に翻ほん弄ろうされて悲鳴を上げた。

　なんだ？　波？　そうだ、いきなりプールに波ができたんだ。

　それは一気に穴まで埋めてしまう。――当然、そこに落ちて行く紅那になすすべはない。穴のあった場所に、彼女は虚しく飛沫しぶきを上げた。

　赤い刃の輝きすらも、水に呑まれて火が消えるように、掻き消される。いや、紅那の集中が維持できないほど、乱されたせいか!?

「く、紅那―――!!」

　俺は必死に彼女を呼んだ。

　大丈夫だ。「ぷはっ！」と紅那が、すぐに水面に顔を出す。彼女は赤く輝く鎧を着たまま、見事に立ち泳ぎで浮かんできたのだ。

　しかしもちろん、その顔は冴さえない。

　当たり前だ。光璃のつくった穴は塞がれ、紅那はなにもできなかった。それどころか――プールで発生した波の勢いは、衰えない。いや、さらに荒れる一方だ。

「光璃っ、私の方へ来て！」

　赤い刃の消えた刀を、紅那が差し出す。そこにどうにか、近づいた光璃が摑つかまった。

　が、その頃には、波はプール全体にまで広がっていた。

「って……渦うず!?」

　コンテナの上によじ登り、プールを見渡す俺は気付いた。

　そうだ。円形のプールに蓄えられた水が回っていたのだ。ごうごうと音を立て、渦巻き状の流れをつくる。これって、まさか！

「……『洗せん濯たく機き』かよ!!」

　そうか！　俺はすべてを理解した。

「ああ、だから本体は、水の底にあったのか！　ドラムを回すモーターみたいに！　それで、排水を利用して水竜もつくって！」

　まさに洗濯機型棄竜だった。――どうりで本体が見えないわけだ。

　いいや、最初から見えていたんだ。俺はあまりのことにぞっとする。

　つまりこのプール全体こそが、棄竜なんだ！

　最初からそうだったわけではないだろう。本体がここに取り付いて、大量の水を利用するようになったのか。ぐるぐるといろいろな考えが頭を巡る。

　しかし、その間にもプールの渦は速度を増す。

　そうだ。洗濯機ならば、こんなものでは終わらない。さすがにプールが大きすぎて、徐々にしか波を大きくできないようだが――。

「ダメだ！　今のうちに、水から逃げろ！　紅那、光璃ー!!」

　俺は二人を助けようと、コンテナの上から橋へと降りた。波にさらわれ彼女たちは、俺が踏みしめた十字の橋の一つへと、やがて近づこうとしていた。

　だが、どうする？　どうやって二人を橋まで引き上げる？

　つい手にかけたのは、俺の持っている大たい剣けんだ。二メートル近いその長さを持ってすれば、橋から下の水面までは、欄干から身を乗り出せばぎりぎり届くか。

　そんな思考をしている前で――また、渦の速度が上昇した。

　紅那!?　光璃!!　二人の体があっという間に、橋を素通りして流される。

「くそっ！」

　今から隣の橋に走っても、もう間に合わない。渦の速度の方がすでに、こちらの足を上回っていた。

　俺一人では、ここで一周回ってくるのを待つしかなかった。でもそれまで、二人は水に呑まれずにいるだろうか？　胸が焦あせりで締め付けられる。

　けれども、俺は一人じゃなかった。

「愛理砂！　踏ん張ってよー！」

「こ、今回だけですが！」

　隣の橋の上に現れるのは、風を従したがえ滑すべり込んだ、愛理砂をつれた颯綺だった。

　地響きのような音が響き渡る。それはどうやら着地を決めた、愛理砂からのものだった。その体はすでに、増殖した全身鎧に覆おおわれていた。

　そんな彼女が摑み取るのは、三つに分割して鎖で繋がる、颯綺の槍型武輝である。

　輝刃の消えたその先端を、愛理砂と颯綺の二人が一緒に握った。反対側の端っこを、欄干から外に垂らす。まさか、あれを命綱として渡すのかよ！

　でも、颯綺が空を飛んで助けに行くのはできないのか？　一瞬そんな考えが浮かんだ。

　が、無理らしい。

　颯綺はどうやら、肩で息をしていた。たぶん輝力が限界なのか、鎧の輝きもくすんでいる。ここまで愛理砂をつれて駆けつけるのが、精一杯のようだった。

　だからこそ、こうして愛理砂を重しにして、命綱を伸ばそうとするのだ。

　位置は合ってる。長さも、足りてる。そこに紅那と光璃が、渦にもまれながらも流れてきた。いけるか――？

　摑んだ！

　ぐい、と三つに折れた槍の柄が引っ張られる。二人ぶんの重量が一気にかかり、「にゃわあああ」と颯綺が力を込めた。

　だが気合いとは裏腹に、ずるずると愛理砂ごと、颯綺の体が引きずられる。

　無理だ！　遠目でもそれがわかった。引き上げるには、彼女たちだけでは荷が重い。もちろん俺は、駆けつけるために走り出していた。

　しかし俺が間に合う前に、拮きつ抗こうしていたバランスが崩れる。

　ぎりぎりで支えられていたのは、愛理砂の増やした重量があってのもの。ただ彼女も、颯綺と同じく疲ひ弊へいしていた。ぼろぼろと全身に纏う鎧が、勝手に剝はがれ落ちていく。

「このわたくしが……限界、だ、なんてっ！」

　らしくないくらい、愛理砂は諦めなかった。

　それでも終わりが訪れる。颯綺と愛理砂の体が、槍の端を摑んだまま――一緒になって欄干から落下した。

「颯綺！　愛理砂――――っ!!」

　走りながら俺には、喉を嗄からすことしかできなかった。

　水に落ちた二人を加え、四人の少女たちが大渦に翻弄される。まずい。渦の勢いが増していた。いつ四人が波に呑まれてもおかしくないぞ!?

　どうする？　どうしたらいい？

　俺に、なにができるんだ！　くそー！

「ああっ、神さま！　どうかご加護を！　い、いっ、い……いきます―――!!」

　――かわりに声を上げたのは、別の橋の上までやってきていた、静九だった。

　彼女は右腕から外した六角形の武輝を抱え、欄干をまたぐ。いや、思い切り足を引っかけて、水の中に転がり落ちた。

　なに？　ドジったのか!?　俺はさすがに面食らう。

　だが、落ちたのは彼女の意志だった。

「……き、輝き甲こうっ、《結晶マテリア》あああぁ！」

　青い輝きが、プールの荒れる水面に生まれた。

　えっ!?　そこにできあがったのは――鍋なべだ。それも直径数メートルはあろう、青い光の半球だった。こ、これは!!

「うわ！　た、盾たてえ!?」

　でかい！　そう、できあがったのは超巨大な中華鍋のごとき、「盾」だった。












　もしかしてこれが、静九の武輝の本質なのか？　いいや、鍋でしかなかったものをここまで巨大化させるほどに、静九の潜在能力がすごいのだろう。普段は気弱で、引っ込み思案な彼女だけど、やるじゃないか！

　そして、鎧を青く染め上げた静九は、そこに四人の少女たちをすくい取っていた。

「静九！　やったあ！」

　俺は橋の上で、思わずはしゃいだ。まるで小さな「船」みたいだぞ？

　そうだ。あの地味で臆おく病びようなおさげ髪の少女は、みんなを救うため勇気を振り絞り、あえて飛び込んでみせたのだ。

　それでもかなりの無茶なのだろう。渦の中、巨大な盾の形状がぐねぐねと歪ゆがんでいた。

　まずい！　水の勢いに押されているのか、それとも静九が制御しきれないのか――。

　おい、ちょっと待て。これで、どうなるんだ？

「いや。ひ、引き上げないと！」

　助かったのは一時的なものにすぎない。静九が船を維持できている間に、みんなを救い出さなくちゃいけないんだ。

　でも、どうやって？　やはり根本的な問題に行き着く。焦燥感に駆られて走り続けていた、俺の足がついに止まった。

　手には一本の、使えない大剣型武輝があるだけ。

　俺一人で、五人の少女全員を橋まで引き上げられるのか？

「意外とがんばったけどさぁ……もう、おしまいでしょ？」

　見透かすように笑い続けていたのは、コンテナの上で俺を見下ろす朱深だった。

「ねぇ、どうすんの？　君ぃ。これって絶望的じゃない？　あは、あはははは！」

「な、なんで……」

　どうして朱深は、そんなに諦められるんだ？

　俺にはわからない。わかりたくもない。

　いいや。彼女が壊れたのはきっと、自分が無力だと思い知らされたからだ。

　俺も、そうなってしまうのか？

　――嫌だ。失いたくない！

「紅那、愛理砂！　颯綺っ、静九、光璃―――ッ!!」

　俺はみんなの名を呼んだ。

　渦に翻弄される船の中、静九がその中央で必死にしがみついていた。装甲型武輝に輝力を送り続けているのだろう。

　その横で光璃が、最後の装飾パーツをなくした武輝を脇へ置いて、もたれかかる颯綺に膝枕をしていた。

　本来なら風の力で飛べる颯綺は、完全にへばっている。ダメだ、静九の船が消える前に、回復できる保証はない。

　さらに愛理砂は、紅那に抱かれて力尽きていた。

　紅那も、動けないようだ。当然だ、鎧や武輝を装備したまま、他の三人を抱えるように泳いできたのだ。

　それでも俺は見た。金髪の少女輝士は、刀型武輝をまだ握り続けていた。

　諦めていないんだ！　なら、俺だって――。

「俺も……輝士なんだッ！」

　そのはずだ。手にした大剣を強く握る。

　この武輝を使えるだけの力は、本来持っているはずなんだ。

　あのノイズがかかったような記憶の中でも、確かに俺は戦っていた。できるはずだ！

　力が欲しかった。

　助けたいんだ、みんなを！

　もちろん武輝を扱えるようになったくらいで、みんなを救える保証はなかった。

　それでも今、俺にできるのはもう――己と向き合うことくらいだ。




『集中して、目を閉じて、問いかけるんです。自分の内側に』




　いつか、紅那が教えてくれたやり方を思い起こす。

　俺は固く目を閉じた。




『そうすればきっと、五属性のうちのなにかが見えてくるはずですよ』




「集中しろ……」

　深く、深く。

　――渦の音も、朱深の狂ったような笑い声も遠ざかった。

　見えるのはただ、瞼まぶたの裏に広がる闇やみのみ。

　まただ。なにも見つからない。

　焦あせりが俺の身を焼いた。なんでだ？　どうして、輝力には『火』『風』『土』『水』『雷』の、五つの属性があるはずなのに。

　それらはやはり、どこにも存在しなかった。




『輝力は、自分そのもの。拒こばまないで』




「……拒む？　俺が？」

　紅那の言葉が俺を導く。俺は、自分を無意識に受け入れていないのだろうか？

　わからない。だってここには、本当に闇しかないんだ。

　真っ暗で、一人で、なにもなくて――。

　いや。それは俺そのもの、じゃないか？

「！」

　記憶をなくし、一人じゃなんにもできない俺。

　闇は、俺がもっとも嫌うもの。

　だけど――まさか。

　俺自身、なのか？

　洗濯機の棄竜と同じだ。最初から見えているのに、気付かなかった。

　そうだ。

「『闇』が……俺っ？」

　どくん！　唐突に鼓こ動どうが跳ねた。

　これだ。俺のすべてが納得する。力が、わかる。紅那の言ったとおりだった。

　――闇が体を駆け巡る。

「うわ、あああ、あああああああああああ―――――っ!!」

　それが輝力なのだろう。いきなり力があふれ出て、俺はたまらず絶叫していた。

　思わず閉じていた瞼を開いても、視界に闇がまとわりつく。

　なに？　どうしたらいい？　初めての衝動に、俺は一人で混乱した。

　そう、俺は一人だ。

　いつも側にいて助けてくれた少女たちは、闇色に輝く双そう眸ぼうの向こう。未だ、渦巻く水面で揺られていた。

　違う。今度は俺が、彼女たちを助ける番だ。

　そのために力をようやく手にしたんだ！

「封殻解放！　輝刃、《結晶マテリア》ああああああああッ!!」
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　ごうごうとプールの水が、いっそう激しく渦うず巻まいている。

　その音に負けないくらいの大声で、俺は橋の上から叫んでいた。

　ありったけの思いを、両手で握った大たい剣けんに込める。俺が真ま似ねられる、唯一の輝き力りよくの使い道だった。

　――いや、「できる」と俺の闇やみが囁ささやいていた。今なら俺に、力を貸すと。

　瞬間、大剣の装そう飾しよくパーツが見事に爆はぜた。

「う、お……!?」

　やった！　俺の手の中で、武輝が変わる。弾はじけるように飛び散った封ふう殻かくの破は片へんは、輝く刃とともに新たな輪りん郭かくを形成した。

　一回り以上大きくなった、その色は――「漆しつ黒こく」だ。

　黒い、闇の輝きだった。

　五体系である『火』『風』『土』『水』『雷』のどれにも属さない力。

　だけど、間違いなく俺の輝力の現れだった。

　しかし、なんだ？　でかいぞ！　大剣をもとにして形成された闇の刃は、振り上げれば高い天井の半ばにまで達する大きさとなっていた。

　長さは十メートル近くもあるだろうか？　しかも異様なのはそのサイズだけじゃない。

【くおおおおおおおおおおおおおおおん!!】

　漆しつ黒こくの刀身が雄お叫たけびを上げていた。

　ぱくり、と切っ先が二つに割れる。まるで巨大な顎のように。

　なんだこれ。これが、俺の中にあった闇？　あまりの不ぶ気き味みな姿に、俺はぞくりと恐怖した。が、同時に胸にわき上がるのは、ある確信だ。

　なによりも全身を駆け巡る、ひりつくような高こう揚よう感かんが語っていた。

　筋肉が、血管が、骨が――俺の全身の細胞が、たまらなく高ぶっている。これが《結晶マテリア》化による、肉体の「強化ブースト」というヤツか？

　そう。封殻を弾けさせるだけの輝力が、俺の限界を引き上げていた。

　鎧よろいが呼応し、漆黒の輝きに染まる。するとその重みが噓うそみたいに掻かき消えた。

　今なら、きっと――。

「できるのか？」

　俺は黒い刃やいばに問いかけていた。

「これなら、届くのか！　プールの底まで！」

　渦をつくる洗せん濯たく機き型がた棄き竜りゆうを、倒せる!?

　俺の中から現れた黒い刃が、にやりと笑った気がした。

　ああ、たぶん俺も同じ笑みを浮かべているはず。

　それは俺の渇かつ望ぼうするもの。紅那たちを救える、唯一の方法だった。

　だから俺は迷わない。

「いっけえええええええ―――――――――!!」

　全力で、黒く輝く武輝を振るった。縦に一いつ閃せん――闇が、走る。

　その刃は、荒れ狂う分厚い水にも阻はばまれない。するりとたやすく切り裂いた。

　狙ったのは渦の中心、このプール上の橋が十字に交わった、その真下だ。

　黒い刃は頑がん丈じような橋とて構わず、真っ直ぐに貫いた。

　――俺の闇色の瞳ひとみに、なにかのヴィジョンが重なった。

　それは、水中の光景か？　俺はすぐに理解する。これは俺が振り下ろした、黒い刃が見ているものだ。

　渦巻く水の奥底に、なにかがいた。機械でできた、ものすごい速度で回転する「スクリュー」だろう。

　プールの大きさからすれば、それは中心に居い座すわっただけの、ほんの小さな棄竜だった。

　迫り来る黒い刃に怯おびえてか、スクリューが水中で吼ほえた。水を巻き上げ、ねじるように放ってくる。

　だが、無む駄だだ。一瞬で、迫る漆黒がうねる水ごと呑のみ込んだ。

　そうさ。闇はすべてを侵おかす色だ。敵う者などありはしない！

　黒い刃が、スクリューをぐしゃぐしゃに粉ふん砕さいした。鈍にぶい手応えが伝わってくる。

　これで終わりだ。

　加速し続けていた、プールの渦の勢いが止まる。やがて水面がゆっくりと鎮しずまった。

　紅那クレナたちは？　俺は黒い刃を引き抜きながら、五人の少女の姿を求めた。

　無事だ――。よかった！

　彼女たちは青い船に揺られたまま、あっけにとられた表情でこっちを見ていた。

　ああ、俺自身も今更ながら、手にした黒い刃に驚かされる。

　一撃だった。俺は、十メートルはある「巨きよ剣けん」を眺ながめて息を呑む。

「これが……俺の力、なのか？」

【くおおおおおおおおん！】

　応えるように、黒い刃がまた吼えた。

　が、そこまでだ。闇色の輝きが消失し、もとの封殻へと戻る。鎧の輝きも消えた。

　同時に、どっと疲労を感じた。

　無理もない。あれだけの威力を見せたのだ。消しよう耗もうしない方がどうかしていた。

　ただ、ちょっとやりすぎたかもしれない。

「え？　あ、あれ？」

　嫌な音が、俺の足の裏に伝わる。いきなり軋きしみを上げて歪ゆがんだのは、十字に交わる四本の橋だった。

　しまった。四つが繋がるその中心を、俺が断ち切ったせいなのだろう。

　橋脚などなく、それぞれが支え合っていた橋が――おかげで、一気に傾かたむいた。

「うわ、うわわわわ―――――っ!?」

　ゆっくりとたわむ橋は、中央から崩ほう壊かいした。もちろん更こう衣い室しつのコンテナ群も、巻き添えを食って落下する。

　コンテナ自体は軽くできていたせいか、そのまま水の上に浮かんだ。その一つにしがみつく形で、難を逃れたのは朱深アケミだった。

　けれども橋の上にいた俺は、思い切り巻き込まれる――。

　大剣を抱えたまま慌てて逃げるも、橋の方が先に落ちて、俺もプールに投げ出された。




「……ぶはあっ！」

　プールに落ちた俺は、あわや大剣と鎧の重さで、おぼれてしまうところだった。

　が、そこに静シズ九クの操る、青く輝く船が近づく。

　そこから何本もの腕が伸びて、俺の体や大剣を摑つかみ、引き上げてくれた。

　もちろん俺を助けたのは、船に乗る少女たちだ。

　――しかし、彼女たちも限界だった。

「も……もう、無理ですよううぅ！」

　特に、船を維持する静九が弱音を吐いた。俺と五人の少女を包む、青い輝きがくすみ始める。サイズも、なんだか小さくなってきたような？

　船が消失してしまう！　さすがに俺はぞっとした。

　確かに洗濯機型棄竜を屠ほふり、プールは穏やかさを取り戻しつつあるが――今また水中に落ちたら、自力で這い上がれる自信はなかった。

　しかも船を押し潰すかのように、いくつものコンテナがぶつかり、揺らす。

「！　みんな、這はい上がりますよ！」

　いや。それを見た紅那が、全員に鞭むち打うった。

　そうだ。静九はどうやら、プールの縁に辿り着くまで、船を維持しきれないだろう。

　だからかわりに、接したコンテナの上に飛び移るしかないんだ！

　俺たちは這ほう々ほうの体で、どうにか浮かぶコンテナの一つに退避した。

　最後に静九が引き上げられ、「はひぃ」と彼女は装甲型武輝を手に、力尽きる。

　鎧の輝きが失われ、最後は一人乗りほどの大きさにまで縮んでいた船も、消失した。

「お疲れ様です。助かりました、静九……」

　静九を寝かした紅那だが、その彼女も疲ひ労ろう困こん憊ぱいなのだろう。立ち上がろうとして、そのままよろめく。

　そこを支える腕があった。同時に手を伸ばした颯サツ綺キや光璃ヒカリ、それに愛ア理リ砂サの三人だ。

　が、みんなも足がふらついて、あわやまとめて倒れそうになる。どうにか踏ん張って堪こらえ、やがて。

　誰からともなく少女たちは、互いに顔を見合わせて、ふっと笑った。

　そうだ。ようやく、一息吐けるようになったんだ。

　俺たちは、生き延びた――。コンテナの上に這いつくばい、濡ぬれた体の冷たさと重さを、遅れて俺は実感する。でも、それが「生きてる」ってことなんだ！

「よかった」

　俺の頰ほおを、ふいに熱いものが伝った。

　自然とあふれ出たのは、涙か？　うわ、止まらない。情けないくらいぽろぽろと、俺は一人で泣いていた。

　一歩間違えば、俺たちは全滅していた。その恐怖が《結晶マテリア》化を終えて、独特の高こう揚よう感かんが消えたとたん、襲ってきたんだ。

　それはきっと、輝士には当たり前のものなのか。

「クロガ、大丈夫ですか？　あ、《結晶マテリア》化の副ふく作さ用よう？」

「あー、あるある！　緊張の糸が一気に切れるってヤツよねー！」

　紅那と颯綺が泣いてる俺に、苦笑していた。

「初めて《結晶マテリア》化した直後は、誰でも感情のコントロールが難しくなるんです。そのうち慣れますよ、クロガ」

「あ、ああ……そういうものなのか」

　俺は傍かたわらに転がした大剣を見ながら、どうにか涙を抑え込む。

　そうだ。ようやく俺は、《結晶マテリア》化ができたんだよな！

　だけど。

「でも、クロガ。アナタの属性って……」

　紅那が大剣に宿った漆黒を思い出してか、息を呑んだ。

「黒い輝キ刃バ、だったよね～。あんなの、見たことないよ～」

「……『黒輝士』、ですか？　ふむ。確かに」

　光璃と愛理砂が、戸と惑まどうような目で俺を見ていた。

　いいや、彼女たちだけじゃない。へばる静九も寝転んだまま、むしろ怯えたような表情をする。

　黒輝士？　言い得て妙みようだ。だけど、それは。

「うん。『闇』属性、なんだと思う。俺の輝力は」

　――『火』『風』『土』『水』『雷』の五属性とは、まるで異なる力だった。

「いったいこれって、なんなんだ？　俺にもまったく、なにがなんだか……！」

　そうだ。実際に武輝を使いこなせたものの――だから、なに？

　俺自身のことは、余計にわからなくなった。

　いや、闇属性が特異なものなら、ここにいる少女たちの誰もが知ってて当然だけれど。

「マジでー？　闇属性って、超すごかったじゃん！　でも……確かに聞いたことないよ、黒輝士なんて！　氷属性は、白輝士って呼ぶけどさー」

　ねえ？　と颯綺が首を捻った。

　みんなもそうだ。ここにいる五つの属性の少女たちは皆、知らないらしい。

「五属性以外の輝士がいるなんて……。そんなことわかってたなら、確実に、学園内でも噂うわさになっていたはずですよ」

　紅那が神妙な顔で言った。

「いえ。十三階層学園どころか、世界初かも！」

「せ、世界初？　え、えええ？」

　そんな、まさか。俺が？

　いや、属性がもともと五つしかないんだから、イレギュラーなのは間違いない。

　特別な輝士、なのか？　噓だろ！

　残念ながら輝力こそ扱えるようになったものの、俺の記憶はまださっぱりだ。

　だけど確かに、闇の力を振るったのは現実だった。そういえば――。




『さよなら、クロガ』




「っ！」

　ノイズだらけの記憶の中、わずかにわかったことがあった。

　ああ。「黒い」ノイズだ。

　ぼやけた輪郭がそう思わせていたものの、戦いの中で俺が常に見ていたのは、視界に纏まとわり付く闇の輝きか？　そうだ。確かに俺は、闇の力で戦っていたんだ！

　――でも、おかしくないか？

「俺が黒輝士なら……それって、この学園の入学前には、わかってたってことだよな？」

　俺は少女たちに確認する。

「あ、いや。でも、入学して訓練するまでは、属性ってわからないものなのか……？」

「ないない、属性くらいはわかってるってば！　ここは聖国レグヌムの、十三階層学園よ？　入学検査で、一定レベルの輝力がないと落とされちゃうんだからさー！」

　応えたのは颯綺だった。

　あ、そうか。この学園って、どこの輝士学校に比べても特別なんだっけ。

　それに、事前の属性把握なんて当然だよな。棄竜が暴走した今でこそばらばらだが――ここじゃあみんな同属性どうしの小隊単位で、所属が決まっていたんだから。

　じゃあ、俺はどこに属してたんだ？

　いいや、それよりも――。

「……とにかく、私たちにとって大切なのは、クロガのおかげで生き延びられたということ。それだけで十分です」

　答えの出ない謎がたくさんあった。

　けれどもそれらを脇に置いて、紅那が「今」に目を向ける。

　だけど俺だけは、その中の謎の一つに「疑問」を持った。

　視線を投げれば、俺の壊した橋とコンテナ群の漂ただよう、プールの光景が飛び込んでくる。

　また、洗濯機型棄竜を穿うがった一撃で、おそらくプールの底も傷つけたのか。ゆっくりとだが、水量が減っているようだ。その証拠に浮かぶ更衣室のコンテナ群が、ゆるやかな流れに押されて、自然とプール中央に集まってくる。

　これを俺が、やってのけたんだ。傍らの大剣を拾い上げても、まだ信じられない。

　違う。俺が信じられないのは、疑問の方だ。

　――これだけの強大な力を振るって、それでも俺は「負けた」んだ。

　誰に!?

　もちろんその記憶は、未だ黒いノイズの向こうだ。わからない。

　でも、なんだろう。力が戻ったからだろうか？

　頭にこびりつく記憶のノイズが、少しだけざわついていた。
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　他のコンテナたちと同様に、俺と五人の少女たちの乗るコンテナも、プールの中央へと引き寄せられた。

　やがて互いにぶつかり合い、コンテナが揺れる。

「お、お、おっ？」

　ようやく立ち上がった俺は、背せ負おった大剣ごとふらついた。

　さすがに転ぶほどじゃないが、コンテナは何度も衝突を繰り返し、そのたびに揺れが来る。こんな不安定な足場から、早く退たい避ひした方がいいのは明白だった。

　だが、プールの縁ふちまでは距離があるし、自然と水が引き切るまで待った方が得策か？

　ただし、そうなると――嫌なものも見えてくる。

「ひうっ！」

　短く悲鳴を上げたのは、コンテナの上でまだ一人、尻しり餅もちをついたままの静シズ九クだった。

　彼女が見たのはコンテナ同様、プールの中央に集まってくる、水に沈んだものたちだ。

　あの、赤輝士中隊の遺い体たいだった。そのひどい有様が、透明な水を赤く濁にごらせ、嫌でも存在感を示していた。

　けれども一人だけ、生き残った輝士もいる。

「朱深アケミ副長！　無事ですか!?」

　ふいに紅那クレナが声を張った。それは、俺たちの近くまで来た別のコンテナに、ショートボブの少女輝士を見つけたからだ。

　赤輝士の朱深は、しかし変わらず呆ほうけたように立ち尽くしている。

　どうやら怪我はないようだけれど、返答はなかった。

　――それだけ、ここでの犠ぎ牲せい者しやは多すぎた、というところだろう。紅那もさすがに、続けて声をかけるのをためらった。

　いや、朱深だけじゃない。俺たちだって、望んでいた未来を得られなかった。

「さすがに、もうここを根こん拠きよ地ちにはできないよね～」

　唐とう突とつに光璃ヒカリが言った。

　いいや、いつかは誰かが、同じことを思ったはずだ。この変わり果てた光景を見れば、俺にだって理解できる。もう、このプールに居座ることは不可能なんだ――。

　橋はないし、更衣室のコンテナもぐちゃぐちゃだ。

　なにより見返してやるはずだった赤輝士の中隊が、存在しない。

　俺たちの一時的な安あん息そくすら、どこにもないのだ。

「ねえ……。アタシたちってさ、どーなっちゃうわけ？」

　珍めずらしく気弱な発言をしたのは、颯サツ綺キだった。

　だけどきっと、彼女自身もわかっている。俺たちに残された道なんて、これまでどおりのやり方くらいしかないんだ。

「さらに下の階層の、一番手近な根拠地に移るしかないです。それだけのことですが」

　淡々と愛ア理リ砂サが告げる。

　ああ。また俺たちはこの六人で、棄竜のうろつく学園内を降り続けなければならない。

　いや――今までとは「少し」違った。

「そうですね。でも、まずは一人、こちらに引き入れてからの話です！」

　その答えを、紅那が口にする。うん。つまり朱深を仲間に入れるということ。

　俺たちは六人じゃない。――朱深を入れて、今度からは七人になるんだ。

　最後は戦いを放ほう棄きした朱深でも、もちろんこの場に放っておくわけにもいかない。輝士の仲間として、受け入れるのは当然だった。

　そして、赤輝士の朱深が合流すれば。

「私たちにはプラスです。朱深が加われば、私と火属性の強化もできますから。……もっとも息を合わすには、私が足を引っ張らないようにしなければいけないですけど」

　紅那がくすりと微笑ほほえんだ。

　たぶん、無理に笑ったんだろう。俺たちの固い空気をほぐすために。

「それに戦力なら、クロガも《結晶マテリア》化できました！　これまでより、ずいぶん楽に戦えるはずです」

　紅那は俺たちに希望を見せる。そうだ。足を止めてはいられない。

　この絶望の学園で生き残るには、進み続けるしかないんだ。だから――。

「じゃあクロガ。お願いしますね？」

　ふいに紅那が俺に命じた。

「？　へ？　なに？」

「聞いてなかったの？　朱深を迎え入れるんです、私たちは」

「う、うん。それは聞いたけど……」

「だから、誘さそってきてください。クロガ」

「……えっ」

　なんで、俺？　指名された理由がわからず、俺は戸と惑まどう。

　が、「そーそー！」と同意したのは颯綺だった。

「こーゆーときは男子がリードするものじゃん！　ほらクロガ、行った行ったー！」

「えええ？　颯綺まで!?」

「そうだね。がんばってね～、クロガく～ん！」

　光璃なんか、後ろから俺の背中を気軽に押した。

　愛理砂は最初から行く気がないようで、こっちのことなど見もしない。さらに静九は相変わらず、へばって座り込んだままだった。

「クロガ。四の五のは禁止です！」

　最後に紅那の駄目押しにやられて、俺は仕方なく隣りん接せつしたコンテナへと飛び移った。

　単にみんな、面倒なだけじゃないのか？　そんな思いを抱えつつ、もう一つコンテナを渡ったところにいる、朱深の方へと近づいていく。

　まあ、これくらい別にかまわないけれども。

　だけど――なんだろう？　ふと感じたことがあった。

「……。もしかして俺、みんなに『お願い』されたの、初めてか？」

　きっと、そうだ。

　それが不思議と、嫌じゃなかった。だって。

「頼られるようになった、ってことなのかな」

　俺はそう解かい釈しやくする。つまり一人の輝士として、認められた証なのだろう。

　なら、それくらいはこなしてみせるさ。俺は二つ目のコンテナを踏みしめて、そこにいた朱深へと手を差し伸べた。

　そうか。きっと紅那はこんな大切な役目だからこそ、俺にやらせたかったのかな？

「あのさ、朱深。俺たちと一緒に来ないか？　って、みんなが」

「……！」

　しかしなぜか、ショートボブの少女輝士は身じろぎした。

　なに？　拒む理由はないはずだけど。

　もしかしてまだ、精神的なダメージから回復できていないのか？

　なら、しょうがない。俺は仕方なく、彼女の腕を取ろうとした。無理矢理というのは本意じゃないけど、それでもここに、この少女を放っておくことはできないから――。

　そう。それはほんの、何気ない行動だ。

　――そのはず、だったのに。
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「!?　なっ……！」

　え？　次の瞬間、俺の体が反射的に、朱深アケミから飛び退のいていた。

　なに？　思考が停止する。

　だが、遅れて理解が追いついてきた。

「噓、だろッ!?」

　全身から、汗が噴ふき出していた。――俺と朱深を見守っていた紅那たちが、後方で「はい？」と訝いぶかしむ。

　ああ。これは彼女たちにはわからない。直接触れた俺だけが得た「違い和わ感かん」だった。

　そして――俺の接触が、朱深の身に「異変」を起こす。

　彼女の体が、ほつれていた。触れた手から漆黒の「闇」が漏もれ出す。

　そう、朱深が纏っていたのは闇だった。

「……クロガ！　ちょっと、なにやってんのー！」

　颯綺が叫ぶ。

「違うッ！　お、俺じゃない！」

　俺は後ろを振り返り、コンテナ二つぶんは離れている少女たちに告げた。

　え？　という反応が、向こうから返ってくる。

　そうだ。この闇は俺のものじゃない。こいつは――朱深がつくったもの。

　いいや。朱深を「影」のように写し取り、そっくり姿を真ま似ねた相手だ！

「ああ……」

　吐と息いきとともに、朱深だったその顔がまるで違うものに変わった。

　別人の表情だ。

　現れたのは、真っ白な肌と長い白はく髪はつを持つ少女だった。

　誰？　知らない。いや、俺は――。

「こんな形で再会するなんて、思いもしなかったぞ。クロガ」

「!!」

　白髪の少女が口を開く。

　その声を聞いたとたん、俺の心臓が鷲わし摑づかみにされた。




『さよなら、クロガ』




　唯一はっきり覚えている、ノイズだらけの中の一言。

　同じ、だった。記憶の一部の靄もやが晴れる。そこに――白髪の少女がいた。

　名前までは思い出せない。でも俺は確かに、彼女とかつて会っているんだ！

　けれども。

「うわ……うあああああああああ―――――ッ!!」

　俺の体が勝手に動いた。背中から大たい剣けんを手にすると、いきなり彼女に飛びかかる。

　なぜ？　自分でも戸惑いつつも、俺は重い大剣を振り下ろしていた。

　もう止められない！　刃こそ封ふう殻かくのままだが、細身の彼女に直撃すれば、もちろん無傷では済まない一撃なのに！

　――だから、別の「闇」がそれを防いだ。

　ゆるり、と白髪の少女の周囲に、闇が舞う。それが空中で、大剣を受け止めていた。

　いや、衝撃が俺を襲った！

「くはっ!?」

　大剣ごと、俺の体が跳ね返される。十メートル以上飛ばされて、俺はもといた紅那たちのコンテナの上を転がった。

　が、体は痛みを忘れている。俺のすべてが「戦え！」とわめいていた。

　すぐさま起き上がり、再び走った。今度は――己の闇すら呼び寄せて。

「輝キ刃バ、《結晶マテリア》ああああ!!」

　鎧を漆黒に染めて、封殻が弾け飛ぶ。再び現れたのは、巨大な黒く輝く刃だ。

「く、クロガ！　なにを!?」

　紅那の声が俺に聞こえた。それは制止を求めるものか。

　しかし俺は止まらない。なぜ？　わからない。

　黒く染まる視界の中、頭の端では冷静な俺が、ぞっとしていた。十メートルもの黒い刃の威力はもう、自分がよく知っていたからだ。

　機械でできた棄竜ですらたやすく穿うがつ一撃は、当たれば人などひとたまりもない。

【くおおおおおおおおおおん!!】

　武ぶ輝きの《結晶マテリア》化とともに、俺の中で高揚感が駆け巡る。身体能力が強化され、ひとっ飛びに少女へと迫る。

　空中で振り上げた黒い刃は、高い天井すらも掠かすめて、唸りを上げた。

　俺は容赦なく全力で振り下ろす。――それでも、白髪の少女には届かなかった。

「死に損ないのクロガめ。以前より、闇が薄いぞ？」

　黒い刃が当たる直前、ふ、と白髪の少女が冷笑した。

　その瞳と全身の鎧は、俺と同じく漆黒に輝いて――。

「《結晶マテリア》」

　彼女はぽつりと呟いた。

　黒い輝きが、その手に爆ぜる。朱深がずっと提さげていた、細身の剣型武輝だった。

　おそらくもとは、斬るより刺すことを目的とする「レイピア」なのだろう。

　だが、その細い封殻がばらばらになり――完成したのは、無数の黒い「鞭むち」だった。

　それらはまるで、封殻を兜かぶとのように冠かんした蛇へびだ。

【きしゃぁああああああ！】

　蛇たちが唸り、白髪の少女の一振りで一斉に動く。それは振り下ろしかけたこちらの巨剣を、側面から激しく叩き、絡からみついた。












　そのまますさまじい力で、巨剣ごと俺を振り回す。

「うああっ!?」

【くおおおおおおおおおおおん！】

　高々と跳ね上げられた俺は、咄嗟に黒い刃を切り返した。その切っ先が、白髪の少女が足場にするコンテナに食いつく。

　おかげで俺はプールに落ちず、紅那たちを跨またいだ後方のコンテナに着地できた。

　が、数メートルからの落下だ。ばん！　と大きくコンテナの屋根がへこみ、衝撃に両足の筋肉が悲鳴を上げた。

　それがきっかけになったのか。今まで忘れていた痛覚が、一気に俺を襲撃する。

「ぐ、はッ！」

　ぐらぐらと水面に揺れるコンテナで、俺はついに膝をついた。動けなくなる。

　黒い刃が消失し、封殻がもとの大剣へと戻った。鎧を染めていた黒い輝きも消える。

　高揚感が失われ、どっと疲労が押し寄せた。息が切れ、噴き出した汗が止まらない。

　ダメだ、くそ！　まずい！

　今、俺が戦わないと――！

「無様だな。貴様が弱くなったのは、ゴミどもと一緒にいたからか？　クロガ」

　白髪の少女はいっそう笑う。その周囲を黒い蛇が取り巻いていた。

「しかし、この武輝は意外と使えるな。……ふ、楽にゴミ掃除ができそうだ」

　俺から彼女は視線を外した。

　その目が新たに捉えるのは、五人の少女たちの方だ。

「や、やめ……ろっ!!」

　俺は必死に声を絞り出す。それしか今はできなかった。

　――紅那たちはまだ、なにが起きているのか理解が追いつかない様子だ。

「な、なになにー!?　なんで、あの朱深ってコの姿が!?　なんなの、アイツー！」

「別人になっちゃったよ～？　ど、どういう力なの～！」

「闇属性……クロガと同じ、黒輝士ですか!?」

「……なのに、あのっ。ど、どうして、戦ってるんですか？」

「いえ、クロガだけじゃない。わ、私たちのことも狙ってる!?」

　どうにか紅那だけが、戸惑いながらも刀を構えた。が、封殻を赤い刃には変換しない。

　まだ迷いがあるのか、それとも単に疲弊しきっているからだろうか。

　いや、どのみち無理だ。俺の巨剣すら防ぐ相手を前に、彼女たちは勝てないだろう。

　それほどまでに圧倒的な力の差が、ここにあった。

　だから、だろうか。

「ふふん。まったく、まだわからないのか？　ゴミどもめ」

　白髪の少女が余裕たっぷりに、少女たちを蔑んだ。

「わたしが成り代わっていただけだ。朱深という輝士にな。できそこないであるクロガにはできないようだが、わたしの闇を使えば簡単だったぞ？　中身まで写し取るには時間がかかるから、少々手間だったがな」

　なに？　さらりと語られた内容に、俺も紅那たちも驚きよう愕がくする。

　しかし、なんだって？

「でき、そこない……？」

　俺はその言いように引っかかった。

　いや、やはり彼女と俺は既き知ちの仲だ！　同じ黒輝士ということか。

　それでいてなぜか戦い、俺が負けた。勝ったのは、彼女だ。

　そして白髪の少女は「さよなら」と別べつ離りの言葉を俺に残し――他者に姿を変えていた？　なぜだ!?

「あ……朱深副長はどうしたんですか!?」

　たまらず紅那がそこに触れた。

「入れ替わってた？　いつ？　どうやって!!」

「朱深＝モノーディア……だったか？　この女は」

　胸当てを片手で外して、くだらなそうに白髪の少女が応える。その裏に刻まれている、朱深の名を読み上げながら。

「あの焰ホムラとかいう輝士が声をかける前に、だ。服や鎧の汚れていない死体から、『複写』しただけ。副長に選ばれるとは思っていなかったが……」

「！　そ、そんな!?」

　紅那の構えた刀がぐらついた。

「じゃあ、最初から……？」

「わたしの闇は完璧だ。わかるはずもない。おかげで実にうまく、ここまでゴミどもを誘い込めた」

「えっ」

「ふふん。快感だったぞ？　ゴミを、一いつ掃そうするというのは」

　なに？　俺も紅那も言葉を失う。

　そん、な。白髪の少女は誇らしげに、水位がゆっくり下がっていくプールを示した。

　そこに沈んでいるのはもちろん、ここで死んだ赤輝士たちだ。それを仕組んだのが彼女だって？

　どうして――！

「ふ。あとは、貴様たちだけだな」

　白髪の少女の動機はわからない。しかし彼女は漆黒の蛇たちを、今にも五人の少女たちへと向けようとした。

「や、め、ろおおおおおおお――――!!」

　俺はへこんだコンテナの上で、大剣とともに立ち上がる。

　これ以上はやらせない！　膝がまだがくがくと震えていたが、かまうものか。




「ぼ、くの、かわりに……！　君が、守、れっ……『彼女』、を！」




　そう、守るんだ。『彼女』じゃなくたってかまわない！

　紅那を！　みんなを！

　だけど、俺も消しよう耗もうしていたのだろう。武輝に、闇が収束しない。黒い刃がつくれない？

　ダメだ。俺にできたのは封殻のままの大剣を、どうにか持ち上げることのみだ。

　――いいや、それすらままならない。大剣の封殻が、虚むなしくへこんだコンテナに落ちた。くそ！　なんで！

「どうして……君は、人を殺すんだ!?　何者なんだ、いったい！　俺とはどういう関係なんだよ!!」

　だからかわりに、俺は力一杯叫んでいた。

　時間稼ぎ。その程度のものだ。逃げろ、と紅那たちには目で伝える。

　いや、無茶なのはわかっていた。その気になれば満まん身しん創そう痍いの五人の少女など、黒い蛇がたやすく切り裂いてしまうだろう。

　また、彼女たちのいるのは不安定なコンテナの上だ。プールの縁まで行こうにも、いくつも他のコンテナを伝ったところで、届かない。

　それまでに白髪の少女がその気になれば、おしまいだった。

　だが、なんだ？

「クロガ？　貴様……まだ、記憶が？」

　白髪の少女がぽかんとしていた。

　ただし、次の瞬間その表情が怒りに染まる。

「わたしの名すら思い出せないのか？　それなのに、また貴様はゴミどもに執着するか！　この欠けつ陥かん品ひんめ!!」

「え。な、なに？」

「いや。……すべてを忘れているからこそ、か？　そうか」

　ああ、とふいに彼女は、小さく微笑む。

「なるほど。今気付いたが、だからか？　貴様が『あのときの女』とともにいて、そうやって平然としていられるのは」

「？」

　あのときの、女？　どういう意味だ？

　ただ、俺は白髪の少女の視線が、こっちを向いていないことに気付く。

　そうだ。彼女は俺じゃなく、他にいる五人の少女たちの方を見ていて――。え？

　俺にはさっぱり理解できない。紅那たちも、コンテナの上で身じろぎするばかりだ。

　まさか、知ってる？　この五人の女の子の中に、俺やこの白髪の少女と、以前から顔見知りだった相手がいるのか？

　バカな！　だったら、とっくにそんな反応をしてるはずだろ？

　いったい誰のことを指してるんだ？　――などと思ったときには、白髪の少女の視線は俺へと向き直っていた。

「なにも憶おぼえていない……それは、罪だな。貴様にとっても、女にとっても！　いや、女がなにを考えているかはわからぬが……」

「な、なに？」

「いいことを思いついたぞ、クロガ。貴様は、思い知る必要がある。己がどれだけ愚おろかなのかをな！」

　彼女はただ、愉ゆ快かいそうに細い肩を震わせた。

「わたしが思い出させてやろう！　貴様の記憶を！　ふふん、だがたやすくは与えないぞ？　つまらないからな。ああ……せいぜいわたしの退屈しのぎになるがいい、クロガ。それが愚かな貴様にはお似合いだ」

　白髪の少女が、空を切って鞭を振るう。

　黒い蛇どもが動き、なんと彼女の足元を抉った。立っていたコンテナを、ぐちゃぐちゃに破壊する。

　いや、まとめて抉り飛ばされたのは――その下にある、大量の水だった。

　うわ!!　俺も紅那たちもいきなりのことに、悲鳴すら上げられない。

「だから、クロガ。一つ教えておいてやるぞ？　貴様は降りてこい。その女をつれて」

　その中で白髪の少女だけが、漂う闇に包まれていた。ゆっくりと彼女の体が、自ら空けた穴へと落ちていく――。

　そこに水は押し寄せない。濃い闇がすべてを押しのけ、白髪の少女だけを呑み込んだ。

「降り続ければ、どのみち嫌でもわかるだろう。貴様のことがな」

「……なっ？」

「ああ、その間にわたしは悠々と、ゴミどもを消していこう。今回のように、貴様の一番嫌がるやり方でな！」

　え？　今回？　嫌がるやり方？　俺は瞬時に理解する。

　それは、ここで起きた出来事だ。

　彼女は別人に成りすまし、強力な棄竜の待つ領域に、わざと大量の輝士を送り込んだ。

　――殺すために。

「や、やめろ―――!!」

「まだほざくか？　くだらん！　が、ならばわたしを……この『ヨルダ』を止めてみるがいい」

　白髪の少女は最後に、俺に向かって名を告げた。

　ヨルダ？　それが彼女の名前？

　だがそう思ったときには、もう――ヨルダの体は闇に呑まれ、消えていた。

　とたんに、押しとどめられていた大量の水が一気に動いた。プールの水面が激しく荒れる。もちろんその上に浮かぶコンテナ群も翻弄された。

　ヨルダの逃走のおかげで、プールの底に今まで以上の大穴が空いたのだろう。水位がみるみるうちに下がり、揺れるコンテナに俺たちは摑まるのが精一杯だ。

　それでも流れる水がなくなれば、コンテナは自然と落ち着く。やがてプールの底にぶつかり、コンテナの揺れも止まった。俺も五人の少女たちも、やっと立ち上がる。

　そこから見えたのは、変わり果てたプールの姿だ。ほとんどの水が抜け、浅くなった水の中に、惨さん劇げきの残骸だけが散乱している。

　人の一部や、壊れた鎧に、武輝など――今まで見えなかったすべてが生々しく現れていた。

　いや、全部じゃない。いくつかは水と一緒に、下の階層に流れただろう。

　それでも十分、最悪の光景が広がっていた。

「なんだよ、これ……。お、俺は」

　ヨルダという、もう一人の黒輝士の起こした爪痕に、足が震えた。

　なぜ彼女は人を殺す？　なぜ俺と因縁がある？　そして、『あのときの女』だって？

　それらの謎はきっと、俺のなくした記憶の中に存在する。

　だが今は、やはりなにも思い出せなくて――。
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　ヨルダによって蹂じゆう躙りんされた、空のプールに夜が来る。

　もうすっかり水はない。無数のコンテナもプールの底にそれぞれ落ち着いた。

　そのコンテナどうしのちょっとした隙すき間まに、疲れ果てた俺と五人の少女は集まって、光璃ヒカリが懐かい中ちゆう電でん灯とうをランプ代わりにした。その明かりの周りで食事を取る。

　――手分けして、中隊の死体の持ち物をあさり、手に入れてきた食料だった。

　そう、あれから俺たち六人は、事後処理に奔ほん走そうしたのだ。これ以上、水が下の階層に落ちないよう、プールに注ぐ配水管からの流れを止め――無数の輝き士したちの遺い体たいを簡単に弔とむらい、棄き竜りゆう対策に、破られていたプールへの扉とびらも塞ふさいできた。

　おかげで疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ。さっきから俺も少女たちも、一言もしゃべらない。

　いや、必死に体を動かすことで、余計なことを考えないようにしてきたんだ。

　けれども、抱え込んだ問題はたくさんあった。たくさんありすぎたからこそ、今はなにから手を着けていいのかわからない。そんな状態だ。特に、俺は――。

　それでも、避さけて通ることはできない。

「みんな、あのさ……」

　だから食事を終えた頃合いを見計らい、ついに俺は切り出した。

「聞いて欲しいことがあるんだ。いいかな」

「クロガ？」

　紅那クレナが手にした空のカップから、顔を上げる。

　他の少女たちも同様だ。みんなが俺に注目した。

　その目は、俺をどう見ているんだろう？　きっと今までとは違うはずだ。そう思う。

　確認するのが少し怖くて、俺は誰とも目を合わせられなかったけれど。

　ああ。かわりに手にするのは、携けい帯たいフォークやカップを仕し舞まい込んだポーチと、傍らに置いてあった大たい剣けんだった。

「俺……みんなと離れることにするよ。今まで一緒にいてくれて、ありがとう」

　そして一人、立ち上がる。

　そう、もう一緒にはいられない。俺にとっては特別な、「あの言葉」を告げるときだ。

「……さよなら、みんな」

　それは――別れの言葉。

　俺の決意を込めたもの。五人の少女たちは誰もが、あっけにとられた顔をしていた。

　いや、彼女たちもわかるはずだ。これが一番いい方法だって。だけど。

「待って！　いったいどういうこと、クロガ!?」

　紅那の声が呼び止めた。

　え？　立ち去る前に当座の食料は確保しようと、近くに積んであった棄竜の肉入り金属筒シリンダーを拾った形で、俺は振り向く。

　いいや、彼女だけじゃなかった。

「マジで言ってんの、クロガ!?　アンタねえー！」

　颯サツ綺キが勢いよく腰を上げる。なんだかすごく怒っていた。え、なぜだ？

　俺には意味がわからない。

「だって……俺は、よくわからないけれど、あのヨルダと因いん縁ねんがあるみたいなんだ！」

　そうだ。ノイズだらけの記憶に残る、最初の言葉――。

　黒い靄もやは、まだ晴れない。少しは輪りん郭かくがくっきりしてきた気はするものの、実際になにが起きていたのか、そこまでは見えなかった。

　でも、ヨルダの声だけは、彼女と会って確信できた。

　俺が戦い、負けた相手は――あのヨルダだったんだ！

　そして、問題は。

「……俺と一緒にいると、またヨルダが関わってくると思う。いや、あっちの方からそう宣言してきたんだ」

　それはつまり、また今回のようなことが起きるということ。

　そこに気付いてか、静シズ九クが「ひうっ！」と短く息を詰まらせた。

　いいや、なによりもやっかいなのは。

「勝てない。あんな、無茶苦茶なっ」

　俺は悔くやしさとともに吐き出した。

　またヨルダは仕組んでくるのだろうか？　棄竜まで利用して、輝士を多く狩る方法で。

　なぜ、そんな複雑な手間をかける？

　どうして、同じ輝士を殺すんだ？　俺にはさっぱり理解できない。

「ヨルダはなにを考えているんだろう。わからない……。でも、一つだけはっきりしてるのは、俺に止める力がないってことだ」

　せっかく、輝力に目覚めたのに。俺はつい視線を、懐中電灯の光が浮かび上がらせる、プールの底の景色に向けた。

　無数のコンテナが横たわるここに、俺のつけた巨きよ剣けんでの傷きず跡あともあった。けれども、敵かなわなかったんだ。一撃で洗濯機型棄竜を屠ほふれたこの力が、ヨルダにあっさり弾かれた。

　それと、問題なのはもうひとつ。ヨルダがなぜか、この中にいる少女の一人にこだわっていること。

　――『あのときの女』と言われた相手が誰なのか、結局はわからなかった。また、五人の中で名乗り出ようとする者もいない。でも間違いなくヨルダは俺とともに、その娘を狙うだろう。なのに、俺にはそれを阻はばむだけの力がないんだ――！

　じゃあ、どうすればいい？　どうすれば――せめて紅那たちだけは、巻き込まないで済むだろうか？　その答えが、「別べつ離り」だった。

　この気持ちは揺ゆるがない。

「これはたぶん、俺とヨルダの問題なんだ。だから、もう行くよ」

　俺は懐中電灯の明かりが届かない、倒れたコンテナの向こう側へと歩き出した。

　暗くても、かまわない。どうやら闇属性に目覚めたせいか、暗がりの中でも不思議と周囲を見渡せた。だから棄竜がおとなしくなる、夜の方がきっと俺には都合がいいんだ。

　が、目の前に素早く回り込んでくる者がいた。

　それは、一ひと際きわ背の低い少女だった。

「！　愛ア理リ砂サ？」

「行かせないです」

　愛理砂が小柄な体で立ちはだかり、きっぱりと拒きよ絶ぜつした。

　は？　俺には意味がわからない。

「ど、どういうこと？　なんで……」

「生存確率の問題です。わたくしは……あなたがいた方が、生き残れると思うだけですが。なにか？」

「え？　いや」

　そんなことは。俺はすぐに、頭を振って否定した。――けれども。

「そーじゃん！　クロガだってすごかったよー！　てゆーかクロガ、なに？　また負ける気？　男子なんだから、そこはリベンジっしょー！　ねえ？」

　颯綺がこっちに走ってきて、そのまま俺の頭をはたいた。痛いよ!?

「さ、颯綺っ？」

「つーか、アタシたちがいるじゃん！　今回はさ、サポートできなかったけどさー、次はやるよ！　みんなでかかればあのヨルダだって、なんとかなるんじゃない？　にはは」

「そんな、簡単にはっ」

「んもー！　自信持てってばクロガ！　アンタだってけっこーすごかったんだからね！」

「あの、そのう。ほんとに、す、すごかったです……クロガさんの、あの黒い輝キ刃バって」

　消え入るような声だけれどそう付け足すのは、懐中電灯の側に張り付く静九だ。

　明かりを挟はさんだ向こう側に離れていても、おさげ髪がみの少女は何度も頷うなずいていた。

「確かに、つけいる隙すきはあると思うよ～」

　そして光璃までもが、そんなことを言う。

　彼女は無む造ぞう作さに俺へと近づいてきた。すると手を伸ばし、べたべたと俺に触さわる。

「うわ！　な、なに？」

「だってあの娘も、クロガくんと同じ黒輝士なんだよね？　なら……人だもの」

「へ？　ああ、それは」

「棄竜でないなら、分析も簡単だよ～！　たとえばね～。なんであれだけの力を持ってて、あの娘は自分で手を下さず、わざわざ棄竜をけしかけたのかなあ？　……限界があるんだよ、きっと～。クロガくんが最後はへばっちゃったみたいに？」

「!?　あっ」

「ね～？　やりようはいくらでもあるよ～」

「いや、でも……」

　違う。俺がもっとも恐怖しているのは、実は別のところにあった。

「お、俺は！　あのヨルダとは、仲間だったのかもしれないのに！」

　胸の奥にたまっていたものを、俺はついに吐き出した。

　言わないでおこうと思ったけれど、そうさせなかったのはきっと、俺を見るみんなの目が変わらなかったせいだろう。

　いや、変わる前に――俺は出て行きたかったんだ！

「黒輝士なんて、誰も知らない！　俺と、ヨルダだけだ。そして向こうは俺のこと、知ってた！　それって！」

　俺も同じだったんじゃないか？　黒い予感が俺を蝕むしばむ。

　輝士殺しを、俺も――？　その答えはわからない。俺は記憶がないからだ。でも、ヨルダみたいな棄竜を利用する、とんでもないヤツかもしれない！

「俺が記憶を取り戻したら……ヨルダと同じく、みんなを傷つける可能性だって！　そんなの、俺が嫌なんだ！」

　言った。

　全部、言ってしまった。

　少女たちは誰もがさすがに押し黙る。最悪の恐怖を、初めて突きつけられたからか。

　そうさ。無理だ。もう一緒にはいられない。だから俺は、一人になるんだ。

「クロガ」

　だけど、静かに紅那が口を開いた。

　彼女はなぜか、微笑ほほえんでいた。

「？　紅那……？」

「大丈夫。クロガはそんなことしません。私は、そう確信してますから」

「え？」

「というのも、あのヨルダ自身が言ったんですよ。記憶をなくしても、ゴミども……つまり他の誰かに執着するのか、って。憶えてますか？」

「……！　あっ」

「きっとクロガは記憶をなくす前から、誰かのために戦える人で、……そう、人の本質は変わらないって、私は思うんです。だから信じられるんですよ、アナタのこと」

　紅那が真っ直ぐに、俺を見み据すえて断言する。

　その瞳ひとみは揺るぎない。畏い怖ふも、拒絶もそこにはなく、変わらずに俺を見つめた。

　他の少女たちも同様だ。颯綺も愛理砂も、光璃も――男が苦手で目を合わせられない静九だって、いつもどおりだった。

　いい、のか？　俺はここにいても。

「そして、クロガ。個より全を優先するのが、輝士というもの！」

　駄目押しのように紅那が続ける。

「なにより、アナタの力は……私たちに必要となります。絶対に」

「紅那……」

「反論は禁止です！　いい？」

　懐中電灯の明かりではよくわからなかったけれど、彼女はちょっと赤くなったのだろうか？　誤ご魔ま化かすようにそっぽを向いた。

　ああ――。俺は改めて、ここにいる五人の少女たちを見回した。

　いつからだろう。俺は、一人じゃなくなっていたんだ。

　胸がいっぱいになり、言葉に詰まる。

「ありがとう」

　どうにかみんなに言えたのは、そんなありきたりの一言だった――。
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「ぼ、くの、かわりに……！　君が、守、れっ……『彼女』、を！」




　その言葉が、記憶をなくした俺に与えられた、最初の道しるべだった。

「そうだよ。……俺が、守らなくちゃいけないんだよな」

　明かりの消えたプールの底で、俺はぼそりと呟つぶやいた。

　ポンチョにくるまり横になった視界には、同じように雑ざ魚こ寝ねする、五人の少女たちの姿が捉えられる。――闇の中でも俺にだけはっきりと見える彼女たちは、もう泥のように眠っていた。今の呟きは聞こえていない。

　それでいい――。俺もそのまま瞼まぶたを閉じた。

　道しるべとなった言葉の中にある、雪ユキ司ジさんの託たくした『彼女』がいったい誰なのかは、やはり不明のままだ。だけど、いいんだ。俺にできることは限られている。

　守る。大切なのは、そのこと。そう、俺は守るんだ。こうして側にいてくれる、偶然知り合った五人の少女たちくらいは。

　そう決意しながら、俺の意識は眠りの中に落ちて行った。

　いや、でも。


　――なんだ？



　闇？　気が付けばざわざわと、あのノイズが纏まとわり付いていた。

　欠損した、最初の記憶だ。

　いや、今はあのヨルダの顔くらいは、はっきりと見えていた。

　だけど、なに？　「『あのときの女』……！」なんて、ふいに彼女の言葉が響いた。

　さっきの記憶と、混ざり合ってる。が、同時に俺の直感が震えた。


　俺の無意識が、そうさせた――？



　俺はなぜか、そう感じた。なくしたはずの記憶が、一つの答えとリンクさせたのか？

　そんな、まさか。


　――もしかして！



　雪司さんの告げた『彼女』と、ヨルダの言う『あのときの女』ってのは。


　同じ――!?



　そう思った瞬間、闇のノイズが変化する。

　そこに現れたのはなんと、あの雪司さんだった。




『「姫」っ！　……あなたは、僕の後ろに下がって!!』





　――まさか！



　俺は驚きよう愕がくする。いいや、確かにあの、白輝士の青年だった。銀色の髪も、その手に構える白く輝く大剣も、間違いない。でも、なに？


　『姫』――？



　直後、俺はノイズの向こうに人影を見つけた。

　雪司さんに庇かばわれた、その背後。そこにいたのは、顔まではわからないが――少女か？

　それが、『姫』？　でも。




『……どうして!!』




「!!」

　俺は思いきり跳ね起きた。

　なに？　今のは？　気が付けば夢から覚めて、紅那たちのいる現実に戻っていた。

　いや、最後に疑問を投げかける、声が聞こえたんだ。

　ノイズ越しのせいで、はっきりとはしないものの、あれは。

「女の、子……!?」

　そうだ、間違いない。一人の、少女のものだった。

　あれがヨルダの言った『あのときの女』か？　そして雪司さんの言葉通りなら、『姫』？

　いいや。なによりも、謎なのは――。

「絶対に渡すな。『彼女』は、最後の……ぜ、う……？」

　俺は自おのずと、雪司さんの最後の台詞を反はん芻すうしていた。

　繋がる。すべてが。雪司さんは、あの『姫』とやらを、俺に託したかったのか！

　でも同時に、あのとき聞き取れなかった部分が、今になって頭の中で鮮明に組み立てられた。――できあがった、雪司さんが俺に言い残したことは。

「最後の……『絶望』!?」

　噓うそ、だろ？　意味がわからず、俺は頭を抱え込む。

　なんだそれ。けど、間違いない！　確信だけが心にあった。

　でも、『姫』は守るべきなのに、それが『絶望』？

「……どうなってんだ」

　俺は呆ぼう然ぜんと呻うめく。

　だって、なによりも――それがヨルダの示した、『あのときの女』ならば。

　俺は夜の闇やみに包まれるプールの底で、そっと視線を動かした。傍かたわらで眠るのはもちろん、紅那クレナと颯サツ綺キ、愛ア理リ砂サや静シズ九クに光璃ヒカリの五人だった。

「この五人の中に、『姫』がいる……？」

　ダメだ。頭がついていかない。なぜ？　疑問だけが渦うず巻まいていた。




　――いったい、俺と『姫』に、どんな関係があるっていうんだ!?







■後記




　どうやら最近は、ファンタジーがブームになりつつあるようです。

　少し前までは、「学園ラブコメでなければ売れない」というのが風潮で――ＳＦファンタジーでデビューした私なんかは、正直ついていけずに苦労したものです。

　でも、まさかまた、ファンタジーを書けるときがくるなんて！

　……いえ、まあ。結局はご覧の通り、ＳＦファンタジーになったわけですが。

　きっと私は、普通のファンタジーでは満足できない質たちなんでしょうねー。いいんです。こういうの大好きですから！

　というわけで、いかがでしたか？　『竜りゆう棲せい学がく園えんの不適格輝士ロストナイト』は。

　いいじゃないですか。こういう、毛色の違うファンタジーがあったって。

　私が書きたかったのはもう単純に、「かっこよく戦う主人公」のみでした。

　最初は、ちょっと頼りなかった主人公のクロガくんですが……がんばったでしょう？

　彼にはまだまだ、いろんなものを乗り越えて、強くなってもらわねばなりません。そして行き着いた末に、彼を待つ「真実」とは――？

　今回、謎を多く用意しております。それがすべて明らかになるまで、おつきあいくだされば幸いです。ぜひ、応援してくださいね。

　――それはそうと、イラストがすごいんです！

　今作『竜棲学園の不適格輝士』では、私の趣味で、変形する「武ぶ輝き」なるものを出しています。それをメロントマリさんが、変形プロセスまで込みで、きっちりデザインしてくれました！　ありがとうございます!!

　ええ、でも、変形プロセスは……アニメにでもならないと、使わないのですが（苦笑）。ああ、もったいない！

　いつかはアニメになってくれればな～、と夢を見つつ、さてまずは二巻ですね。

　舞台となる「十三階層学園」は、階層が変わるごとに、違った顔を見せていきます。

　また、現れる「棄き竜りゆう」のタイプも様々です。次はどんなモチーフの棄竜を出してみようかな？　と考えるのが、私の楽しみでもあります。一巻以上に、「あっ！」と思わせるものを用意しますよー！

　どうぞ、二巻もご期待ください！





２０１４年１月　ひびき遊ゆう
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